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     第二日   平成二十七年十二月八日              開  議  午前十時  

 

○議長（野呂日出男君）  

  皆さん、おはようございます。  

  ただいまの出席議員数は十四名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。  

  日程第一、一般質問を行います。  

  通告により、八番吉村忠男君に一般質問を許します。八番吉村忠男君。  

〔八番  吉村忠男君  登壇〕  

○八番（吉村忠男君）  

  皆さん、おはようございます。  

  師走に入り、何かとお忙しいところ、たくさんの町民の皆様方が傍聴に訪れてくださり、ありがとうございます。きょ

うは、ゆっくりとくつろいだ気持ちで傍聴していってください。  

  ただいま議長のお許しをいただきましたので、登壇での質問をさせていただきます。議席番号八番吉村忠男です。  

  ことしも残すところ一カ月余りとなり、ことし一年の事件、事故を振り返る十大ニュースの話題が出る時期になり、一

年 の 月 日 の 早 さ を 実 感 し て お り ま す 。 我 が 藤 崎 町 で も 十 大 ニ ュ ー ス が あ る な ら ば 、 合 併 十 周 年 記 念 、 田 野 畑 村 と の 友 好

都市締結、それから町長、町議会議員選挙が上位にランクされるのではないでしょうか。  

  合併十周年は、旧藤崎町と旧常盤村との融合が図られてできていますが、これからの十年が大切になってくるのではな

い で し ょ う か 。 人 間 の 形 成 に お い て 、 十 代 の 中 学 生 か ら 二 十 代 の 大 学 生 に か け て 、 人 と し て の 基 礎 を 築 く 一 番 大 切 で 重

要 な 時 期 で あ り 、 藤 崎 町 に お い て も こ れ か ら の 十 年 が 町 の 発 展 の 基 礎 と な る 大 事 な 十 年 に な る と 思 い ま す 。 さ き に 発 表
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された町の総合計画に基づいて、将来の町発展の基礎を築いていかなければならないと思います。  

  田野畑村との友好都市締結は、大震災がきっかけの縁での友好都市締結であり、これからもかたいきずなでお互いに復

興と発展を目指して、末永く進めていきたいものであります。  

  町議会議員選挙においても、私ごとではございますが、五度目の当選をさせていただき、町民の負託に応えるべく、責

任の重大さを感じ、謙虚に町民の幸せと町発展のため、誠心している覚悟を新たにしたところであります。  

  それでは、通告に従い、一般質問をさせていただきます。  

  まず初めに、選挙制度についてであります。来年行われる参議院選挙から、十八歳以上から有権者になるわけでありま

す が 、 藤 崎 町 で は 有 権 者 数 が 何 人 ふ え る か 、 ま た 男 女 別 に お 知 ら せ く だ さ い 。 ま た 、 投 票 率 が 低 下 傾 向 に あ る 中 で 、 ど

のように若い人たちを投票所に足を運ばせるか、何か具体的な試案等を考えているのか、お知らせください。  

  次に、投票時間の短縮についてでございますが、期日前投票率も上がっていることで、投票時間については開票時間や

諸 経 費 等 も 考 慮 し 、 短 縮 し て も よ い の で は な い で し ょ う か 。 例 え ば 午 前 七 時 か ら 午 後 七 時 ま で 一 時 間 繰 り 上 げ る 案 な ど 、

町選管の見解をお尋ねいたします。  

  次に、少子化対策についてお尋ねします。子育て支援については多くの施策が考えられますが、私から一つだけ提案し、

ご 意 見 を 伺 い ま す 。 最 近 の 経 済 状 況 は 、 ア ベ ノ ミ ク ス の 効 果 は 地 方 、 と り わ け 青 森 ま で は 十 分 あ ら わ れ て い る と は 言 え

ず 、 特 に 若 者 た ち の 雇 用 状 況 を 初 め 、 厳 し い も の が あ る と 思 い ま す 。 住 宅 、 車 の ロ ー ン な ど を 控 え 、 子 育 て に も 金 が か

か り ま す 。 ま た 、 将 来 の 高 校 、 大 学 を 考 え る と 、 学 費 だ け で も 大 き な 負 担 に な り 、 二 人 子 供 が い る が 、 も う 一 人 に な る

と 考 え て し ま う の が 現 実 で は な い で し ょ う か 。 そ こ で 、 せ め て 保 育 料 が 無 料 に な る と 、 三 人 目 も 考 え て い く の で は な い

で し ょ う か 。 現 状 の 保 育 料 の 町 全 体 の 負 担 は 幾 ら ぐ ら い な の か 、 ま た 滞 納 者 の 件 数 、 金 額 を お 伺 い い た し ま す 。 そ れ か

ら、町長に子育て支援策と無料化についての可能性も含め、お尋ねいたします。  
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  次に、町営住宅について、今後の計画はどうなっているのか、お尋ねします。今後の計画をする上でも、家賃の滞納者

の 件 数 と 金 額 、 ま た 滞 納 者 へ の 対 策 は ど う な さ れ て い る の か 。 そ れ か ら 、 待 機 者 は 現 在 ど の ぐ ら い い る の か 、 お 尋 ね い

たします。  

  次に、交通安全対策と各種案内看板設置についてをお尋ねします。一つとしまして、県道常盤地区温泉入り口の拡幅に

つ い て お 尋 ね し ま す 。 二 つ 目 と し て 、 冬 期 間 の 地 下 道 の 通 行 の 安 全 確 保 に つ い て を お 尋 ね い た し ま す 。 三 つ 目 と い た し

まして、町内の各種案内看板の設置状況についてをお尋ねします。  

  最後に、若柳地区集会所の水洗化についてお尋ねして、私からの一般質問とさせていただきます。町長初め理事者側の

明瞭な答弁をお願いいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  八番吉村忠男君の一般質問に対する答弁を求めます。町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  改めまして、皆さんおはようございます。  

  吉村忠男議員の一般質問にお答えする前に、登壇での我が町の十大ニュースの一つである田野畑村との友好都市のお話

を さ せ て い た だ き ま し た の で 、 そ の こ と に つ い て ち ょ っ と 触 れ て お き ま す 。 議 場 に 入 る 前 に 、 石 原 村 長 に 電 話 い た だ き

ま し て 、 実 は き の う 、 ふ じ り ん ご ふ る さ と 応 援 大 使 、 梅 沢 富 美 男 さ ん が 田 野 畑 村 に 訪 れ て い ま す 。 こ れ は 秋 祭 り に 梅 沢

さ ん と 石 原 村 長 さ ん と お 会 い さ せ た の で 、 ぜ ひ と も お い で く だ さ い と い う こ と で お 邪 魔 し た み た い で ご ざ い ま す 。 来 年

の 六 月 の 末 に 、 藤 崎 町 講 演 の 終 わ っ た 後 、 田 野 畑 村 で も 二 日 間 、 講 演 を や る こ と が 決 定 し た と い う こ と で 電 話 が 入 っ た

ことをお伝えしておきます。  
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  それでは、吉村忠男議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、町行政の運営についてのイの選挙制度についての投票率向上及び十八歳以上の有権者数と具体的施策について、

お 答 え い た し ま す 。 十 八 歳 及 び 十 九 歳 の 有 権 者 と な る 皆 様 は 、 十 二 月 一 日 現 在 で 男 性 が 百 三 十 五 名 、 女 性 が 百 三 十 三 名 、

合 計 二 百 六 十 八 名 と な っ て い ま す 。 投 票 率 向 上 に つ い て は 大 き な 問 題 と な っ て お り 、 県 選 挙 管 理 委 員 会 か ら 投 票 率 向 上

に 向 け た 施 策 を 求 め ら れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 来 る 参 議 院 議 員 選 挙 に 向 け 、 ど の よ う な 対 応 が で き る の か 検 討 し て

い き た く 、 事 務 方 と い ろ い ろ な 角 度 か ら 検 討 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま た 、 十 八 歳 及 び 十 九 歳 の 新 し く 有 権 者 と

なる方に対しては、ダイレクトメールなどで選挙啓発を図っていきたいと考えております。  

  次に、投票時間の短縮等についてでありますが、十月四日に行われた町長選挙、町議会議員選挙において、午後六時以

降 に 投 票 さ れ た 方 が 千 三 百 八 十 三 名 、 午 後 七 時 以 降 に 投 票 さ れ た 方 が 五 百 八 十 九 名 と な っ て お り ま す 。 こ う い っ た 状 況

か ら 、 投 票 時 間 の 短 縮 に つ い て は 、 午 後 八 時 ま で の 投 票 が 定 着 し て い る と 思 わ れ る こ と か ら 、 な か な か 難 し い と 考 え て

おります。  

  次に、ロの少子化対策についての子育て支援のための保育料無料かなどについてお答えいたします。保育料の無料化に

つ い て は 、 保 育 料 負 担 を 軽 減 す る こ と に よ り 、 親 が 安 心 し て 子 供 を 生 み 育 て る こ と が で き る 環 境 づ く り の た め 、 現 在 、

町 で は 第 三 子 以 降 の 保 育 料 を 二 階 層 か ら 四 階 層 の 所 得 世 帯 で は 無 料 と し 、 五 階 層 か ら 八 階 層 の 所 得 世 帯 に つ い て は 五 割

軽 減 を 実 施 し て お り ま す 。 将 来 的 に は 町 の 財 政 状 況 を 勘 案 し な が ら 、 無 料 化 に つ い て 検 討 し て ま い り た い と 考 え て お り

ま す が 、 こ の こ と は 国 全 体 が 子 育 て 支 援 を 図 る べ き と 思 っ て ご ざ い ま す の で 、 今 後 と も 国 及 び 県 へ の 働 き か け を 強 化 し

てまいりたいと考えております。  

  次に、ハの町営住宅についての今後の計画についてでありますが、社会資本整備総合交付金を活用する公営住宅建設に

は 、 町 が 公 共 住 宅 等 長 寿 命 化 計 画 を 策 定 し て い る こ と が 必 要 と な り ま す 。 水 上 団 地 に つ い て は 建 て か え と し て 計 画 し て



 - 5 - 

お り 、 平 成 二 十 五 年 度 よ り 順 次 整 備 し て き た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま た 、 西 田 第 二 団 地 及 び 亀 田 団 地 に お い て も 建 て か

え を 計 画 し て お り 、 水 上 団 地 の 整 備 状 況 を 見 き わ め 、 順 次 検 討 を 行 う 予 定 で す 。 な お 、 み ど り 団 地 及 び し ら か ば 団 地 に

つ い て は 、 耐 用 年 数 に よ る 管 理 期 間 が 三 十 年 ほ ど 残 っ て い ま す 。 公 営 住 宅 等 長 寿 命 化 計 画 で は 個 別 改 善 ま た は 維 持 管 理

と な っ て い ま す が 、 老 朽 化 が 目 立 っ て き て い る こ と か ら 、 計 画 の 見 直 し も 視 野 に 入 れ な が ら 対 応 し て い き た い と 考 え て

おります。  

  次に、家賃滞納者の件数、金額についてでありますが、家賃が未納となっている方には督促状や催告書の交付、納付指

導 に よ り 長 期 滞 納 者 と な ら な い よ う に 対 応 し て い ま す が 、 最 終 的 に 納 付 に 応 じ な い 方 に 対 し て は 明 け 渡 し 請 求 書 等 の 手

続 を 行 っ て い き ま す 。 家 賃 滞 納 の 内 容 は 、 平 成 二 十 六 年 度 決 算 時 点 の 団 地 全 体 で は 合 計 二 十 五 件 、 九 百 五 十 二 万 六 千 九

百円となっています。今後も引き続き、町営住宅の家賃滞納額がふえないように対応してまいります。  

  次に、入居待機者についてでありますが、入居申請後に待機状態となっている方は団体全体で合計十二名います。現在、

災 害 等 に よ り 緊 急 的 に 入 居 さ れ る 方 の た め に 数 戸 の 空 き 家 を 確 保 し て い る こ と と 、 水 上 団 地 整 備 に よ り 水 木 第 二 団 地 の

建 設 中 に 伴 う 住 み か え を 行 っ て い る こ と か ら 、 一 部 の 町 営 住 宅 の 入 居 公 募 を 調 整 し て い ま す が 、 早 期 に 入 居 待 機 者 を 解

消するように検討してまいりたいと思います。  

  次に、ニの交通安全対策と各種案内看板設置についての県道常盤地区温泉入り口拡幅についてでありますが、県道五所

川 原 黒 石 線 と 町 道 常 盤 福 祉 セ ン タ ー 通 線 の 交 差 点 は 町 道 幅 が 狭 く 、 両 側 に 建 物 や 立 ち 木 が あ り 、 通 行 が 容 易 で な い 状 態

で あ り ま す 。 し た が い ま し て 、 交 差 点 入 り 口 付 近 を 拡 幅 し た だ け で は 全 体 的 に 見 る と 通 行 の 障 害 が 解 消 し な い と 思 わ れ

ま す 。 し か し 、 厳 し い 財 政 状 況 の 中 、 い ろ い ろ な 事 業 の 見 直 し を 迫 ら れ て い る 時 期 で も あ り 、 住 宅 地 に お け る 町 道 全 体

の 拡 幅 事 業 は 財 政 的 に 非 常 に 困 難 だ と 考 え て い ま す 。 今 後 は 通 行 に 関 し て 注 意 を 促 す 看 板 設 置 等 の 検 討 を す る と と も に 、

運転者の皆さんのお互い譲り合いの気持ちを持って歩行者の安全を第一に考えた運転をお願いするものであります。  
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  次に、冬期間の地下道の通行の安全確保についてでありますが、当町では地下道として利用されているものが四カ所あ

り ま す 。 そ の う ち 車 両 が 通 行 で き る 地 下 道 は 常 盤 地 下 道 の み と な っ て い ま す 。 常 盤 地 下 道 に つ い て は 、 出 入 り 口 の 勾 配

や 途 中 が カ ー ブ に な っ て お り 、 ス リ ッ プ 等 に よ る 車 両 事 故 が 発 生 し て い た こ と か ら 、 事 故 防 止 の た め 、 平 成 二 十 四 年 度

に 地 下 道 の 一 部 に お い て ロ ー ド ヒ ー テ ィ ン グ 工 事 を 実 施 い た し ま し た 。 ま た 、 冬 期 間 は 出 入 り 口 付 近 な ど に 、 必 要 に 応

じ て 融 雪 剤 を 散 布 し 、 車 両 の 通 行 に 支 障 が 出 な い よ う に し て お り ま す 。 運 転 の 方 々 に は 、 ト ン ネ ル 内 の 走 行 を す る 際 は

ライトの点灯や十分な車間距離をとるなどの自主的な対応をお願いするものであります。  

  次に、町内の各種案内看板設置についてでありますが、町内各施設の案内看板は旧国道には九カ所あります。また、新

国 道 七 号 線 に は 地 域 を 示 す も の が 三 カ 所 、 施 設 を 示 す も の が 三 カ 所 と な っ て い ま す 。 藤 崎 町 を 発 信 す る 意 味 で も 、 案 内

看板の設置については有効と考えておりますので、関係機関と協議してまいりたいと思います。  

  次に、ホの若柳地区集会所の水洗化についてでありますが、若柳地区の集会所は町内会が所有する集会所となっており、

町 内 に は こ う い っ た 町 内 会 所 有 の 集 会 所 が 十 五 カ 所 あ り ま す 。 ト イ レ の 水 洗 化 に つ い て は 、 現 在 四 カ 所 の 集 会 所 で 行 わ

れ て い な い 状 況 で す 。 ま た 、 平 成 二 十 二 年 度 、 平 成 二 十 三 年 度 に 国 の 経 済 対 策 を も と に 実 施 さ れ た 事 業 に お い て 、 地 元

負 担 を い た だ き な が ら 洋 式 の 水 洗 ト イ レ に 変 更 し た 町 内 も 三 カ 所 あ る こ と か ら 、 こ う い っ た 集 会 所 全 体 の 均 衡 を 図 る 中

で検討させていただきたいと考えております。  

  以上、吉村議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  八番吉村忠男君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより八番吉村忠男君に再質問を許します。八番吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  
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  まずは選挙制度について伺います。今、期日前投票ですか、これは役場の庁内にはありますけれども、常盤地区には設

置しているものですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  お答えします。期日前投票の投票所につきましては、役場一カ所となっております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  前回の町長選、それから町議会選の投票率が今までやっているうちで本当に低い投票率でありました。こういうことも

考 慮 し な が ら 、 藤 崎 の 庁 舎 に あ る 期 日 前 投 票 の 設 置 場 所 以 外 に 、 常 盤 地 区 あ た り に も 設 置 す る こ と が で き な い も の で し

ょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  期日前投票所の増設につきましては、先般、十一月二十六日に行われました県の会議でも検討の項目として上がってお

り ま す 。 藤 崎 町 と し て ど う す る か に つ き ま し て は 、 今 後 、 選 挙 管 理 委 員 会 の ほ う で も 協 議 を 重 ね て ま い り た い と 考 え て

おります。  

○議長（野呂日出男君）  
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  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  その検討をしている努力的なことはわかりますけれども、私の考えでは、ジャスコ的な人が集まる場所、また若い人が

行 き 来 す る 場 所 、 そ れ と 常 盤 地 区 あ た り で は 年 い っ た 人 た ち も 出 入 り す る 社 会 福 祉 協 議 会 の 温 泉 あ た り と か 、 そ う い う

と こ ろ あ た り に も 考 え て い け ば 、 投 票 率 に も 関 連 し て 上 が っ て く る よ う な 気 が い た し ま す け れ ど も 、 将 来 そ う い う 考 え

的なことを持っているものでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  先ほども申し上げましたが、具体的にどこどこということについては今現在、結論を得ておりません。また、増設につ

きましても、実際やるか、増設するかしないも含めまして選挙管理委員会等で検討してまいりたいと考えております。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  できるならば増設を設置する場所を一カ所でも多くして、町民みんな、特に若い人たちの選挙離れ、こういうのを食い

とめる施策なども考えながら、これから検討してもらいたいと思います。  

  続きまして、さっき町長からも言われましたけれども、投票時間の短縮に対しては、六時ごろの時間帯の投票者が千三

百 八 十 二 人 、 七 時 ご ろ が 五 百 八 十 九 名 と 言 わ れ ま し た け れ ど も 、 八 時 以 降 は ど の ぐ ら い の 投 票 率 と い う か 、 投 票 し に 行

く 人 も か な り 少 な く な っ て い る と 思 う ん だ け れ ど も 、 七 時 あ た り で で き れ ば 打 ち 切 る ぐ ら い の 検 討 、 選 管 と 協 議 し な が
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ら 検 討 し て も ら い た い と 思 う ん だ け れ ど も 、 そ の 辺 、 総 務 課 長 、 さ っ き も し ゃ べ っ た ん だ け れ ど も 、 も う 一 回 答 弁 お 願

いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  投票時間の短縮につきましては、先ほど町長の答弁の中でも申し上げましたように、六時以降の投票者の方が千三百八

十 三 名 お り ま し た 。 七 時 以 降 で ご ざ い ま す が 、 そ の う ち 五 百 八 十 九 名 の 方 が 投 票 さ れ て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。

で す の で 、 全 体 の 投 票 者 数 が 大 体 八 千 名 か ら 九 千 名 ぐ ら い の 間 で ご ざ い ま す の で 、 約 〇 ・ 五 ％ の 方 が 実 際 、 現 実 問 題 と

し て 投 票 し て い る わ け で ご ざ い ま す 。 確 か に 、 こ の 方 が 必 ず 七 時 以 降 で な け れ ば 投 票 で き な い の か と い う 点 に つ い て は

不 明 確 な 点 も ご ざ い ま す が 、 事 実 と し て こ れ だ け の 人 数 の 方 が 投 票 さ れ て い る こ と か ら 、 現 段 階 で 七 時 ま で に す る と い

う こ と は 選 挙 管 理 委 員 会 と い た し ま し て は 、 投 票 率 を 上 げ る 意 味 か ら も ち ょ っ と 言 い か ね る 状 況 で ご ざ い ま す 。 以 上 で

ございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  続いて、少子化対策についてに移ります。今の若い人は住宅ローン、車のローンなどを抱え、子育てには大変だと思い

ま す 。 ま た 、 町 の 財 政 も 大 変 厳 し い と 思 い ま す が 、 保 育 料 の 無 料 化 の 実 現 は 私 も 正 直 言 っ て な か な か 大 変 だ べ と は 思 い

ま す け れ ど も 、 こ の 無 料 化 を な る べ く 実 施 し て も ら い 、 ま た 町 の 人 口 を ふ や す た め に も 前 向 き に 検 討 し て い か な け れ ば

ならない問題ではないかと思うわけです。  
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  三年ぐらい前ですか、常任委員会で研修に行きました。場所は宮城県仙台市のベッドタウン的な利府町というところで

あ り ま し た 。 こ こ は 町 で あ り な が ら も 三 万 人 近 い 人 口 を 抱 え て い る 町 で あ り ま し て 、 そ こ の 町 の 職 員 と 対 話 す る こ と が

で き た わ け で ご ざ い ま す 。 そ こ で 話 に な っ た の が 、 我 が 町 で は 保 育 料 は 全 額 町 の 負 担 で や っ て お り ま す と 。 私 も 聞 き ま

し た 、 随 分 裕 福 な 町 な ん だ な と 。 そ し た ら 、 我 が 町 に は 東 北 新 幹 線 の 車 両 基 地 が あ り ま す と 、 そ う 言 い ま し た 。 車 両 基

地 、 そ う し て み れ ば あ る ん た ふ う だ な と 。 か な り 固 定 資 産 税 額 と か 、 そ う い う の が 上 が っ て い る も の で す か と 聞 き ま し

た ら 、 年 間 、 当 時 の 職 員 の 申 す と こ ろ で は 十 五 億 円 ぐ ら い の 固 定 資 産 税 が 上 が っ て い る と 知 ら さ れ ま し た 。 そ こ に 勤 務

し て い る 従 業 員 数 も 、 ち ょ っ と は っ き し た こ と は わ か り ま せ ん け れ ど も 、 何 千 人 と 勤 務 し て い る ん だ と 。 そ れ で 別 に 無

料 化 に し て も 対 応 し て い け る ん だ と 私 は 思 っ て い た ん で す け れ ど も 、 ま す ま す 人 口 が ふ え て い る わ け で ご ざ い ま す 。 こ

れ は 財 源 が あ る か ら で き る こ と で あ り ま し て 、 な か な か 当 町 は 財 源 が 厳 し い と 言 わ れ る 中 で 本 当 に 大 変 だ と は 思 い ま す

けれども、将来性を考えて無料化的にする考えがあるのか、町長にお伺いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  子育て支援強化は議員各位の皆さんも私も全く同じ考えだと思ってございます。将来を担う子供たちを地域全体で育成

し て い く と 。 そ の 中 に 保 育 料 も 、 あ る い は 医 療 費 も 、 あ る い は 教 育 費 も 入 っ て く る だ ろ う と 思 っ て ご ざ い ま す 。 全 国 各

地 い ろ い ろ な 施 策 が 多 少 こ の 子 育 て 支 援 に は 厚 い と こ ろ も 薄 い と こ ろ も あ り ま す け れ ど も 、 私 が ふ だ ん 町 村 会 で あ れ 県

の 選 出 国 会 議 員 で あ れ 、 申 し て い る こ と は 、 生 ま れ て き た 子 供 た ち 、 最 低 、 義 務 教 育 課 程 を 終 わ る 中 学 校 ま で は 教 育 の

負 担 、 あ る い は 医 療 の 負 担 、 あ る い は 子 育 て の 負 担 、 こ れ は ば ら つ き が あ っ て は だ め だ と 、 国 策 で や る べ き だ と い う こ

と を 訴 え て ご ざ い ま す 。 た だ 、 今 の 現 状 を 考 え れ ば 、 地 方 の 全 国 に あ る 市 町 村 の 考 え 方 で 相 当 ば ら つ き が あ り ま す よ ね 。



 - 11 - 

で す か ら 、 我 が 町 を 近 い 将 来 は 保 育 料 撤 廃 と か 、 そ う い う 検 討 は な か な か で き な い よ う な 財 政 状 況 に あ る こ と も ご 承 知

し て い た だ き た い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 た だ 、 近 隣 市 町 村 か ら 見 れ ば 、 こ の 保 育 料 の 負 担 は 我 が 町 は 若 干 負 担 が 軽 い と

い う こ と で 、 近 隣 市 町 村 か ら 見 れ ば 非 常 に 負 担 軽 減 を 図 っ て い る 自 治 体 の 一 つ で あ る と い う こ と も ご 承 知 し て い た だ き

たいと思ってございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  それによって町の人口あたりも減少に少しでも歯どめがかかっていくのではないかと思って、関連の質問といたしまし

て 、 県 内 で は 県 南 の 十 和 田 市 で 人 口 減 少 の 対 策 、 施 策 と い た し ま し て 、 市 外 か ら の 定 住 促 進 を 図 る 支 援 策 の 一 環 と い た

し ま し て 、 市 内 に 住 宅 の 新 築 ま た は 購 入 す る 場 合 の 費 用 の 一 部 を 補 助 し て い る と い う こ と で す 。 こ れ は 十 和 田 市 で す が 、

こ と し の 六 月 か ら 実 施 し て い る よ う で あ り ま し て 、 九 月 に も 当 初 予 算 盛 っ た の が 足 り な い で 五 百 万 円 ぐ ら い 補 正 を か け

て 対 応 し て や っ て い る よ う で ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ う い う よ う な 一 つ の 案 も 視 野 に 入 れ な が ら や っ て い く の も ま た い

い の で は な い か と 私 は 思 い ま す 。 そ の 辺 、 町 長 、 た び た び あ れ で す け れ ど も 、 将 来 的 に こ う い う 構 想 も 持 っ て い る か と

いうことをお聞きします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今、十和田市の例を例えて吉村議員お話ししましたけれども、県内の六戸町なんかは二年ぐらい前からそのような、例

え ば お 子 さ ん が あ っ て の 住 宅 を 建 て た 場 合 の 補 助 と か 、 あ る い は 引 っ 越 し し て ア パ ー ト に 入 っ た と き の 家 賃 の 手 当 て と
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か 、 こ れ は 六 戸 町 は 去 年 お と と し か ら や っ て お り ま す 。 我 が 町 も そ う い う こ と を 考 え ら れ な い か 、 子 育 て 支 援 の 住 民 課 、

あ る い は 住 宅 の 建 設 課 、 横 の 連 絡 を も っ て ち ょ っ と 検 討 し て み ろ と い う こ と で は 、 こ と し の 春 先 に も う 話 し し て ご ざ い

ま す 。 そ れ が す な わ ち 平 成 二 十 八 年 度 か ら の 事 業 に 転 化 で き る か 、 そ こ は ま だ こ れ か ら い ろ い ろ な 角 度 か ら 検 討 に 入 り

ま す け れ ど も 、 た だ 、 住 み よ い 環 境 を つ く る の は 行 政 の 長 と し て 当 た り 前 の こ と で ご ざ い ま す の で 、 横 の 連 携 を と り な

がら鋭意検討しているところでございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  それでは、町営住宅についてに移ります。まず、町営住宅の今後の計画ですね、この事業はさっきも言ったとおり社会

資 本 整 備 事 業 の 一 環 と し て 進 め て い る わ け で ご ざ い ま す が 、 何 せ 国 か ら の 予 算 も ま た カ ッ ト さ れ て 、 本 当 に 事 業 の 運 営

に は 大 変 だ と 思 い ま す 。 こ れ 当 初 は こ と し 平 成 二 十 七 年 度 ぐ ら い で 終 了 す る ぐ ら い の 計 画 だ っ た と 思 い ま す け れ ど も 、

こ の ま ま で 国 か ら の 予 算 の あ れ も あ り ま す け れ ど も 、 ど の ぐ ら い で 大 体 水 上 団 地 が 終 了 す る も の で す か 、 お 尋 ね し ま す 。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。今現在建設されております水木団地第二工区の建設工事につきましては、当初の計画では平成二十八年

度 で 終 了 予 定 で ご ざ い ま し た 。 こ れ に つ い て は 先 般 と い う か 、 前 回 の 議 会 の 全 協 に お い て も 説 明 し て い る 案 件 で ご ざ い

ま す け れ ど も 、 何 せ 社 会 交 付 金 の 事 業 で 建 設 さ れ て い る 建 築 物 で ご ざ い ま し て 、 今 年 度 も 申 請 額 を 下 回 る よ う な 感 じ で

交 付 さ れ ま し た け れ ど も 、 平 成 二 十 八 年 度 で は 完 成 の め ど が 立 た な い と い う こ と で は 、 担 当 課 と し ま し て は 平 成 二 十 九
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年度までで建設完了するということで考えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  ことしあたりも事業の内容あたりもかなりカットされたようでございますけれども、来年度の予算計上の上からも、来

年度はどのぐらいの戸数を建設するか、今、大体およそわかっているものですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。平成二十八年度の予定する事業内容ですけれども、今年度、四棟八世帯建設しております。来年度も同

じ く 四 棟 八 世 帯 で 計 画 を し て お り ま す 。 そ し て 、 平 成 二 十 九 年 度 、 最 終 年 度 で 全 て 完 了 予 定 で 、 六 棟 十 戸 を 予 定 し て お

ります。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  それでは、次に交通安全対策についてお尋ねします。県道常盤地区の、私これで二回か三回ぐらい取り上げると思いま

す 。 地 下 道 か ら 真 っ す ぐ 黒 石 の ほ う に 向 か っ て い っ て 、 常 盤 の 温 泉 の 入 り 口 が あ る わ け で す 。 こ こ は 距 離 と し て は 約 五

十 メ ー ト ル あ る か な い か ぐ ら い の と こ ろ で 、 角 に 六 坪 ぐ ら い の 車 庫 が あ る わ け で す 。 そ の 車 庫 が 一 番 ネ ッ ク に な っ て 見

通 し が 悪 い わ け で あ り ま し て 、 そ の 後 は サ ワ ラ 垣 が 大 体 二 十 メ ー ト ル ぐ ら い あ り ま す 。 そ の 後 の ほ う は か な り 部 分 的 に
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整 備 さ れ て い る ん で す が 、 そ の 入 り 口 で 物 損 事 故 ま た 人 身 事 故 も 発 生 し て い る わ け で す 。 そ れ で 何 回 も 私 も 取 り 上 げ た

ん だ け れ ど も 、 一 向 に は か ど ら な い よ う な 感 じ す る け れ ど も 、 も う 一 度 そ れ で 取 り 上 げ た わ け で す が 、 あ そ こ を 考 え て

み て 予 算 あ た り 、 来 年 度 の 予 算 あ た り で 用 地 の 建 物 の 移 転 を 含 め て 検 討 し て も ら え な い も の か 、 で き な い も の か と い う

ことをお尋ねしているわけでございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。町内全体において吉村議員がおっしゃるような危険箇所というか、交通が非常に困難な場所というんで

す か 、 そ う い う 箇 所 は 多 々 あ る と 思 い ま す 。 で も 、 全 体 的 に 考 え て 社 会 資 本 の 交 付 金 で 対 応 す る 以 上 、 国 か ら ど の よ う

な 交 付 が さ れ る か 見 き わ め な が ら 、 今 後 ど の よ う な 整 備 を し て い く の か 、 い け る の か 、 考 え て ま い り た い と 思 い ま す 。

以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  町の大型事業あたりもある程度片づいてきているようでございますので、こういう隅々までのインフラ整備も整備して

い く の も 必 要 で は な い か と 思 う わ け で ご ざ い ま す 。 危 険 箇 所 は で き る だ け 早 目 に 対 応 し て 、 大 き い 事 故 の 起 き る 前 に そ

う い う こ と も 考 え な が ら 、 さ っ き も 言 い ま し た け れ ど も 、 大 い に 前 向 き に 検 討 し て 、 で き る な ら ば 来 年 度 予 算 あ た り で

実施してもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。  

  それでは、地下道の冬期間の通行の安全についてでありますが、さっきも町長からも平成二十四年度に融雪施設、その
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他 、 整 備 し て 、 本 当 に 安 全 対 策 は な さ れ て お り ま す 。 私 が 言 う の は 、 余 り 金 を か け な い で や る 看 板 の こ と を 言 う わ け で

す 。 入 り 口 と 出 口 に ト ン ネ ル 内 の ラ イ ト の 点 灯 看 板 、 ま た ト ン ネ ル 内 は 徐 行 運 転 と か 、 そ う い う 看 板 で も 結 構 で す の で 、

そ れ を 立 て て も ら い た い 、 そ れ を 私 言 っ て い る わ け で す の で 、 そ の 辺 、 冬 、 こ と し は ま だ 雪 降 る の が 遅 い の で こ う な っ

て い る け れ ど も 、 で き る な ら 早 目 に そ う い う 対 策 を 立 て て も ら い た い と 思 い ま す 。 そ の 辺 の あ れ は 建 設 課 が 担 当 で す か 。

どういう気持ちを持っているのか、ひとつお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  交通安全の件ですので、私から答えさせていただきます。トンネル内の交通安全についての看板の設置ということでご

ざ い ま す が 、 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 に も あ り ま し た よ う に 、 で き る だ け 自 主 的 な ラ イ ト の 点 灯 や 車 間 距 離 の 確 保 を お 願 い す

る も の で あ り ま す 。 そ う い っ た 意 味 の 看 板 の 設 置 に つ き ま し て は 、 少 し 内 部 で 検 討 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 以

上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  これもまたこれに対しての関連ですけれども、国土交通省では車の自動点灯義務装置を検討しているようです。これは

ど う い う も の か と い い ま す と 、 一 定 の 暗 さ に な れ ば 前 照 灯 を 自 動 で 点 滅 す る 機 能 を つ け る よ う 、 自 動 車 メ ー カ ー そ の 他

に 義 務 づ け を 検 討 さ せ て 、 来 春 を め ど に 方 向 性 を 打 ち 出 す と 言 っ て い る わ け で す 。 ち な み に 、 ヨ ー ロ ッ パ 欧 州 連 合 体 の

Ｅ Ｕ に 加 盟 し て い る 国 な ど は 、 二 〇 一 一 年 か ら 新 型 車 を 対 象 に 機 能 の 搭 載 を 義 務 づ け て い る よ う で す 。 こ う い う の も 考
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え な が ら 、 地 下 道 の 安 全 対 策 と し て 、 さ っ き も 言 い ま し た 看 板 な ど の 設 置 を 迅 速 に 設 置 し て も ら い た い と 要 望 い た し ま

す。  

  町内の案内看板の設置はけさ町内をちょっと回ってきたんですけれども、ある程度の看板は設置されているようでござ

いますので、これは削除、取り下げます。  

  最後に、若柳地区の集会施設の水洗化、前に浪岡でありましたので、道路に本管の下水道が入っていてもつなげないわ

け で あ っ た ん だ け れ ど も 、 今 度 は 藤 崎 町 に 編 入 も さ れ た こ と で も あ り ま す し 、 今 は た め さ ぽ つ ら ぽ つ ら と し て も 大 変 な

と き な の で 、 で き る な ら ば 水 洗 化 を 設 置 、 整 備 し て も ら い た い と 思 い ま す が 、 そ の 点 、 ど う お 考 え に な っ て お り ま す か 。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今、若柳集会施設の限定のお話でございましたけれども、ちょっとグローバルに考えて、先ほど答弁したとおり、町内

で い わ ゆ る 建 設 費 用 を 出 し て 設 置 し て い る 集 会 所 が た く さ ん あ り ま す 。 そ の 地 域 か ら 、 例 え ば 今 和 式 の も の を 洋 式 に し

て い た だ き た い と か 、 あ る い は く み 取 り の も の を 水 洗 化 し て く だ さ い と い う よ う な 集 約 、 そ の 地 域 か ら 集 約 し た 意 見 が

あ れ ば 、 こ れ は 行 政 で は 対 応 し て い か な け れ ば な ら な い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 た だ 、 そ の と き は 受 益 者 の 負 担 と し て 三

割程度お願いするというお話をさせていただくことになります。  

  実はおととし、この若柳地区の座談会で集会施設に十人ほど集まっていただきました。その中からも水洗化のお話があ

り ま し た 。 こ れ は ト イ レ に 限 ら ず 、 ト イ レ と い う よ り も 、 集 会 施 設 の ト イ レ に 限 ら ず 、 各 家 庭 の 水 洗 を 要 望 さ れ た わ け

で す ね 。 そ の と き 、 私 こ う い う お 答 え を し た の で す 。 一 〇 〇 ％ 皆 様 が 意 見 集 約 し て 、 本 管 を つ な い だ 場 合 は ち ゃ ん と 本

管 に 一 〇 〇 ％ 水 洗 化 す る と い う よ う な 意 見 集 約 し て 要 望 す れ ば 、 町 で は し ま す よ と 、 お 金 か か っ て も し ま す よ と 、 そ の
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集 約 を ま ず 第 一 に し て く だ さ い よ と い う お 話 も ま た し て ご ざ い ま す の で 、 こ れ は 各 地 区 か ら 強 い 要 望 が あ れ ば 町 と し て

は 環 境 の た め に 、 あ る い は 心 地 よ い 住 み よ い ま ち づ く り の た め に 手 当 て を し て い き た い と い う 考 え で お り ま す 。 以 上 で

あります。  

○議長（野呂日出男君）  

  吉村忠男君。  

○八番（吉村忠男君）  

  若柳地区も悲願でやっとこの藤崎にも編入できたことでもありますし、金のかかることもわかりますけれども、来年度

の あ れ と し て ま た 町 長 、 若 柳 の 住 民 と 懇 談 し た 場 合 に 、 あ る 程 度 は っ き り し た 返 事 を 出 せ る よ う に 、 ま た 若 柳 の 地 域 の

人 の 話 も 聞 き な が ら 対 応 し て 、 で き る だ け 早 目 に お 願 い を い た し ま し て 、 私 の 一 般 質 問 を 終 わ り ま す 。 あ り が と う ご ざ

いました。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで八番吉村忠男君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、三番奈良完治君に一般質問を許します。三番奈良完治君。  

〔三番  奈良完治君  登壇〕  

○三番（奈良完治君）  

  おはようございます。議席番号三番奈良完治です。  

  ただいま議長のお許しをいただきましたので、町政に対する一般質問をさせていただきます。  

  九月の第三回定例会が終了し、息つく間もなく今回の選挙戦に突入し、個人的には大変忙しく、またいろいろな方々に

ご迷惑をおかけした二カ月であったように思っている次第です。  
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  さて、その選挙戦において、私は政治信念に町民の皆様の声を聞き、そして実現していくという意味で、声を形にを再

度 掲 げ る と と も に 、 今 回 は 街 頭 で の 挨 拶 の 中 で そ の 信 念 に 基 づ い て 町 政 の 場 で 何 を 重 点 的 に 推 し 進 め て い る か を 訴 え て

ま い り ま し た 。 そ れ は 、 第 一 に 産 業 構 造 の 強 化 、 第 二 に 子 育 て 支 援 、 そ し て 第 三 に 防 災 を 含 め た 生 活 環 境 の 整 備 の 三 点

で す 。 そ の た め 、 こ れ か ら の 四 年 間 は い ろ い ろ な 声 、 そ し て 問 題 な ど に 取 り 組 み な が ら 、 町 民 の 皆 様 方 に 約 束 し た 産 業

構 造 の 強 化 、 子 育 て 支 援 、 防 災 を 含 め た 生 活 環 境 の 整 備 、 こ の 三 点 を 重 点 的 に 質 問 さ せ て い た だ き ま す の で 、 よ ろ し く

お願いいたします。  

  さて、きょうは産業構造の強化と子育て支援ではありませんが、健康福祉に関して、そして防災について質問させてい

ただきます。  

  去る十一月二十二、二十三日に、第三回ふじさき秋まつりが開催され、町内外より大勢の方々にご来場いただき、ジャ

ン ボ お に ぎ り 、 ふ じ の ジ ャ ン ボ ア ッ プ ル パ イ の 製 作 な ど で 町 の 魅 力 を 発 信 す る こ と が で き 、 秋 ま つ り の 趣 旨 で あ る 収 穫

への感謝、芸術文化の向上、健康増進もまた発信できたように思っています。  

  さて、その中の収穫への感謝に関連しての質問をさせていただきます。今まさにＴＰＰが基本合意され、当町での主産

業 で あ る 農 業 に 影 響 が ど の ぐ ら い 出 る の か 、 農 家 の 皆 さ ん は 不 安 な 日 々 を 過 ご し て い る の で は な い で し ょ う か 。 町 の 総

面 積 約 三 千 七 百 二 十 六 ヘ ク タ ー ル 、 そ の 中 で 農 用 地 は 約 二 千 五 百 四 十 ヘ ク タ ー ル 、 実 に 六 八 ％ を 占 め て い る わ け で す 。

こ の 広 大 な 農 用 地 を 疲 弊 か ら 防 ぎ 、 そ し て 産 業 と し て さ ら な る 発 展 を 目 指 し 、 農 産 物 の 拠 点 づ く り 事 業 を 推 進 し て い る

と理解していますが、町民の皆様方にもそれを広報するという意味も含めて、現在の進捗状況をお尋ねします。  

  また、ふじさき秋まつりの開会式の来賓挨拶の中で、中南地域県民局長が地域産業の発展のためには地産地消が大事で

あるとの発言がありました。私も同感であり、全くそのとおりだと思っています。  

  そこで、町長へ提案があります。昨年六月の第二回定例会での一般質問の中で、リンゴジュースで乾杯する条例を制定
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し た ら と の 提 案 が あ り ま し た 。 当 時 の 町 長 の お 答 え は 、 無 理 し て 制 定 し な く て も い ろ い ろ な こ と で 町 を 発 信 す る 考 え と 、

時 期 尚 早 と の ご 判 断 を な さ れ ま し た 。 し か し 、 町 の 基 幹 産 業 は 農 業 で あ り 、 そ の 主 体 と な る リ ン ゴ 産 業 、 各 行 事 で も 車

で 参 加 す る 方 が 多 数 を 占 め て い る 現 状 、 消 費 拡 大 を 図 り 、 地 方 創 生 事 業 の 主 幹 と な り 、 町 を 大 々 的 に 発 信 す る 意 味 に お

いても、私はぜひ今の時期だからこそ制定したいと思っていますが、町長のお考えをお聞かせください。  

  また、ふじさき秋まつりの本旨の健康増進に関して質問させていただきます。青森県の短命県返上、そして健康増進、

こ れ ら を 踏 ま え て と 思 い ま す が 、 秋 ま つ り の セ レ モ ニ ー の 中 で 町 長 は 藤 崎 町 健 康 宣 言 を さ れ た わ け で す が 、 具 体 的 な 方

針、取り組みについてお尋ねいたします。  

  終わりに、町の防災、具体的に町の洪水対策についてお尋ねします。記憶に新しい九月十日、十一日の両日にかけて、

台 風 十 八 号 の 影 響 で 関 東 や 東 北 で 記 録 的 な 豪 雨 が 降 り 続 き 、 茨 城 県 常 総 市 三 坂 町 で 鬼 怒 川 の 堤 防 が 決 壊 し 、 大 規 模 な 水

害 に 見 舞 わ れ ま し た 。 線 状 降 水 帯 と 呼 ば れ る 異 常 気 象 と は い え 、 市 街 地 を の み 込 む 威 力 は す さ ま じ く 、 東 日 本 大 震 災 の

津 波 を 呼 び 起 こ し た か の よ う で あ り ま し た 。 五 十 年 に 一 度 と 言 わ れ る 記 録 的 な 豪 雨 の 結 果 は 、 茨 城 、 栃 木 、 宮 城 の 三 県

で 十 九 の 河 川 の 堤 防 が 決 壊 、 全 国 で 六 十 七 の 河 川 が 氾 濫 し 、 死 者 八 名 、 浸 水 被 害 家 屋 一 万 棟 を 超 え る 大 災 害 と な り ま し

た 。 今 こ の 場 に い る 方 々 も 映 像 で ヘ リ コ プ タ ー が 人 命 救 助 で 飛 び 回 り 、 家 屋 が 流 さ れ る な ど の 惨 状 を ご 存 じ の は ず で す 。  

  さて、そこで町長にお伺いします。よく報道されました茨城県常総市と宮城県大崎市、大和町などの堤防からの溢水、

ま た 決 壊 し た 惨 状 を ご ら ん に な っ た 当 町 の 首 長 と し て の ご 感 想 を お 尋 ね し ま す 。 ま た 、 平 成 二 十 五 年 第 三 回 定 例 会 で の

私 の 一 般 質 問 の 中 で お 答 え に な っ た 、 岩 木 川 で は 二 十 四 時 間 雨 量 で 二 百 ミ リ 前 後 、 十 川 で は 二 十 四 時 間 雨 量 百 七 十 ミ リ

前 後 で 氾 濫 す る 可 能 性 が あ る と の お 答 え に 変 わ り は な い の か 、 あ る い は 何 か 規 定 が 変 わ っ て い る の か を お 尋 ね い た し ま

す 。 そ し て 、 最 近 全 国 的 に 大 雨 に よ る 災 害 が 発 生 し て い る わ け で す が 、 国 土 交 通 省 及 び 県 は 洪 水 防 止 の た め の 川 幅 の 拡

幅などの計画を持ち合わせているのかをあわせてお尋ねいたします。  



 - 20 - 

  終わりに、国土交通省とのトップセミナーを終えたと思いますが、改めて決壊の可能性のある箇所の説明、そして浸水

の 深 さ な ど の 説 明 を 受 け ら れ た と 思 い ま す 。 そ れ と 、 以 前 に お 答 え い た だ い た 岩 木 川 、 平 川 、 十 川 な ど が 一 斉 に 氾 濫 す

る こ と を 想 定 し な い と い う 中 で 作 成 さ れ た 現 在 の 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 見 直 し を な さ る の か を お 尋 ね い た し ま し て 、 私

の壇上からの質問を終わらせていただきます。  

○議長（野呂日出男君）  

  三番奈良完治君の一般質問に対する答弁を求めます。町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  奈良完治議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、産業振興についてのイの農業振興対策についての町農産物拠点施設の現在の進捗状況について、お答えいたし

ま す 。 町 農 産 物 拠 点 づ く り に つ い て は 、 平 成 二 十 四 年 度 は 若 手 職 員 に よ る 必 要 性 の 検 討 、 平 成 二 十 五 年 度 に は 各 種 団 体

の 代 表 者 を 交 え た 方 向 性 の 検 討 、 そ し て 昨 年 度 は 外 部 コ ン サ ル タ ン ト に よ る 市 場 商 圏 調 査 の 実 施 、 並 び に 農 産 物 拠 点 づ

く り 基 本 構 想 書 を 策 定 い た し ま し た 。 今 年 度 は 新 た に 各 分 野 の 代 表 者 や 外 部 ア ド バ イ ザ ー に よ る 町 産 業 創 造 協 議 会 を 組

織 し 、 町 の 規 模 に 見 合 っ た 農 産 物 拠 点 の あ り 方 に つ い て 検 討 を 重 ね 、 先 般 、 運 営 組 織 の 形 態 や 施 設 の 運 営 方 法 と 機 能 の

内 容 、 収 支 計 画 な ど を 織 り 込 ん だ 町 農 産 物 拠 点 づ く り 基 本 計 画 素 案 を 策 定 し た と こ ろ で あ り ま す 。 こ の 基 本 計 画 の 素 案

に は 、 今 後 広 く 住 民 の 意 見 を 募 る パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の 実 施 や 生 産 者 へ の 説 明 会 を 開 催 し 、 内 容 の 周 知 を 図 り な が ら 基

本 計 画 と し て 策 定 し た い と 考 え て お り ま す 。 今 後 と も 議 員 並 び に 町 民 の 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を い た だ き な が ら 、 町 農

産物拠点づくりへの取り組みを進めてまいります。  

  次に、リンゴジュースで乾杯する条例を制定しましょうについてでありますが、最近では黒石市が地酒による乾杯を奨
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励 す る 条 例 を 制 定 し て お り 、 全 国 的 に も 多 く の 自 治 体 で 制 定 さ れ て き て お り ま す 。 た だ 、 個 人 の 嗜 好 に か か わ る 分 野 で 、

自 治 体 が 条 例 を 制 定 す る こ と に は 賛 否 両 論 が あ る と も 伺 っ て お り ま す 。 本 来 、 乾 杯 と は 酒 に よ る 乾 杯 が 基 本 と 考 え ま す 。

し か し 、 北 海 道 中 標 津 町 の 牛 乳 消 費 拡 大 応 援 条 例 の よ う に 、 商 品 の 消 費 拡 大 な ど を 目 的 と し た 条 例 も あ る よ う で あ り ま

す 。 藤 崎 町 で も 今 後 リ ン ゴ の 六 次 化 産 業 を 目 指 し 、 新 た な リ ン ゴ 商 品 を 開 発 し た い と す る 団 体 も あ る こ と か ら 、 藤 崎 産

リ ン ゴ ブ ラ ン ド 商 品 の 販 売 戦 略 や リ ン ゴ ふ じ の 消 費 拡 大 を 図 っ て い く 中 で 、 乾 杯 条 例 が 必 要 で あ る か ど う か 十 分 検 討 し 、

判断していきたいと考えております。  

  次に、福祉行政についてのイの藤崎町健康宣言についての具体的な方向性、取り組みについてにお答えいたします。ま

ず 、 十 一 月 二 十 二 日 の ふ じ さ き 秋 ま つ り 事 業 の 一 環 と し て 、 藤 崎 町 健 康 宣 言 町 民 の 集 い が 議 員 の 皆 さ ん を 初 め 三 百 名 以

上の町民のご参加をいただき、無事に開催できましたことに深く感謝とお礼を申し上げます。  

  さて、町では食、運動、健診を健康づくりの柱に据え、健康推進員と食生活改善推進員が中心となり、草の根的に活動

を 実 施 し て き て お り ま す 。 ま た 、 体 育 協 会 の 協 力 に よ り 、 チ ャ レ ン ジ デ ー や ト レ ー ニ ン グ 教 室 、 ま た 町 民 運 動 会 の 開 催

は 運 動 の 大 切 さ の 意 識 づ け に 大 き く 寄 与 し て い る も の と 高 く 評 価 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。 平 成 二 十 五 年 度 の 特 定 健

診 の 受 診 率 は 全 国 平 均 を 上 回 る 四 四 ・ 一 ％ 、 平 均 寿 命 も 男 女 と も に 県 平 均 を 上 回 り 、 落 下 し て は お り ま せ ん が 、 町 民 の

健康に対する意識の高さのあらわれであると感じております。  

  このたびの健康宣言は、健康づくりに取り組む姿勢を町内外に公表し、全県的な運動の一助となると考え、また町民の

健 康 意 識 が ス テ ッ プ ア ッ プ す る 絶 好 の 機 会 と 捉 え 、 秋 ま つ り に 合 わ せ て 開 催 し た 次 第 で あ り ま す 。 健 康 の 維 持 と 平 均 寿

命 の 延 伸 は 一 朝 一 夕 で で き る も の で は あ り ま せ ん 。 健 康 宣 言 に も う た っ て お り ま す が 、 町 民 一 人 一 人 が 意 識 し て こ そ 実

現 で き る も の で あ り 、 そ の た め に は 日 ご ろ の 地 道 な 活 動 や 健 康 教 育 に よ る 意 識 づ け が 最 大 の 近 道 で あ る と 考 え て お り ま

す 。 今 後 と も 健 康 づ く り の 柱 と し て 、 食 、 運 動 、 健 診 の 三 本 柱 に 据 え 、 体 育 協 会 を 初 め と し た 各 種 団 体 の 協 力 の も と に 、
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健 康 推 進 員 、 そ し て 食 生 活 改 善 推 進 員 と 連 携 を 図 り な が ら 、 住 民 の 生 活 に 根 差 し た 活 動 を 継 続 し て い き た い と 考 え て お

りますので、引き続きご協力をお願いするものであります。  

  次に、町防災についてのイの洪水対策についての茨城県常総市と宮城県大崎市、大和町などの堤防決壊での町長の感想

は に つ い て お 答 え い た し ま す 。 平 成 二 十 七 年 九 月 の 関 東 ・ 東 北 豪 雨 に つ い て は 、 九 月 十 日 か ら 十 一 日 に か け て 十 六 地 点

で 二 十 四 時 間 雨 量 が 観 測 史 上 一 位 と な る ほ ど 、 こ れ ま で 経 験 し た こ と の な い よ う な 豪 雨 と な り ま し た 。 被 害 も 死 者 八 名 、

十 九 河 川 で 堤 防 決 壊 、 六 十 七 河 川 で 氾 濫 す る な ど 、 大 き な 被 害 を も た ら し ま し た 。 被 害 さ れ た 皆 様 に は 心 か ら お 見 舞 い

を申し上げるものであります。  

  この災害で注目すべきは、これまで決壊することがないと思われた堤防が決壊したことであります。当町も岩木川、平

川、浅瀬石川、十川などに囲まれていることから、他人事ではないと心配しているところであります。  

  次に、再度、岩木川、平川、十川、浪岡川の堤防決壊の可能性のある正確な数値などをお尋ねしますでありますが、ご

質 問 の 河 川 に つ い て 国 及 び 県 に 確 認 し た と こ ろ 、 岩 木 川 水 系 は 岩 木 川 水 系 河 川 整 備 基 本 方 針 に 基 づ き 、 沿 線 地 域 を 洪 水

か ら 防 御 す る た め 、 流 域 内 の 洪 水 調 節 施 設 に よ る 洪 水 調 節 を 行 う と と も に 、 自 然 環 境 に 配 慮 し な が ら 堤 防 の 新 設 及 び 河

道 掘 削 を 行 い 、 計 画 規 模 の 洪 水 を 安 全 に 流 下 さ せ る よ う 整 備 を 進 め て い る と 伺 っ て お り ま す 。 岩 木 川 に お け る 主 要 な 地

点 に は 、 計 画 規 模 の 洪 水 を 安 全 に 流 下 さ せ る 水 位 と し て 計 画 高 水 位 を 設 定 し て い ま す 。 現 在 、 岩 木 川 で は 戦 後 最 大 規 模

の 洪 水 を 対 象 と し た 岩 木 川 水 系 河 川 整 備 計 画 に 基 づ き 、 河 道 拡 幅 な ど の 整 備 を 行 っ て お り 、 上 岩 木 橋 水 位 観 測 所 地 点 の

計 画 高 水 位 は 標 高 で 四 十 四 ・ 八 メ ー ト ル 、 平 川 の 百 田 水 位 観 測 所 地 点 で は 標 高 で 二 十 一 ・ 八 四 九 メ ー ト ル と し て い ま す 。

ま た 、 県 が 管 理 し て い る 河 川 に つ い て は 、 氾 濫 危 険 水 位 と し て 十 川 の 大 字 福 島 地 点 で は 標 高 で 十 九 ・ 五 七 メ ー ト ル 、 浪

岡 川 の 大 字 浪 岡 岡 田 地 点 で は 標 高 で 二 十 五 ・ 八 七 メ ー ト ル に 設 定 し て い ま す 。 国 土 交 通 省 で は 、 本 年 九 月 の 関 東 ・ 東 北

地 方 の 豪 雨 災 害 と 同 様 の 豪 雨 災 害 が 全 国 の ど こ に お い て も 発 生 す る 可 能 性 が あ る と の 認 識 の も と 、 避 難 を 促 す 緊 急 行 動
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と 地 域 住 民 を 支 援 す る 緊 急 行 動 を 各 地 で 実 施 中 で あ り 、 藤 崎 町 管 内 に お い て も 先 般 実 施 し た と こ ろ で あ り ま す 。 町 と い

たしましても、出水時には河川管理者から提供される情報の共有に努め、住民の安全確保に努めてまいります。  

  次に、国土交通省及び県は川幅の拡幅などの計画は持ち合わせているのかでありますが、岩木川流域は古くから洪水被

害 に 見 舞 わ れ 、 国 土 交 通 省 で は 大 正 七 年 の 直 轄 事 業 着 手 以 降 、 約 百 年 に わ た り 堤 防 整 備 、 ダ ム 建 設 等 の 整 備 を 進 め て き

ま し た 。 現 在 、 平 成 十 九 年 に 策 定 し た 岩 木 川 水 系 河 川 整 備 計 画 に 基 づ き 、 治 水 安 全 度 の 向 上 を 図 り 、 浸 水 被 害 の 軽 減 等

の 効 果 を 発 揮 さ れ て き て い る と こ ろ で は あ り ま す が 、 地 域 の 方 々 が 安 心 し て 暮 ら せ る た め に さ ら に 整 備 が 必 要 な 状 況 で

あることから、今後も河道掘削などの整備に努めると伺っております。  

  また、県が管理している河川については、町内における拡幅等の計画はありませんが、点検を行い、危険箇所の除去に

努 め て い る 旨 を 伺 っ て お り ま す 。 町 と い た し ま し て も 、 台 風 や ゲ リ ラ 豪 雨 な ど で の 水 害 の 発 生 を 防 ぐ た め の 対 策 を 図 っ

ていただくよう、強く要望していきたいと考えております。  

  次に、国土交通省とのトップセミナーを終えたと思いますが、現在の浸水ハザードマップの見直しはするのかについて

で あ り ま す が 、 現 在 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ は 平 成 十 八 年 に 国 土 交 通 省 及 び 青 森 県 が 公 表 し て い る デ ー タ に 基 づ い て 作 成 し て

き た も の で あ り ま す 。 国 土 交 通 省 に お い て は 平 成 二 十 八 年 度 中 に 浸 水 想 定 区 域 な ど を 見 直 す こ と と し て お り 、 当 町 と い

た し ま し て も 最 新 の デ ー タ に 基 づ い て 見 直 し を 策 定 す る 予 定 で 、 関 係 機 関 と 今 後 と も 連 携 を 図 り な が ら 、 早 期 に そ の 作

業を実施していきたいと考えております。  

  以上、奈良議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  三番奈良完治君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより三番奈良完治君に再質問を許します。三番奈良完治君。  
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○三番（奈良完治君）  

  先般、議員全員に対する説明会がありまして、一般質問の通告後のため、多少重なる部分とか、かみ合わない部分がち

ょっと出てくるかと思いますが、その辺、大変申しわけありませんでした。  

  一応確認の意味ですけれども、基本計画案はパブリックコメントの実施や当然生産者の説明会を開催して内容の周知を

図り、平成二十七年度中に基本計画を策定するということで理解してよろしいんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。今、奈良議員がお見込みのとおりでございまして、先ほど町長の答弁にもございましたとおり、農

産 物 拠 点 づ く り の 基 本 計 画 素 案 に つ き ま し て は 住 民 か ら の 意 見 を 募 る パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト や 生 産 者 へ の 説 明 会 を 開 催 し

て、内容の周知を図りながら基本計画を策定したいと考えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  説明会の席でいろんな議員の方から意見とか提言が出ていたことも事実です。その中で、私も二、三、その後ですけれ

ども資料を見ながら考えたことがありまして、ちょっと質問させていただきます。  

  課長、この資料お持ちですか。十七ページなんですけれども、組織図、部門長と戦略経営部門長をちょっと伺いたいと

思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 直 売 、 一 次 加 工 の ほ う は 部 門 長 は な し で す よ と 、 店 長 が 見 ま す よ と 。 戦 略 経 営 部 門 の 職 員

は ち ょ っ と こ の 組 織 図 で い く と 私 ち ょ っ と わ か り づ ら か っ た の で 聞 く ん で す け れ ど も 、 職 員 と い う ふ う に 右 の ほ う の 内



 - 25 - 

容 で う た っ て い ま す け れ ど も 、 こ れ は 部 門 長 の こ と を 指 し て い る の か 、 そ れ と も チ ー フ と か 職 員 を 指 し て い る の か 、 ち

ょっと確認の意味で教えてください。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。説明でも申し上げたつもりなんですけれども、ちょっと私のほうで説明不足だったのかと思います

が 、 開 業 当 初 は 店 長 が 部 門 長 を 兼 務 す る こ と を 想 定 し て お り ま す の で 、 戦 略 部 門 職 員 と し て は チ ー フ 等 を 想 定 し て お り

ます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  わかりました。それでは、またこの資料なんですけれども、当初、店長が今課長おっしゃるとおり部門長を兼務とある

ん で す け れ ど も 、 こ の ペ ー ジ で い く と 二 十 一 ペ ー ジ 、 戦 略 部 門 と い う の は 大 変 な お 仕 事 を な さ る よ う に 私 は 感 じ て お り

ま す 。 こ れ ず っ と 読 ん で い く と 、 店 長 と 戦 略 経 営 部 門 長 が 兼 務 し て 現 実 的 に や っ て い け る の か と い う 不 安 が あ り ま し た

ので、その辺課のほうでどういうふうにお考えか、お願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。二十一ページの戦略部門の内容については、奈良議員おっしゃったとおり、一応、役割といたしま
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し て は 就 農 者 育 成 の た め の 経 営 及 び 生 産 指 導 人 材 の 配 置 、 あ と 地 域 間 連 携 の 積 極 的 な 推 進 、 あ と 戦 略 農 場 の 段 階 的 な 設

置 に よ る 新 規 作 物 の 試 験 栽 培 、 最 後 に 農 産 物 及 び 観 光 の 情 報 発 信 機 能 を 我 々 と し て は 想 定 し て お り ま す 。 こ の 項 目 全 て

を 開 業 当 初 に 取 り 組 む と い う の は 大 変 困 難 で は な い か と 我 々 も 考 え て お り ま す 。 就 農 者 育 成 、 新 規 作 物 の 試 験 栽 培 に つ

い て は 、 町 の 担 当 課 と も 連 携 を 図 り な が ら 進 め て い く こ と も 想 定 し て お り ま す し 、 ま た 当 初 か ら 取 り 組 め る も の に つ い

て は 農 産 物 と 観 光 の 情 報 発 信 と か 、 地 域 間 連 携 先 と の 農 産 物 の 売 買 等 が 想 定 さ れ る と 考 え て お り ま す 。 戦 略 経 営 部 門 に

つ い て は 、 拠 点 づ く り に お け る 最 重 要 部 門 と 我 々 は 捉 え て お り ま す の で 、 拠 点 施 設 の 運 営 の 安 定 を 図 っ た 上 で 段 階 的 に

役割を活性化させていきたいなと考えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  それこそ期待と不安、いろいろ入りまじっているのが現状かと思います。それこそ、先ほど課長のお答えにもあったパ

ブ リ ッ ク コ メ ン ト や 生 産 者 と の 協 議 を 重 ね て 、 何 と か 来 年 度 の 初 め に で も 基 本 計 画 の 策 定 の ほ う 、 よ ろ し く お 願 い い た

します。  

  それでは、質問を（二）のリンゴジュースで乾杯する条例を制定しましょうですけれども、先ほど町長の答弁の中で、

十 分 検 討 し 判 断 し て い く と い う 答 弁 が あ り ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 た だ 、 し つ こ い よ う で す け れ ど も 、 町 の

基 幹 産 業 で あ る リ ン ゴ 産 業 、 そ れ に 今 、 地 方 創 生 で 求 め ら れ て い る 地 方 の 特 色 性 、 そ の 辺 を 鑑 み れ ば 、 今 の こ の 時 期 を

何 と か 逃 す こ と な く ご 検 討 し 、 で き れ ば 制 定 に 向 か っ て い た だ く こ と を 要 望 し て 、 こ の 件 に つ い て は 要 望 で 終 わ ら せ て

いただきます。  

  その次の健康宣言なんですけれども、健康の三本柱は食・運動・健診、これを基本に生活に根差した活動を展開してい
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く と い う ご 答 弁 が あ り ま し た 。 私 は こ の 短 命 県 日 本 一 を 返 上 す る た め に は 、 平 均 寿 命 を た だ 延 ば す だ け で は な く 、 健 康

寿 命 を 一 緒 に 延 ば す こ と が 大 事 と 思 っ て い ま す 。 藤 崎 町 の 健 康 宣 言 の 目 指 す と こ ろ は 、 そ の 方 向 性 で は な い か と 思 っ て

いますが、町長、少しその辺のお答えをお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  まさしくそのとおりでありまして、子供から若い世代から壮年から、そして大先輩である年配の方々まで、ともに一人

一 人 の 町 民 が 自 分 の 体 、 健 康 を 考 え 、 食 か ら 、 そ し て 健 診 か ら 、 あ る い は 運 動 と い う こ と 、 私 も 健 康 宣 言 の 中 で 減 量 作

戦 の 宣 言 を し ま し た け れ ど も 、 着 実 に 一 日 一 日 体 重 は 減 っ て い ま す 。 そ の 辺 も あ わ せ て 、 と に か く 寝 た き り で 長 生 き し

て も な か な か 私 は つ ら か ろ う と 、 本 人 も そ う で あ る し 、 家 族 の 方 も そ う で あ る と 思 い ま す 。 八 十 に な っ て も 九 十 に な っ

て も 、 自 分 の 身 の 回 り の こ と は 自 分 で で き て 、 そ し て 老 人 ク ラ ブ と か い ろ ん な 団 体 に 出 か け て い っ て 、 趣 味 を 持 っ て 生

き が い を 持 っ て 、 年 配 に な っ て も 生 活 し て い け る よ う な 、 そ う い う 体 を つ く る の は や っ ぱ り 四 十 代 、 五 十 代 、 六 十 代 か

ら 準 備 し な く て は な ら な い だ ろ う と 思 っ て ご ざ い ま す 。 ま た 、 青 森 県 の 子 供 た ち は ち ょ っ と 全 国 的 に 見 れ ば 肥 満 ぎ み と

い う と こ ろ も あ り ま す の で 、 食 育 も 兼 ね な が ら 、 若 い 世 代 か ら 年 配 ま で 、 こ の 健 康 宣 言 の 中 身 を い ろ ん な 意 味 で 細 か い

ソ フ ト 事 業 を 実 施 し て い き な が ら 着 実 に そ の 成 果 を 一 年 ご と に あ ら わ せ る よ う な 対 策 を 全 庁 挙 げ て や っ て い き た い と 思

ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  
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  お互いに頑張りましょう。健康と運動は大変密接な関係があると思います。健康を推進していく上で運動というのは不

可 欠 で は な い か と 思 っ て い ま す 。 そ こ で 、 町 民 の 皆 さ ん が ス ポ ー ツ に 関 心 を 持 ち 、 ス ポ ー ツ に 親 し む 環 境 づ く り 、 こ れ

も ま た 大 事 で な い か と 思 っ て い ま す 。 そ の た め に は ス ポ ー ツ 指 導 者 の 養 成 と 、 正 し い ス ポ ー ツ 知 識 の 普 及 を 行 う と か 、

そ れ か ら ジ ョ ギ ン グ 、 ウ オ ー キ ン グ な ど の 軽 ス ポ ー ツ の 普 及 、 浸 透 さ せ る こ と が こ の 健 康 長 寿 社 会 の 実 現 に 向 け て の 効

果的なものではないかと思っています。  

  先般のあれでも、スポ少でも、競技スポーツなどの振興策もそうなんですけれども、健康増進に資するスポーツ機会の

確 保 を 一 つ の 柱 と し て 重 点 的 に 進 め て 、 健 康 寿 命 が 平 均 寿 命 に 近 づ く こ と 、 そ の 社 会 を 目 指 し て い る と い う こ と を う た

っ て い ま す 。 短 命 県 日 本 一 を 返 上 す る た め に も 、 競 技 ス ポ ー ツ や 生 涯 ス ポ ー ツ を 企 画 運 営 し て い る 町 の 体 育 協 会 の 機 能

の 充 実 を 図 り 、 町 民 が ス ポ ー ツ に 親 し む 機 会 を 数 多 く 設 定 し て い く こ と が 健 康 増 進 に つ な が る の で は な い か と 思 い ま す 。

その辺、担当の生涯学習課の課長にちょっと評価についてお尋ねします。  

○議長（野呂日出男君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（小杉利彦君）  

  お答えいたします。町体育協会の機能の充実というご質問かと思います。町体育協会では、地域の住民に対して積極的

に ス ポ ー ツ に 参 加 し て い た だ い て 、 当 町 に お け る ス ポ ー ツ の 振 興 あ る い は 町 民 の 健 康 維 持 、 増 進 を 図 っ て 、 明 る く 豊 か

で 活 性 に 満 ち た 地 域 づ く り に 貢 献 す る と い う 活 動 方 針 を 据 え て 、 日 ご ろ 各 種 ス ポ ー ツ 、 行 事 等 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ

で ご ざ い ま す 。 町 で も こ う し た 実 績 を 踏 ま え て 、 民 間 活 力 に よ る さ ま ざ ま な 効 果 を 期 待 で き る も の と 判 断 し て 、 平 成 二

十 三 年 度 か ら ス ポ ー ツ プ ラ ザ 藤 崎 と 社 会 体 育 施 設 の 管 理 運 営 、 あ る い は 町 民 体 育 大 会 等 の 各 種 ス ポ ー ツ 事 業 の 企 画 運 営

等を委託しまして、町のスポーツ振興の一端を担っていただいている現状でございます。  
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  これまでのスポーツ振興というのは、行政主導型がやはり多かったのかなと。そういう意味では、町民というのは受動

的 な ス ポ ー ツ の 取 り 組 み が 多 か っ た と 思 い ま す 。 そ れ が 体 育 協 会 に 指 定 管 理 と い う こ と で 業 務 を 委 託 い た し ま し て か ら

は 、 利 用 者 の ニ ー ズ に 合 っ た サ ー ビ ス が 展 開 で き る よ う に な っ て き て い る と 感 じ て お り ま す 。 さ ら に は 、 町 体 育 協 会 が

運 営 し て お り ま す 、 ふ じ さ き い き い き ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 活 動 は 顕 著 で あ り ま し て 、 月 平 均 延 べ 四 百 名 余 り の 方 々 が 活 動

し て い る 現 状 で ご ざ い ま す 。 健 康 寿 命 の 延 伸 、 健 康 長 寿 社 会 の 実 現 と い う 意 味 で は 、 こ の ふ じ さ き い き い き ス ポ ー ツ ク

ラブの取り組みの充実も検討する必要があるかと考えております。  

  また、これまでスポーツに親しんでこなかった町民に対しては、健康寿命の延伸という目的のもと、例えば先ほど奈良

議 員 か ら も ご ざ い ま し た が 、 ウ オ ー キ ン グ で あ る と か ジ ョ ギ ン グ で あ る と か 、 ま た 運 動 効 果 と 健 康 と の 関 係 と い っ た も

の が ア ド バ イ ス を 受 け ら れ る よ う な シ ス テ ム づ く り も 検 討 し て い く 必 要 が あ る と 思 い ま す 。 そ う い う 意 味 で 、 た だ 、 そ

う い っ た こ と を 今 後 取 り 組 ん で い か な け れ ば な ら な い と 考 え ま す が 、 体 育 協 会 の 現 状 の 体 制 に つ い て 申 し 上 げ ま す と 、

職 員 の 方 、 事 務 局 長 を 含 め て 三 名 で い ろ ん な こ と に 取 り 組 ん で お ら れ ま す 。 現 行 の 体 制 で は な か な か 、 前 段 申 し 上 げ ま

し た よ う な こ と に 取 り 組 む の は 非 常 に 難 し い の か な と 、 そ う い う ふ う に 思 慮 も い た す と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ う い っ た

こ と か ら 、 で き れ ば 体 育 協 会 及 び 関 係 機 関 が そ う い っ た こ と に つ い て こ れ か ら 十 分 協 議 を し て や っ て い た だ け れ ば 町 民

の健康づくりの推進にますます貢献できるのではないかという所感を持ってございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  今のお答えを聞いていると、要約すると理想と現実はちょっと違うよという、生涯スポーツ推進を進める上において、

簡 単 に 言 う と 現 状 の ス タ ッ フ で は ち ょ っ と 無 理 が あ る と い う ふ う な お 答 え か と 理 解 し た ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど も 申 し
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上 げ ま し た け れ ど も 、 生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興 は 平 田 町 長 が 生 き 生 き と 暮 ら せ る 町 の 中 で 公 約 と し て う た っ て い ま し た の で 、

こ の 辺 や っ ぱ り 町 長 も 健 康 の こ と に つ い て 当 然 、 運 動 の こ と 全 て グ ロ ー バ ル に ひ っ く る め て 考 え て 、 現 実 的 に 体 協 の 例

え ば 人 員 不 足 と か そ う い う も の に 対 し て 何 か 特 色 を 持 た せ た や り 方 を や っ て い く と い う こ と は 必 ず そ れ に リ ス ク と か い

ろいろ伴いますので、その辺のことを強く要望したいと思います。答弁を求めます。町長、公約書いていますので。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  健康は運動もさることながら、食と健診ということで三本柱ということでお答えしました。その三本柱をしっかり据え

て 、 全 町 挙 げ て 、 町 民 一 人 一 人 の た め に 頑 張 っ て い き ま す 。 先 ほ ど 体 育 協 会 の 話 、 生 涯 学 習 課 長 か ら お 話 し あ り ま し た

け れ ど も 、 三 年 前 か ら い き い き ス ポ ー ツ ク ラ ブ を 立 ち 上 げ て 、 年 々 年 々 、 日 本 体 育 協 会 の 補 助 金 が 減 額 さ れ て 、 非 常 に

乏 し い よ う な 財 源 で 補 助 金 が 繰 り 出 し さ れ て き て い ま す 。 よ っ て 、 さ ら に 町 民 の 健 康 を 考 え る と き に 、 も う 一 人 増 員 し

な が ら 来 年 度 か ら ス タ ー ト し た い と い う 要 望 も 体 育 協 会 か ら 承 っ て ご ざ い ま す の で 、 そ の 辺 は 教 育 長 さ ん が 判 断 し て 、

財 源 は 私 が つ け る と い う こ と に な る と 思 い ま す け れ ど も 、 と に か く 一 人 一 人 の 町 民 の 健 康 づ く り の た め に 全 庁 挙 げ て 取

り組んでいきたいと思ってございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  力強いご答弁ありがとうございました。よろしくお願いいたします。  

  それでは、最後の質問になるわけですけれども、町防災について、首長としての先ほどの町長の感想、本当にそのとお
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り だ と 思 い ま す 。 た だ 、 町 長 は 一 般 質 問 の 中 で 、 非 常 用 の 給 水 タ ン ク 二 台 、 緊 急 用 の 浄 水 装 置 一 台 を 整 備 し て い た だ い

た 経 緯 が あ り ま す の で 、 非 常 に 防 災 に 理 解 が あ る 町 長 と 思 い 、 質 問 さ せ て い た だ い た 次 第 で す の で 、 失 礼 か と は 思 い ま

したけれども、ご感想ありがとうございました。  

  今回の災害はハードの面とソフトの面、いろいろ考えさせられる災害であったように思いますが、そこで再質問させて

い た だ き ま す 。 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 の 中 に 、 計 画 高 水 位 の お 話 が あ り ま し た が 、 あ あ い う ふ う に 数 字 を 並 べ ら れ て も な か

な か 理 解 で き な い と い う の が 私 の 現 状 で す 。 そ こ で 、 国 交 省 は 今 、 例 え ば 具 体 的 に 二 十 四 時 間 と か 、 総 雨 量 と か 、 時 間

内 の 雨 量 と か 、 そ う い う も の で 洪 水 の 危 険 と か の 判 断 、 今 は な さ っ て い な い ん で し ょ う か 。 こ れ は 建 設 課 長 の ほ う が い

いかと思います。どちらでも。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  いわゆる河川の堤防の建設に当たっての想定雨量というお話だと思いますが、これは以前の一般質問の中でもお答えし

て お り ま す が 、 雨 の 想 定 と い た し ま し て は 二 十 四 時 間 雨 量 で 二 百 ミ リ 前 後 、 こ れ は お お む ね 百 年 に 一 度 の 雨 と い う ふ う

に 言 わ れ て い ま す け れ ど も 、 そ れ と 県 の 河 川 で す と 五 十 年 に 一 度 ぐ ら い の 想 定 の 百 七 十 ミ リ を 超 え る 雨 量 を 想 定 し て 堤

防は整備されてございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  以前に答弁いただいた数字とかはそのまま今のところでもそれを想定して堤防とかつくっているということで理解して
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よろしいんですね。  

  それでは、次の質問に移らせていただきます。百年にわたり整備してきたということですが、日本全国同じような進め

で 来 た と 思 い ま す 、 川 に 対 し て 。 そ の 全 国 の 川 幅 を 拡 幅 し て い く と い う の は 、 こ れ は 天 文 学 的 数 字 に 、 お 金 に な る と 思

い ま す の で 、 私 も そ れ は ち ょ っ と 無 理 か な と は 思 っ て い ま す 。 そ こ で も う 一 回 質 問 な ん で す け れ ど も 、 こ れ は イ ン タ ー

ネ ッ ト で 調 べ た ん で す け れ ど も 、 全 国 の 川 の 堤 防 の 総 延 長 一 万 三 千 三 百 九 十 キ ロ メ ー ト ル あ る そ う で す 。 そ の 中 で 約 一

六 ％ の 二 千 百 五 十 九 キ ロ メ ー ト ル が 強 化 対 象 、 つ ま り 改 修 が 必 要 と さ れ て い る 部 分 だ と 言 っ て い ま す 。 鬼 怒 川 の 決 壊 場

所 も そ の 想 定 箇 所 だ と 言 わ れ て い ま す 。 そ こ で 質 問 な ん で す け れ ど も 、 そ の 想 定 箇 所 、 危 険 箇 所 が こ の 藤 崎 町 に 存 在 す

るのかどうか、お答えお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。これは国の見解になると思います。確認したところ、洪水予報水位観測所をもとに、受け持ち区間の中

で リ ス ク の 高 い 箇 所 を 危 険 箇 所 と し て 設 定 し て い る よ う で ご ざ い ま し て 、 藤 崎 町 管 内 で は 上 岩 木 橋 水 位 観 測 所 、 百 田 水

位観測所がありますが、町管内に危険箇所は設定されていないと確認しております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  ちょっとまた意地悪な質問になると思うんですけれども、例えば改修を必要とする条件、今まで百年にわたってやって

き た ん で し ょ う か ら 、 今 に な っ て 一 六 ％ が 危 険 だ よ と い う 、 そ の 改 修 が 必 要 だ と い う 条 件 な ん か は 国 土 交 通 省 の ほ う で
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どういうふうな条件といえば変ですけれども、持っているものでしょうか。もし、わかる範囲で結構ですので。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。まず、堤防が低い箇所、それから断面が不足している箇所、そしてまた土質が悪い箇所、それと漏水が

確認されている箇所などがあるようでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  はっきりしゃべれば不良品ということ、そのままですよね。今、課長のお答え聞けば、土質が悪いとか、そういう考え

でいいんですよね。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。これは個人的な見解で述べるのは失礼ですけれども、国に確認したところ、そういう箇所が想定されて

いるということでした。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  
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  先ほど河道掘削の話があったんですけれども、実は私、その河道掘削という話は二、三年前から聞いているんですけれ

ど も 、 見 た こ と が な い と い う の が 実 情 で 、 そ の 河 道 掘 削 と い う の は 例 え ば 本 年 は 実 績 が あ る の か 、 ど こ で あ っ た の か 、

例えば来年の河道掘削の予定とか、もしわかれば教えていただければ。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。これも確認した内容ですけれども、平成二十七年度においてはつがる市、鶴田町、弘前市、板柳町管内

で実施されているようでございまして、来年度の箇所についてはまだ決まっていないそうでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  結構やっているんだなというのが本音です。  

  最後のハザードマップに移らせていただきます。先ほど答弁にありましたように、平成二十八年度中に国交省のほうで

あ る 程 度 の デ ー タ を 出 し て 、 そ れ か ら 策 定 す る と い う こ と で す の で 、 想 定 と い う こ と で 質 問 さ せ て い た だ く こ と を お 許

し 願 い ま す 。 今 回 の 水 害 で 栃 木 、 茨 城 両 県 で は 午 前 零 時 二 十 分 、 茨 城 県 は 午 前 七 時 四 十 五 分 に 特 別 警 報 を 出 し て い ま す 。

特 に 常 総 市 で は も う 五 時 二 十 分 に 決 壊 し た 場 所 、 周 辺 で 避 難 勧 告 を 飛 ば し て 避 難 指 示 を 出 し た と 言 っ て い ま す 。 つ ま り

も う 強 制 的 に 避 難 せ よ と い う 指 示 を も う 勧 告 を 飛 ば し て 出 し た と 言 っ て い ま す 。 そ の 辺 は マ ス コ ミ な ん か も 大 変 早 い 対

応 で よ か っ た ん じ ゃ な い か と 言 わ れ て い ま す け れ ど も 、 た だ 、 い ろ い ろ な 事 情 、 例 え ば 夜 で あ っ た 、 豪 雨 の 中 で あ っ た 、

付 近 の 道 路 の 冠 水 な ど で 、 あ と 住 民 の 意 識 も 低 か っ た ん じ ゃ な い か と い う の が 一 つ の 報 道 で す け れ ど も 、 避 難 が 進 ん で
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い な か っ た と い う の が 実 情 で す 。 決 壊 し た の が お 昼 の 零 時 五 十 分 、 本 当 に こ れ は 運 が よ か っ た と 思 い ま す 。 あ れ が も し

真 夜 中 に 決 壊 し た の で あ れ ば 、 恐 ら く ヘ リ コ プ タ ー も 救 助 も ほ と ん ど で き な い 状 態 で 、 流 さ れ た う ち と か 、 も っ と も っ

と人員も亡くなったんでないかと思います。  

  そのことで少し質問させていただくんですけれども、当町でも平成二十五年九月に、名前は同じなんですけれども、台

風 十 八 号 の 際 、 平 川 、 岩 木 川 、 い ろ ん な と こ ろ で も う 少 し で 氾 濫 す る の か な と い う 状 況 に 陥 っ た は ず で す 。 そ の と き 、

当 町 で の 対 策 本 部 で す か 、 責 任 者 の 所 在 と か 職 員 の 動 線 、 つ ま り 動 き 、 そ の 辺 振 り 返 っ て ち ょ っ と 報 告 い た だ け れ ば と

思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  お答えいたします。私もリンゴ農家でございますので、雨水がちょっと心配なときはまずは白子地区、そして富柳の橋

を 見 て 、 浪 岡 川 の 水 位 を 、 あ の と き は ち ょ う ど 日 曜 日 だ と 思 っ て い ま す 。 午 前 中 、 朝 早 く と 午 後 十 時 ご ろ 二 回 迂 回 し て

役 場 に 入 っ て 、 総 務 課 は も う 消 防 団 が 出 て い ま す の で 、 総 務 課 長 初 め 課 長 補 佐 、 職 員 が も う 張 り つ い て い ま し て 、 消 防

団 は ち ょ っ と し た 地 域 地 域 で 洪 水 の あ り そ う な と こ ろ に 土 の う と か 整 備 し て い ろ い ろ も う 張 り つ い て い ま し た 。 そ の 夜

に 、 緊 急 に 対 策 本 部 を 六 時 に 設 置 し て 、 全 課 長 を 集 め て 、 次 の 日 は 連 休 で あ っ た か ら 、 あ の と お り 白 子 地 区 約 七 十 ヘ ク

タ ー ル 前 後 、 小 堤 防 か ら 溢 水 し た 瓦 れ き の 山 が 、 大 木 か ら わ ら か ら 、 相 当 ひ ど い も の で あ り ま し た 。 建 設 協 会 の 協 力 も

得 て 、 小 さ い ユ ン ボ つ い て の オ ペ レ ー タ ー 三 組 、 そ れ か ら 町 の 職 員 も 二 十 五 人 体 制 で 二 週 間 、 そ の ご み 撤 去 に 張 り つ か

せ ま し た 。 い わ ゆ る 初 期 が 一 番 大 事 だ と 。 こ れ は 災 害 に な っ て く れ ば 初 期 が 一 番 大 事 だ か ら 、 そ れ を 最 小 限 に と ど め る

ために、その場にすなわち対策本部を設置したというところでございます。  
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  先般、十一月二十七日、赤石会長さんを中心に町の町政懇談会もありました。いわゆる自主防災組織についての集中し

た 懇 談 で あ り ま し た 。 若 松 町 内 会 は も う 設 置 し て 第 一 号 と な り ま し た け れ ど も 、 来 年 に は 亀 田 町 内 会 で も そ れ を 設 置 す

る み た い で ご ざ い ま す 。 私 は そ の と き に こ う い う 話 を さ せ て も ら い ま し た 。 平 成 二 十 五 年 七 月 に 、 九 州 か ら 中 部 、 四 国

に か け て 集 中 豪 雨 、 二 晩 で 六 百 ミ リ を 超 え る 集 中 豪 雨 が あ っ た 、 そ の 災 害 が あ っ た 福 岡 県 八 女 市 の 三 田 村 市 長 さ ん が ト

ッ プ セ ミ ナ ー に 青 森 に 来 て い た だ い て 、 そ の 資 料 を 全 部 一 人 一 人 に 提 供 し ま し た 。 こ こ は 自 主 防 災 組 織 が い ろ い ろ 点 在

し て い る 山 間 地 帯 で 、 七 〇 ％ 以 上 組 織 し て い る か ら 、 あ れ が な か っ た ら 市 民 が 何 十 人 も 亡 く な っ た ろ う と 。 初 期 活 動 を

し た か ら 、 と う と い 人 命 は 二 名 で 、 亡 く な っ た 方 が 二 名 い ま し た け れ ど も と 、 あ れ が 自 主 防 災 組 織 が な か っ た ら 恐 ら く

何 十 人 、 ち ょ っ と す れ ば 何 百 人 亡 く な っ た か も し れ な い と 、 そ う い う 生 の 話 も 町 内 会 の 皆 さ ん に 知 ら せ た と こ ろ で ご ざ

い ま す 。 要 は 、 行 政 側 と 消 防 団 、 そ し て ま た 地 域 住 民 が 早 い 時 期 に 震 災 が あ っ た と き に 対 策 を 練 っ て 、 一 致 団 結 し た 行

動 で 避 難 す る な り 防 御 す る な り す る こ と が 一 番 肝 要 で ご ざ い ま す の で 、 こ れ か ら も 地 域 住 民 の 皆 さ ん の 協 力 を 得 な が ら 、

自主防災組織の強化にもまた、消防団の強化と同様、図っていきたいと思ってございます。ありがとうございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  非常に、先ほども言ったんですけれども、防災に理解のある町長ということで、余り陣頭指揮で、役場にいて全体を見

渡していただければと思います。  

  質問、これ二つあったんですけれども、一緒にやりますので。例えば平川が氾濫した場合、ちょっと失礼な話ですけれ

ど も 、 溢 水 に よ る も の と 決 壊 に よ る も の と い う の は 皆 さ ん も テ レ ビ の 映 像 で ご 存 じ の は ず で す 。 そ う な る と 、 例 え ば 決

壊 し た 場 合 、 鬼 怒 川 の 現 場 を 見 て わ か る と お り 、 ど こ で と 一 つ 指 さ す の は ち ょ っ と 難 し い ん で す け れ ど も 、 例 え ば 館 川
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で 決 壊 し た 場 合 、 あ れ を 見 る と 旧 三 三 九 号 線 で し た っ け 、 あ そ こ ま で も し 決 壊 し た 場 合 ほ と ん ど 住 宅 が 流 さ れ る よ う な

状 況 に 陥 る と 思 い ま す 。 そ の と き に 、 溢 水 の 場 合 と 決 壊 の 場 合 の 避 難 す る 方 法 、 場 所 も 違 っ て く る と 思 い ま す 。 そ の 辺

と 、 あ と 俗 に 言 う 大 型 河 川 、 岩 木 川 、 平 川 、 そ れ か ら 十 川 も そ う な ん で す け れ ど も 、 た だ 、 私 の 地 元 、 中 野 目 、 西 中 、

こ の 辺 は 大 型 河 川 と い う の は な い ん で す 。 そ う な る と 、 水 路 か ら の 溢 水 が ほ と ん ど だ と 思 い ま す 。 た だ 、 避 難 場 所 と し

て 中 野 目 研 修 セ ン タ ー し か り 、 西 中 野 目 研 修 セ ン タ ー し か り 、 両 方 、 堰 流 れ て い て 、 そ の 地 区 で 一 番 水 が 上 が り や す い

場 所 な ん で す よ ね 。 そ れ で 、 例 え ば 溢 水 が 一 メ ー ト ル と か 一 メ ー ト ル 五 十 超 え る と 、 二 階 が 、 整 備 さ れ て い な い の で 、

か え っ て 避 難 し た 人 が 助 け に 行 か ね ば ま ね よ う な 状 況 に 陥 る 可 能 性 が あ る と 思 い ま す 。 そ の 辺 、 平 成 二 十 八 年 度 か ら 作

成 す る の で な く て 、 今 か ら で も 研 究 し て 、 例 え ば 来 年 の 春 起 き る 可 能 性 も あ り ま す の で 、 そ の 辺 早 目 に 検 討 し て い た だ

ければと思います。その辺のお考えを。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  先ほど登壇してもお話ありましたけれども、国土交通省では平成二十八年度中、時期的には、これは国土交通省の青森

事 務 所 の 石 塚 所 長 が お 話 し し た こ と だ か ら 間 違 い な い と 思 い ま す 。 来 年 の 九 月 、 十 月 ご ろ に な れ ば 、 全 国 の 河 川 、 等 高

線 も ひ っ く る め て 全 て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を か け た も の を も う 完 了 す る と い う 話 で す 。 で す か ら 、 今 の 話 は あ く ま で も 仮

想でございますので、それを踏まえながら我が町に見合ったハザードマップを対処していきたいと思ってございます。  

  もう一つは、建設課長がさっき答弁しましたけれども、岩木川も平川の築堤も決壊するおそれがないというような国交

省 の 判 断 で ご ざ い ま す の で 、 そ れ は 私 は 信 用 し た い と 思 っ て ご ざ い ま す の で 、 災 害 と い う の は い つ あ る か も わ か り ま せ

ん け れ ど も 、 心 の 準 備 、 そ れ か ら 災 害 に つ い て の 対 策 の 準 備 は 防 災 の 総 務 課 中 心 に 鋭 意 検 討 し て い き ま す の で 、 消 防 団
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の副団長である奈良議員もひとつご協力のほどよろしくお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで三番奈良完治君の一般質問は終了いたしました。  

  昼食のため、休憩いたします。再開時刻は一時といたします。  

休  憩  午前十一時五十一分  

                                                   

再  開  午後  〇時五十九分  

【再開前に事務局長より、十一番佐々木政美議員が午後所用のため欠席する旨が報告される】  

○議長（野呂日出男君）  

  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

  次に、二番五十嵐  忍君に一般質問を許します。二番五十嵐  忍君。  

     〔二番  五十嵐  忍君  登壇〕  

○二番（五十嵐  忍君）  

  五十嵐でございます。何分にもふなれなもので、言葉の足りない点、過ぎる点が多々あると思いますが、ご容赦くださ

い。  

  それでは、さきに通告した項目について質問いたします。  

  まずは、町職員人事についてお聞きします。議員生活最初の一般質問を何にしようか、どれから聞こうか、考え続けて

お り ま し た 。 そ の 中 で 、 議 会 事 務 局 か ら 渡 さ れ た 平 成 二 十 七 年 度 町 職 員 名 簿 並 び に 各 課 事 務 分 担 表 に 目 を 通 し て い た と

こ ろ 、 も し か し て 課 長 級 に 女 性 が い な い の で は と い う こ と に 気 づ き ま し た 。 こ れ ま で は 新 聞 等 で 人 事 異 動 に な っ た 人 だ
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け を 見 て い た の で 、 こ う し て 一 覧 に な っ た も の を 見 る の は 初 め て で し た 。 議 員 の 中 に 女 性 が 一 人 だ と は 知 っ て い ま し た

が 、 こ の 議 場 の 中 で も 女 性 は 一 人 な の か と 。 一 九 八 五 年 の 男 女 雇 用 機 会 均 等 法 か ら 三 十 年 、 一 九 九 九 年 の 男 女 共 同 参 画

社会基本法から十六年、何か時代から取り残された町という感じがいたします。  

  そこで、管理職への女性の登用について。一、管理職に占める女性職員の割合。二、管理職に女性が少ない理由、原因。

この二点を質問いたします。  

  次に、保健活動についてです。先ほど奈良議員がおっしゃったことと少し重なるかもしれませんが、青森県が短命県で

あ る 大 き な 原 因 は 、 働 き 盛 り で 亡 く な る 若 死 に が 多 い こ と で す が 、 健 診 の 受 診 率 が 低 い の も こ の 世 代 だ と 思 い ま す 。 働

き 盛 り の 四 、 五 十 代 男 性 で 飲 酒 、 喫 煙 、 肥 満 と 来 る と 、 消 防 団 が 思 い 浮 か び ま す 。 こ の 町 の 中 で の 大 き な 組 織 で あ る 消

防 団 へ の 保 健 活 動 事 業 に つ い て 。 一 、 消 防 団 へ の 健 康 教 育 の 現 状 。 二 、 消 防 団 へ の 、 よ り 積 極 的 、 か つ 具 体 的 な 健 診 の

勧め方。この二点を質問いたします。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  二番五十嵐  忍君の一般質問に対する答弁を求めます。町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  五十嵐  忍議員の一般質問にお答えいたします。答弁の前に、久々の女性議員ということで、亡きお母さん、そして大

谷さんということで、女性の目線から全ての分野で活躍されることを期待いたします。  

  それでは、初めに町職員人事についてのイの管理職への女性の登用についての管理職に占める女性職員の割合について

で あ り ま す が 、 当 町 の 管 理 職 に 占 め る 女 性 職 員 の 割 合 に つ い て は 、 全 管 理 職 員 十 七 名 中 女 性 職 員 は 一 名 で 五 ・ 九 ％ と な
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っています。近隣町村では板柳町が一一・一％であり、それ以外の近隣町村では〇％となっています。  

  次に、管理職に女性が少ない理由、原因についてでありますが、管理職に女性が少ない理由についてはさまざまな原因

が 考 え ら れ ま す 。 大 き な も の と し て は 、 一 つ 目 に 採 用 の 時 点 で 女 性 の 採 用 が 男 性 よ り 少 な か っ た こ と な ど 、 管 理 職 候 補

と な る 女 性 の 数 が 少 な い こ と 、 二 つ 目 に 女 性 側 の 意 識 の 問 題 、 業 務 の 難 易 度 が 増 し た り 、 責 任 が 重 く な る こ と を 望 ま な

い 傾 向 も 少 々 あ っ た こ と な ど 、 三 つ 目 に 女 性 を ス テ ッ プ ア ッ プ さ せ て い こ う と い う 管 理 職 や 男 性 側 の 理 解 、 関 心 が 薄 い

と い っ た こ と な ど が 考 え ら れ ま す 。 い ず れ の 原 因 も 、 現 在 は 大 分 状 況 が 変 わ っ て い ま す が 、 男 性 が 働 き 、 女 性 が 家 事 、

子 育 て 専 念 す る 働 き 方 を 暗 黙 の 前 提 と し た 雇 用 、 そ し て 社 会 制 度 の ゆ が み が 現 在 の 形 に あ ら わ れ て い る と 考 え て お り ま

す。  

  次に、保健活動についてのイの町の中での大きな組織である消防団への保健活動事業についての消防団への健康教育の

現 状 に つ い て と 消 防 団 へ の よ り 積 極 的 、 か つ 具 体 的 な 健 診 の 勧 め 方 に つ い て は 、 関 連 が あ り ま す の で 一 括 し て お 答 え い

た し ま す 。 町 で は 、 さ ま ざ ま な 組 織 、 団 体 へ 健 康 教 育 を 行 っ て い ま す 。 消 防 団 に 対 し ま し て も 、 団 員 の 中 心 が 四 十 代 、

五 十 代 の 最 も 健 康 意 識 を 持 っ て い た だ き た い 年 代 で あ る こ と か ら 、 年 一 回 健 康 講 座 を 開 催 し 、 健 康 意 識 の 啓 発 に 努 め て

い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま た 、 分 団 ご と に 健 康 講 座 も 実 施 し て お り 、 平 成 二 十 五 年 度 は 七 つ の 分 団 、 昨 年 度 は 三 つ の

分 団 に 肥 満 予 防 に 関 す る 健 康 教 育 を 行 い 、 来 年 度 中 に は 全 二 十 二 の 分 団 を 一 巡 す る 予 定 と な っ て い ま す 。 健 康 づ く り は

日 々 の 実 践 が 肝 要 で あ り ま す 。 そ の 意 識 づ け に は 健 康 教 育 が 最 も 重 要 で あ り 、 今 後 も 消 防 団 を 初 め 各 種 団 体 へ の 講 座 の

開 催 や チ ャ レ ン ジ デ ー 、 秋 ま つ り な ど の イ ベ ン ト で 食 、 運 動 、 そ し て 健 診 の 重 要 性 に つ い て 、 引 き 続 き 強 力 に 普 及 、 啓

蒙 し て ま い り ま す 。 消 防 団 へ の 健 康 教 育 で あ り ま す が 、 こ れ ま で 同 様 、 団 長 を 初 め 幹 部 の 皆 様 の ご 理 解 、 ご 協 力 を い た

だ き な が ら 、 全 分 団 一 巡 後 の 来 年 度 以 降 も 継 続 し て い き た い と 考 え て い ま す 。 ま た 、 健 診 に つ い て は 二 月 ま で 医 療 機 関

で受診できます。詳しくは健康推進員または福祉課へご連絡いただき、ぜひとも受診していただきたいと存じます。  
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  以上、五十嵐議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  二番五十嵐  忍君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより二番五十嵐  忍君に再質問を許します。五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  先 ほ ど 藤 崎 町 の 職 員 の 管 理 職 に 占 め る 女 性 の 割 合 、 十 七 名 中 一 名 と お 聞 き し た ん で す が 、 こ れ は 保 健 師 長 で す よ ね 。

（「はい」の声あり）そうしますと、実質、課長級には女性はいないということでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  お答えします。ご指摘のとおり、管理職の一名というのは保健師長でございます。保健師長につきましては、管理職手

当も支給になっておりますので、役場の位置づけの中では管理職という立場になっております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  公務員の昇給昇格は段階を経て上がっていくと思うんですけれども、保健師長さんはいらっしゃるとしても、実際、こ

の議場に女性が座ることがあるのは現実問題としてあと何年ぐらいかかるのかなという感じがいたしますけれども。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  
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○総務課長（五十嵐  晋君）  

  この参与の席に女性が座る年数ということでございますが、一概に昇任の話ですので、この件につきましてはあくまで

も そ の 方 の 能 力 を 基 準 に い た し ま し て 昇 任 と い う も の を 考 え て い き ま す 。 と い う こ と で 、 一 概 に 何 年 後 と い う こ と に つ

い て は 申 し 上 げ ら れ ま せ ん け れ ど も 、 た だ 、 全 職 員 の 中 で 全 体 で 再 任 用 の 方 二 人 も 含 め ま し て 百 四 十 二 人 の 職 員 が お り

ま す 。 そ の 中 で 、 女 性 の 数 と い う の が 三 十 七 人 で ご ざ い ま す の で 、 二 六 ％ ほ ど に な り ま す 。 で す の で 、 い つ と は 申 し 上

げ ら れ ま せ ん け れ ど も 、 何 年 か 後 に は こ の 席 に 座 る 方 が 出 て く る 可 能 性 も 当 然 あ る わ け で ご ざ い ま す 。 以 上 で ご ざ い ま

す。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  ふだん自分が利用している課が住民課とか福祉課とかそういうところが多いからなのか、もう少し女性がいるような印

象 が あ っ た ん で す け れ ど も 、 意 外 と 女 性 の 職 員 の 方 が 人 数 的 に 少 な い ん だ な と い う こ と が わ か り ま し た 。 政 府 で は 、 来

年 度 か ら 五 年 間 の 第 四 次 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 案 が 提 示 さ れ て い ま す け れ ど も 、 そ れ に よ り ま す と 、 二 〇 二 〇 年 度 ま で

に 国 家 公 務 員 で す と 女 性 課 長 七 ％ に 、 地 方 公 務 員 、 民 間 企 業 は 一 五 ％ に す る と い う 目 標 が 掲 げ ら れ て い ま す け れ ど も 、

この時期まで待たないと、待てば女性の登用が、待たないとかなわないのかということをお聞きします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  五十嵐議員の質問にお答えします。政府の考え方としては、計画的にそういうような男女雇用均等を目指すということ
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で 数 字 を 出 し て い る と 思 っ て ご ざ い ま す 。 全 体 を 眺 め ま す と 、 非 常 に 意 識 が 高 い 、 あ る い は ま た 仕 事 が て き ぱ き す る 職

員 も 女 性 の 中 で た く さ ん い ま す 。 来 年 、 再 来 年 と い う こ と で な く 、 い ろ い ろ 今 後 は そ う い う 男 性 、 女 性 と い う こ と で な

く て 、 や っ ぱ り 管 理 職 と い う の は 仕 事 も で き る 、 あ る い は 課 を ま と め る 力 も あ る 、 あ る い は 若 手 の 職 員 を 指 導 す る と い

う 立 場 に も な ら な け れ ば な ら な い の で 、 女 性 、 男 性 と い う 言 い 方 は ち ょ っ と 悪 い ん で す が 、 そ の 力 量 は 公 平 に ま た 判 断

して女性管理職登用ということを検討していきたいと思ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  何か課によっては非常に残業が多いような課もあるような気がいたしますけれども、その中で女性の方ですと家庭を持

っ て い れ ば 育 児 と か 介 護 と か い ろ ん な 家 事 等 あ る と 思 い ま す の で 、 な か な か 大 変 な 面 も あ る か と 思 い ま す が 、 知 識 と か

経 験 の 豊 富 な 女 性 職 員 の 方 が た く さ ん い ら っ し ゃ る と 思 い ま す の で 、 理 由 は い ろ い ろ あ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 ち ょ

っ と 大 勢 の 男 性 を 前 に し て あ れ で す け れ ど も 、 男 性 側 の 意 識 、 女 性 側 の 意 識 も あ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 管 理 職 に 女

性 が 登 用 さ れ な い 理 由 は ち ょ っ と そ う い う と こ ろ が 大 き い の か な と 私 は 思 い ま す 。 町 外 の 友 人 、 知 り 合 い と か に 藤 崎 の

こ の 現 状 を 話 し ま す と 、 お く れ て い る ね と 言 わ れ る の が す ご く 私 自 身 も 悔 し く て 、 何 か い つ ま で た っ て も ど こ ま で 行 っ

て も 古 く て 新 し い テ ー マ な の か な と 。 こ れ が 本 当 に 古 い テ ー マ に な っ て ほ し い な と 希 望 し ま す 。 男 女 共 同 参 画 に 関 し て

は、これからも機会があればまたお尋ねしたいと、質問し続けていきたいなと思います。  

  続いて、保健活動について質問を続けてよろしいですか。消防団への各分団ごとの健康講座を実施しているということ

ですが、これについてもう少し実施状況を詳しくお聞かせ願いたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  
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  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  五十嵐議員のご質問にお答えを申し上げます。消防団の健康教育に関しては、町長の答弁の中にもございましたが、団

員 の 中 心 が 四 十 代 、 五 十 代 が 中 心 に な っ て ご ざ い ま す の で 、 最 も 我 々 と し て は 健 診 、 そ れ か ら 健 康 教 育 を 受 け て い た だ

き た い 年 代 だ と い う こ と で 、 特 別 各 種 団 体 の 中 か ら あ っ た 中 で 消 防 団 は 町 の か な め で も あ る し 、 そ の 切 り 口 と し て 消 防

団の健康教育を進めていきたいということからまずは始まりました。  

  当初は平成二十四年度から計画して、平成二十四年度から実施したいということで予定していたんですが、なかなか分

団 の 方 々 も ご 都 合 等 が ご ざ い ま し て 、 実 質 平 成 二 十 五 年 度 か ら の 健 康 教 育 の ス タ ー ト と い う こ と に な っ て ご ざ い ま す 。

そ し て 、 町 長 の 答 弁 に も ご ざ い ま し た が 、 平 成 二 十 五 年 度 は 七 つ の 分 団 、 そ し て 平 成 二 十 六 年 度 に つ い て は 三 つ の 分 団

で 既 に 健 康 教 育 を 実 施 済 み で ご ざ い ま す 。 今 年 度 に つ き ま し て は 、 三 つ の 分 団 が 既 に 終 了 し て ご ざ い ま す 。 そ し て 残 り

の 四 つ 、 つ ま り 今 年 度 は 七 つ 計 画 し て お り ま し て 、 四 つ に つ き ま し て 実 は 今 週 が 一 カ 所 、 そ し て 来 週 が 三 カ 所 、 そ れ で

今 年 度 七 つ と い う こ と で 終 了 と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ し て 、 来 年 度 に つ き ま し て は 、 最 終 年 度 と い た し ま し て 残 り

の 五 つ を 実 施 し 、 全 分 団 を 一 巡 す る と い う 予 定 と な っ て お り ま す 。 そ し て 、 こ れ も 町 長 の 答 弁 に あ っ た ん で す が 、 消 防

団全体としては一年に一度、医師による健康講座を実施しているという状況でございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  今の分団ごとの健康講座についてなんですが、もう少し時間とか詳しくお聞かせ願えればと思います。何を何時ごろと

か。  
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○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  できるだけ分団の方の日程に合わせて実施しているということでございまして、土日を主に開催しております。時間に

つ い て は 、 日 中 も あ り ま す し 、 夜 と い う 場 合 も ご ざ い ま す 。 い ず れ に い た し ま し て も 、 そ の 分 団 の ご 都 合 に 合 わ せ て や

っているということでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  各分団の都合に合わせているということで、保健師さんたちも夜、勤務時間外あるいは土日を利用して本当に地道に活

動 し て い た だ い て い る の に は 本 当 に 頭 が 下 が る 思 い が い た し ま す 。 町 に は 消 防 団 以 外 に も 各 種 組 織 、 団 体 が あ る わ け で

す け れ ど も 、 特 に 消 防 団 は 本 当 に 働 き 盛 り の 方 が 多 い の で 、 消 防 団 を 何 か 特 化 し て 、 例 え ば 集 団 健 診 と か そ う い う の を

実施するというのは難しいんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。健診というのは実はご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、現在の法律上は医療保険者単

位 で や る と い う こ と に な っ て ご ざ い ま し て 、 現 在 、 消 防 団 の 方 も 大 分 、 社 会 保 険 加 入 者 の 方 も ご ざ い ま す 。 も ち ろ ん 国

保 と い う 方 も い ら っ し ゃ る わ け で す が 、 町 と し て は あ く ま で も 国 保 の 加 入 者 を 対 象 に し て 特 定 健 診 と い う こ と を 実 施 し
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て ご ざ い ま す の で 、 そ の 方 々 を 一 堂 に 会 し て 健 診 を 行 う と い う こ と は な か な か 難 し い ん じ ゃ な い か と 。 そ れ か ら 、 健 診

に 関 し て は 、 藤 崎 町 は よ そ の 市 町 村 と は 若 干 健 診 の ス タ イ ル が こ れ は 前 か ら 旧 藤 崎 病 院 が あ っ た 時 代 か ら 医 療 機 関 を 中

心 と し た 健 診 と い う こ と で 実 施 し て ご ざ い ま す 。 こ れ は 集 団 健 診 と は 異 な り ま し て 、 ご 本 人 の 都 合 に よ っ て 医 療 機 関 を

選 べ る し 、 そ し て ご 本 人 の 都 合 に よ っ て 日 程 も 選 べ る と い う こ と に な っ て ご ざ い ま す 。 も ち ろ ん 医 療 機 関 の ほ う の ご 都

合 も ご ざ い ま す が 、 医 療 機 関 で あ い て い る 場 合 は そ の 日 程 に 入 れ て ご 本 人 が 健 診 を 受 け て い る と い う こ と で ご ざ い ま す

の で 、 逆 に 弾 力 的 に 消 防 団 に 関 し て は そ の 消 防 団 員 の 方 が ご 自 分 が 指 定 す る 医 療 機 関 で ご 自 分 が 健 診 で き る 日 に ち を 選

ん で い た だ け れ ば 実 施 で き る と い う 体 制 に な っ て ご ざ い ま す の で 、 む し ろ 集 団 健 診 で 一 回 き り 、 そ の 日 じ ゃ な い と だ め

だ と い う 集 め 方 よ り は む し ろ 今 の 現 状 の ほ う が 健 診 が で き や す い 体 制 が 整 っ て い る ん じ ゃ な い か と い う こ と で 考 え て お

ります。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  受診するのを待つのではなく、難しいと思いますけれども、受けさせるじゃないですけれども、そういうふうに持って

い く 何 か 手 段 、 方 法 が あ れ ば 今 後 ぜ ひ 続 け て こ れ は 検 討 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 先 ほ ど 消 防 団 は 町 の か な め だ と

お っ し ゃ い ま し た の で 、 若 い 世 代 、 働 き 盛 り の 世 代 が 病 気 に な っ た り 亡 く な っ た り す る こ と は 、 そ こ の 家 庭 は も ち ろ ん

で す け れ ど も 、 社 会 的 に も 損 失 が 大 き い と 思 い ま す の で 、 課 の ほ う に も お 願 い し ま す け れ ど も 、 消 防 の 分 団 長 、 副 分 団

長 の 奈 良 議 員 さ ん も お ら れ ま す の で 、 消 防 の ほ う で も 団 員 の 健 康 教 育 に 関 し て 、 女 性 も い る ん で す け れ ど も 、 よ ろ し く

お願いいたします。  

  これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。  



 - 47 - 

○議長（野呂日出男君）  

  これで二番五十嵐  忍君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、一番阿部祐己君に一般質問を許します。阿部祐己君。  

〔一番  阿部祐己君  登壇〕  

○一番（阿部祐己君）  

  議席番号一番阿部祐己であります。ただいま議長からの登壇のお許しをいただきましたので、町政に対する一般質問を

通告に沿いまして質問いたします。  

  質問の前に、一言、さきの藤崎町町議会選挙におきまして町民の皆様のご支援をいただきまして当選することができま

し た 。 こ の 場 を お か り し て 、 多 く の 皆 様 に 感 謝 、 お 礼 申 し 上 げ ま す 。 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今 後 は 新 人 議

員 と し て 気 を 引 き 締 め 、 町 勢 の さ ら な る 発 展 と 町 民 の 幸 せ の た め に 誠 心 誠 意 、 一 生 懸 命 努 力 し て ま い る こ と を こ こ に お

誓 い 申 し 上 げ ま す 。 そ し て 、 壇 上 か ら で は あ り ま す が 、 諸 先 輩 皆 様 方 の ご 指 導 ご 鞭 撻 を 何 と ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ

ます。  

  それでは、これより平成二十七年第四回定例会に当たり、通告に従い、質問させていただきます。  

  さて、平田町長におかれましては、さきの町長選挙、無投票ではありますが、無投票ということは全町民皆様の指示を

受 け た と 思 っ て も よ い 、 そ の よ う な 二 期 目 を ス タ ー ト さ れ た わ け で あ り ま す 。 平 田 町 長 は 平 成 二 十 三 年 一 期 目 の 町 長 選

の 公 約 に 、 乳 幼 児 、 小 中 学 生 の 医 療 費 を 段 階 的 に 無 料 化 と 掲 げ て 立 候 補 し て お り ま し た 。 当 選 後 、 平 成 二 十 四 年 度 に は

小 学 生 ま で の 医 療 費 の 無 料 化 を 実 施 、 そ し て 翌 平 成 二 十 五 年 度 に は 中 学 生 ま で の 無 料 化 を も 実 施 し て き ま し た 。 そ の 当

時 で は 、 上 北 、 下 北 地 区 の 多 く の 市 町 村 が 無 料 化 を 実 施 し て お り 、 近 隣 市 町 村 で は 西 目 屋 村 の み が 実 施 し て い る 状 況 で

あ り ま し た 。 平 成 二 十 四 年 、 藤 崎 町 の 実 施 は 画 期 的 で 、 か つ 先 進 的 な 取 り 組 み で あ り ま し た 。 平 田 町 長 の 英 断 に 敬 意 を
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表 し ま す 。 で す が 、 そ の 後 、 県 内 各 地 の 市 町 村 で も 医 療 費 無 料 化 を 進 め て き て お り ま す 。 さ ら に は 、 医 療 費 助 成 の 所 得

制 限 を 撤 廃 し て い る 市 町 村 が ふ え て き て い る の が 今 の 現 状 で す 。 新 聞 紙 上 で も 所 得 制 限 を 実 施 し て い な い 町 村 の 報 道 が

多 く な っ て き て お り ま す 。 先 進 的 に 医 療 費 無 料 化 を 進 め て き た 藤 崎 町 で あ り ま す が 、 平 成 二 十 七 年 、 今 現 在 の 藤 崎 町 で

は 他 の 町 村 に 比 べ る と お く れ て き て い る と 私 は 思 い ま す 。 実 際 、 平 成 二 十 七 年 四 月 現 在 の 資 料 に よ り ま す と 、 県 内 四 十

市 町 村 で 所 得 制 限 が あ り と い う 市 町 村 は 十 七 市 町 村 、 所 得 制 限 が な し と い う 市 町 村 は 二 十 三 市 町 村 と 、 所 得 制 限 が な し

の と こ ろ が 多 く な っ て き て お り ま す 。 こ れ か ら 先 、 全 国 的 に も 人 口 減 少 は 免 れ ま せ ん 。 避 け て は 通 れ な い 事 実 で あ り ま

す 。 藤 崎 町 で は 医 療 費 の 無 料 化 、 そ し て そ の 所 得 制 限 も な し に し て 、 子 育 て し や す い 環 境 を 調 え 、 こ れ か ら の 若 い 世 代

を 藤 崎 町 に 呼 び 込 ん で 、 住 ん で も ら お う 、 そ う い う ま ち づ く り を す る た め に も 医 療 費 助 成 制 度 に 係 る 所 得 制 限 の 撤 廃 を

この先進めていただきたい。  

  そこで質問となります。今後、医療費助成制度における所得制限の撤廃を進めていく考えはあるのか、これをお尋ねい

たします。  

  次は、幼保教育について。認定こども園についての質問です。平成二十七年四月より、子ども・子育て支援の新制度が

ス タ ー ト い た し ま し た 。 こ の 制 度 の 実 施 の た め 、 消 費 税 率 引 き 上 げ に よ る 徴 収 分 の 七 千 億 円 が 活 用 さ れ 、 国 の 方 針 に よ

り 町 は 五 年 間 を 計 画 期 間 と し 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 を つ く り 、 県 や 国 は 町 の 取 り 組 み を 制 度 面 、 財 政 面 か ら 支

え る と な っ て お り ま す 。 全 て の 子 供 た ち に 質 の 高 い 幼 児 期 の 学 校 教 育 及 び 保 育 の 提 供 を 行 う た め の 次 の ス テ ッ プ と し て

幼保教育が重要な問題となってきています。  

  ご存じのとおり、保育所は厚生労働省、幼稚園は文部科学省が管轄です。平成十八年十月に就学前の子どもに関する教

育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 に よ り 、 認 定 こ ど も 園 と い う 制 度 が ス タ ー ト し ま し た 。 ち な み に 、 こ の

認 定 こ ど も 園 は 内 閣 府 が 管 轄 で あ り ま す 。 幼 稚 園 機 能 は 教 育 基 本 法 の 学 校 の 定 義 に 基 づ き 幼 児 期 の 学 校 教 育 を 行 う こ と 、



 - 49 - 

保 育 所 機 能 は 児 童 福 祉 法 に 従 い 保 育 の 必 要 な 子 供 の 保 育 を 行 う こ と 。 そ こ で 、 認 定 こ ど も 園 で す が 、 幼 稚 園 と 保 育 所 の

両 方 の 機 能 を 持 ち 合 わ せ た 施 設 と な っ て お り ま す 。 保 育 と 教 育 を 一 体 的 に 行 い 、 質 の 高 い 幼 児 教 育 を 目 指 し て い ま す 。

内 閣 府 の 調 査 に よ れ ば 、 二 〇 一 五 年 四 月 時 点 で 全 国 に お い て 二 千 八 百 三 十 六 カ 所 の 認 定 こ ど も 園 の 施 設 が あ る と な っ て

おります。  

  平田町長はよく、まちづくりは人づくりであると申しておりますが、それにつけ加えると、さらに人づくりの根本は教

育 に あ る 、 こ れ を 私 は 言 い た い 。 今 の こ の 時 代 、 幼 児 の こ ろ か ら の 基 本 的 な 教 育 が い か に 大 事 か 、 私 は そ れ を 言 い た い

で す 。 県 内 に お い て も 認 定 こ ど も 園 は ふ え て き て お り ま す 。 青 森 県 内 の 認 定 こ ど も 園 の 数 は 百 五 十 八 カ 所 と 、 全 国 四 十

七 都 道 府 県 の 中 で 見 て も 四 番 目 に 多 い 県 な の で あ り ま す 。 平 成 二 十 七 年 に 改 定 さ れ た 新 制 度 の 中 で ス タ ー ト し た 認 定 こ

ど も 園 で す の で 、 し っ か り と し た 教 育 カ リ キ ュ ラ ム も ま だ 確 定 し て い な い よ う で す が 、 ま ず は 受 け 入 れ す る 認 定 こ ど も

園 が な け れ ば ど う に も な り ま せ ん 。 も ち ろ ん 、 こ れ を 開 設 す る の は 当 町 で あ れ ば 現 在 の 保 育 所 、 幼 稚 園 を 運 営 し て い る

社 会 福 祉 法 人 と な り ま す が 、 町 行 政 も 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 新 制 度 の 趣 旨 に の っ と り 、 関 係 諸 団 体 と の 情 報 交 換 、 そ し て

将来のあり方等を考え、一歩踏み込む必要があると思います。  

  そこで質問いたします。一、私は就学前の幼児の教育はすごく大事と思っていますが、幼児教育についての町長の考え

を お 聞 か せ く だ さ い 。 二 、 認 定 こ ど も 園 設 置 の 方 向 で 施 策 を 進 め る 考 え は あ る の で し ょ う か 。 こ の 二 点 を お 伺 い い た し

ます。  

  次に、通学路整備についてであります。我が母校であり、現在、ＰＴＡ会長も務めさせていただいております藤崎小学

校 で す が 、 校 舎 、 体 育 館 、 グ ラ ウ ン ド 、 そ し て プ ー ル と 全 て 新 し く な り 、 す ば ら し い 環 境 の も と で 子 供 た ち が 勉 学 に 、

そしてスポーツに励んでおります。  

 そこで、気になったことを二、三、質問いたします。まずは、藤崎小学校正門前の道路ですが、横断歩道はあるものの、



 - 50 - 

朝 の 通 学 時 、 こ の と き は 通 勤 時 間 と も 重 な り 、 う ま く 横 断 で き て い な い 子 供 が 実 際 に お り ま す 。 そ こ で 質 問 で す 。 中 央

小学校や常盤小学校のように、押しボタン信号の設置はできないものか、これをお尋ねいたします。  

  続いて、これもまた藤崎小学校の通学路でありますが、正門、正面の通りは縁石ブロックのある歩道があるものの、駅

前 交 差 点 か ら 旧 三 三 九 号 線 の 本 町 交 差 点 ま で の 道 路 、 さ ら に は 伝 馬 交 差 点 か ら 旧 三 三 九 号 線 青 森 銀 行 交 差 点 ま で の 道 路

に お い て は 、 歩 道 は あ る も の の 、 縁 石 ブ ロ ッ ク は な く 、 そ し て 狭 く 、 子 供 た ち に と っ て は 大 変 危 険 な 通 学 路 と な っ て お

り ま す 。 そ こ で お 願 い し た い の は 、 通 学 路 の カ ラ ー 舗 装 ま た は カ ラ ー 塗 装 で す 。 実 際 、 カ ラ ー 塗 装 を し て い る 弘 前 市 福

村 小 学 校 の 通 学 路 の 例 で す が 、 自 動 車 教 習 所 の 方 に お 聞 き し ま し た ら 、 路 上 教 習 の 際 に は そ の 場 所 を 通 り 、 カ ラ ー 塗 装

さ れ て い る 歩 道 の 実 習 説 明 と 縁 石 ブ ロ ッ ク の な い 歩 道 通 学 路 の 危 険 性 に つ い て 教 習 し て い る と 言 っ て お り ま し た 。 藤 崎

小 学 校 だ け で は な く 、 町 立 の 小 学 校 、 中 学 校 の 通 学 路 と 言 わ れ る 縁 石 ブ ロ ッ ク の な い 歩 道 に カ ラ ー 舗 装 及 び カ ラ ー 塗 装

を運転者注意喚起のためにも設置していただくことを希望し、これを質問といたします。  

  続いて、もう十二月にも入り、いつ雪が積もってきてもおかしくない時期であります。子供たちが通学する冬期間の通

学 路 の 確 保 に つ い て で す 。 道 路 に つ い て は し っ か り と 除 雪 は さ れ て お り ま す が 、 歩 道 、 通 学 路 に つ い て の 除 雪 は な さ れ

て い る の で し ょ う か 。 ま た 、 各 小 中 学 校 の 歩 道 、 通 学 路 の 除 雪 は こ と し も 計 画 に あ る の で し ょ う か 。 そ れ を お 伺 い い た

します。  

  次に、教育問題についてであります。町の教育の充実についてお尋ねいたします。先般の新聞紙上でこんなことが書か

れ て お り ま し た 。 財 務 省 は 、 全 国 的 な 少 子 化 に 伴 い 、 今 後 、 学 級 数 が 徐 々 に 減 っ て い く と し て 、 歳 出 抑 制 を 目 標 と し て

今 か ら 二 〇 二 四 年 度 ま で の 九 年 間 で 継 続 的 に 公 立 小 中 学 校 の 教 員 を 削 減 す る よ う 文 部 科 学 省 に 求 め る 方 針 を 固 め た と の

記 事 で あ り ま し た 。 学 級 数 に 応 じ て 教 員 数 が 決 ま る 基 礎 定 数 を 三 万 七 千 七 百 人 、 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ な ど 少 人 数 教 育

の た め の 教 員 枠 で あ る 加 配 定 数 を 四 千 三 百 人 、 計 四 万 二 千 人 を 削 減 す る 合 理 化 計 画 が 示 さ れ た も の で あ り ま す が 、 こ れ
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は 平 成 二 十 七 年 度 の 公 立 小 中 学 校 の 総 教 職 員 数 六 十 九 万 三 千 五 百 人 の お よ そ 六 ％ に も 及 び ま す 。 学 校 現 場 で の 課 題 は 全

国 的 に 見 て も 年 々 複 雑 、 多 様 化 し て お り 、 ま た 世 界 最 高 基 準 の Ｉ Ｔ 社 会 を 目 指 す 上 で の 人 材 育 成 に 取 り 組 む た め 、 情 報

活 用 能 力 の 育 成 が 急 務 で あ る と も 言 わ れ て い ま す 。 さ ら に 、 学 力 低 下 を 理 由 に 全 て の 小 中 学 校 で 土 曜 授 業 の 復 活 も 予 想

さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 こ の よ う な 状 況 下 で 教 員 が 削 減 さ れ る と い う こ と は 、 子 供 た ち の 教 育 内 容 の 低 下 が 懸 念

されます。  

  そこで、藤崎町の教育状況についてお伺いいたします。この春、常盤小学校の改築も完了いたしました。施設面では十

分 整 備 さ れ て お り ま す が 、 県 の 教 育 施 策 に も あ る よ う に 、 生 き る 力 を 育 み 、 教 育 の 充 実 を 図 る た め に 、 町 は ど の よ う な

取り組みをしているのか、お伺いいたします。  

  最後になりますが、今回、私は初めての一般質問ということで、十月四日投票の選挙戦で自分の公約でもある、子供た

ち の 未 来 の た め 、 そ の 実 現 の た め に 子 供 た ち の 未 来 の た め の 藤 崎 町 は ど う あ る べ き か 、 そ し て ど ん な 藤 崎 町 を 子 供 た ち

に バ ト ン タ ッ チ で き る か と の 思 い で 、 教 育 行 政 を 中 心 に 質 問 し て ま い り ま し た 。 し か し 、 こ の 十 二 月 議 会 は 来 年 度 の 予

算 編 成 に 大 変 大 事 な 議 会 で あ る と い う こ と を 承 知 し て お り ま す 。 そ し て ま た 、 こ の 議 会 は 平 田 町 長 の 二 期 目 の ス タ ー ト

の 議 会 で も あ り ま す 。 そ こ で 、 最 後 の 質 問 と な り ま す が 、 平 成 二 十 八 年 度 の 町 重 点 事 業 は 何 か 、 こ れ を お 尋 ね い た し ま

して、以上、壇上からの私の質問といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  一番阿部祐己君の一般質問に対する答弁を求めます。町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  まず、阿部祐己議員の一般質問にお答えする前に、十月四日、現役の子供育てという形でＰＴＡ会長をやっていて、少
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し で も 子 育 て 支 援 の た め に そ れ を 目 指 し た 心 意 気 に 敬 意 を 表 し ま す 。 そ し て 、 登 壇 で の 一 般 質 問 を 聞 い て い る と 、 こ れ

は 先 輩 各 位 の 皆 さ ん が 見 習 う よ う な 質 問 で あ り ま し た 。 た だ 、 謙 虚 さ を 忘 れ ず 、 こ れ か ら も 活 躍 し て い た だ き た い と 思

ってございます。  

  初めに、子育て支援についてのイの子ども医療費助成の所得制限の撤廃についてにお答えいたします。子ども医療費助

成 事 業 は 乳 幼 児 に つ い て は 町 村 合 併 以 前 よ り 実 施 し て お り 、 小 学 生 に つ い て は 平 成 二 十 四 年 六 月 診 療 分 か ら 、 中 学 生 に

つ い て は 平 成 二 十 五 年 七 月 診 療 分 よ り 、 保 護 者 の 所 得 制 限 を 設 け て 給 付 年 齢 を 拡 充 し て き た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 質 問

の と お り 、 県 内 四 十 市 町 村 の う ち 、 ほ と ん ど の 市 町 村 が こ の 医 療 費 窓 口 ゼ ロ と い う こ と を 目 指 し な が ら 、 少 し ず つ い い

意 味 で 拡 大 し て ご ざ い ま す の で 、 我 が 町 も 所 得 制 限 撤 廃 に つ い て は 担 当 課 、 も ち ろ ん 住 民 課 、 そ し て 企 画 財 政 の 財 政 担

当、そして学務課等、前向きに検討して次年度の予算に策定できるような形で検討してまいりたいと考えております。  

  次に、ロの幼児教育（認定こども園）についてでありますが、当町では現在、保育所七カ所、幼稚園一カ所を四法人で

運 営 し て い ま す が 、 保 育 機 能 と 教 育 機 能 の 両 方 を 備 え た 認 定 こ ど も 園 は 運 営 さ れ て い ま せ ん 。 認 定 こ ど も 園 は 県 内 で も

増 加 傾 向 に あ り ま す が 、 こ と し 三 月 に 策 定 し ま し た 藤 崎 町 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に お い て 、 保 育 園 ま た は 幼 稚 園

か ら 認 定 こ ど も 園 の 移 行 は 各 法 人 の 意 向 を 尊 重 す る こ と と し て ご ざ い ま す 。 し か し な が ら 、 も う 既 に こ の よ う な 認 定 こ

ど も 園 の よ う な 内 容 は 藤 崎 地 区 伸 栄 会 、 そ し て 常 盤 地 区 つ く し 会 、 そ し て ふ じ 保 育 園 、 藤 崎 幼 稚 園 、 内 容 は 伴 っ た よ う

な 形 で の 保 育 あ る い は 幼 稚 園 の 教 育 も し て い る の も 実 際 事 実 で あ り ま す 。 担 当 課 も ろ も ろ 、 今 後 さ ら に こ の 認 定 こ ど も

園の拡充に向けて各機関と協議しながら、さらに子供の幼児教育に力を注いでいきたいと考えてございます。  

  次に、通学路整備についてのイの藤崎小学校正門前の信号機設置でありますが、信号機の設置に当たっては自動車がす

れ 違 う た め の 道 路 幅 員 の 確 保 が で き て い る こ と 、 交 通 量 が 最 大 で 一 時 間 当 た り 三 百 台 以 上 あ る こ と な ど の 一 定 の 条 件 が

あ り ま す 。 ご 質 問 の 箇 所 に つ い て は 、 平 成 二 十 七 年 一 月 に 通 学 路 の 危 険 箇 所 に お け る 通 学 路 合 同 点 検 を 実 施 し た と こ ろ 、
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弘 前 警 察 署 で 調 査 し た 結 果 、 現 時 点 で は 信 号 機 設 置 に は 至 ら な い 旨 の 連 絡 を 受 け て お り ま す 。 学 童 の 安 全 確 保 に つ き ま

し て は 最 優 先 課 題 の 一 つ で あ り ま す の で 、 状 況 の 確 認 を 行 い な が ら 、 粘 り 強 く 関 係 機 関 と 協 議 、 検 討 を 進 め て い き た い

と考えております。  

  次に、ロの町内小学校通学路のカラー舗装及びカラー塗装についてでありますが、現在通学路でカラー舗装されている

の は 藤 崎 中 学 校 付 近 の み で あ り ま す 。 町 で は 通 学 路 の 安 全 確 保 を 図 る た め 、 通 学 路 交 通 安 全 推 進 会 議 を 設 置 し 、 警 察 、

国 道 、 県 道 な ど の 関 係 機 関 と と も に 危 険 箇 所 の 合 同 点 検 を 行 い 、 通 学 路 の 道 路 改 修 や 信 号 機 設 置 等 の 整 備 を 検 討 し て い

る と こ ろ で あ り ま す 。 今 後 、 歩 道 の 状 況 や 車 道 の 形 状 、 通 行 量 の 状 況 な ど を 見 き わ め 、 カ ラ ー 舗 装 等 の 実 施 も 含 め て 通

学路の安全確保について一体的に検討してまいります。  

  次に、ハの冬期間の通学路の確保についてでありますが、各地区小中学校付近の冬期間の通学路になっている歩道は町

小 型 ロ ー タ リ ー と ハ ン ド ガ イ ド 式 小 型 除 雪 機 を 合 わ せ 、 お お む ね 八 ・ 三 キ ロ メ ー ト ル の 歩 道 除 雪 を 地 域 住 民 の 日 常 生 活

及 び 児 童 生 徒 の 通 学 路 確 保 の た め 実 施 し て ご ざ い ま す 。 こ れ か ら も 安 全 第 一 に 歩 道 の 確 保 の た め に 除 排 雪 を 重 点 的 に 進

めていきたいと思ってございます。  

  次に、教育問題についてのイの教育の充実についてでありますが、町では青森県教育施策の方針を受け、児童生徒個々

の 夢 や 志 の 実 現 に 向 け 、 知 育 、 徳 育 、 体 育 を 育 む こ と と し 、 確 か な 学 力 、 豊 か で た く ま し い 心 、 健 や か な 心 身 の 育 成 を

主 眼 に 据 え 、 基 礎 的 な 知 識 、 技 能 を 育 み 、 み ず か ら 考 え 、 判 断 し 、 行 動 で き る 力 や 他 人 を 思 い や る 心 、 命 を 大 切 に す る

心 、 規 範 意 識 、 倫 理 観 の 醸 成 並 び に 健 康 教 育 を 推 進 し て い ま す 。 町 の 教 育 指 針 を 具 体 化 す る た め に 、 学 習 教 室 の 開 催 や

Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 配 備 、 学 習 支 援 員 の 配 置 等 を 行 っ て お り ま す が 、 教 育 は 学 校 の み な ら ず 、 家 庭 、 地 域 の 教 育 力 が 不 可 欠 で

あ る こ と か ら 、 学 校 が 中 心 と な っ て 家 庭 、 地 域 に 働 き か け 、 一 体 と な っ て 思 考 力 、 基 礎 力 、 実 践 力 を 身 に つ け 、 二 十 一

世紀をたくましく生き抜く力を持った児童生徒の育成に努めているところであります。  
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  次に、平成二十八年度の町重点事業は何かの平成二十八年度の町重点事業についてお答えいたします。私は本年十一月

二 十 日 に 二 期 目 の 町 政 運 営 を 担 わ せ て い た だ く こ と に な り ま し た が 、 こ れ も ひ と え に 町 民 の た め 、 そ し て 議 員 の 皆 様 と

と も に 、 愚 直 に 謙 虚 に 一 歩 一 歩 歩 ん で き た こ と を 評 価 し て い た だ い た も の と 責 任 を 重 く 感 じ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。

平 成 二 十 八 年 度 は 二 期 目 の 本 格 的 な ス タ ー ト に な る こ と か ら 、 一 期 目 の 成 果 を 踏 ま え 、 町 民 が 主 役 の 活 力 あ る ま ち づ く

り を さ ら に 進 め て ま い り ま す 。 そ の た め に は 公 約 に 掲 げ ま し た 強 い 産 業 を 育 て る 町 、 生 き 生 き と 暮 ら せ る 町 、 若 い 世 代

が 希 望 を か な え る 町 、 み ん な で 支 え 合 う 町 、 子 供 た ち が 輝 く 町 の 五 つ を 柱 と し 、 地 方 創 生 や 人 口 対 策 と い っ た 新 し い 課

題 に も 積 極 的 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 さ ら に 、 町 民 参 加 型 の ま ち づ く り を 進 め る た め 、 人 づ く り に も 取 り 組 み 、 地 域

の六次産業化を推進する人材の育成などを進めてまいります。  

  平成二十八年度の重点事業といたしましては、地方創生や公約の一つ、強い産業を育てる町、あるいは人づくりとも関

連 す る 藤 崎 町 農 産 物 拠 点 づ く り の 実 施 設 計 や 町 の 文 化 芸 術 の 発 展 を 図 る た め 、 残 さ れ て い る 町 文 化 セ ン タ ー の 大 規 模 改

修 を 年 次 計 画 を 考 慮 し な が ら 進 め た い と 考 え て い ま す 。 個 々 の 施 策 や 予 算 等 に つ い て は 、 今 後 二 十 八 年 度 当 初 予 算 の 編

成 過 程 に お い て 検 討 し て ま い り ま す が 、 予 算 の 根 幹 を な す 地 方 交 付 税 は 今 年 度 よ り 合 併 算 定 替 え が 始 ま り 、 今 年 度 は 四

千 二 百 万 円 余 り が 減 額 さ れ て お り ま す 。 平 成 二 十 八 年 度 は こ の 合 併 算 定 替 え に 加 え 、 交 付 税 全 体 も 減 額 さ れ る こ と か ら 、

今 年 度 の 交 付 税 よ り 二 億 六 千 万 円 余 り の 減 額 が 見 込 ま れ て い ま す 。 ま た 、 今 年 度 末 に お け る 一 般 会 計 の 起 債 残 高 は 百 二

十 四 億 四 千 万 円 余 り と な り 、 財 政 健 全 化 の 面 で も 決 し て 良 好 と は 言 え ま せ ん 。 こ の よ う な 厳 し い 状 況 下 で は あ り ま す が 、

町 民 が 主 役 の 活 力 あ る ま ち づ く り を 実 現 す る た め に 最 小 の 予 算 で 最 大 の 効 果 を 発 揮 で き る よ う 、 町 が 真 に 進 め る べ き 事

業を厳選し、進めてまいりたいと考えております。  

  以上、阿部議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  
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  一番阿部祐己君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより一番阿部祐己君に再質問を許します。阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  まずは、所得制限撤廃についての再質問ですが、今現在の医療費助成制度の対象外に当たる方は、就学前、小中学生で

は 何 名 ほ ど い る の か 。 ま た 、 就 学 前 、 小 中 学 生 ま で の 所 得 制 限 を 撤 廃 し 、 な く し た 場 合 の 追 加 予 算 を お 聞 か せ く だ さ い 。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。まず、対象者でございますが、小学校就学前の対象者が六百三十七名おりまして、現在子ども医療

費 助 成 事 業 の 認 定 さ れ て い る 方 が 五 百 二 十 名 、 そ れ 以 外 の 方 が 百 十 七 名 で ご ざ い ま す 。 小 学 生 に つ き ま し て は 、 対 象 者

が 六 百 四 十 一 名 で 、 認 定 さ れ て い る 方 が 四 百 三 十 七 名 、 こ の う ち 所 得 制 限 該 当 者 が 百 七 十 名 、 そ れ と 更 新 忘 れ や 申 請 さ

れ て い な い 方 等 が 三 十 四 名 で す 。 中 学 生 で す が 、 対 象 者 が 三 百 四 十 一 名 、 認 定 者 が 二 百 八 名 、 所 得 制 限 該 当 者 が 九 十 七

名 、 更 新 忘 れ や 未 申 請 者 が 三 十 六 名 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 こ れ ら の 現 在 受 給 資 格 証 を お 持 ち で な い 子 供 さ ん も 含 め

て 全 員 に 受 給 資 格 証 を 交 付 し た 場 合 、 追 加 の 予 算 の 見 込 み と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 小 学 校 就 学 前 に お い て は 三 百 六

十 一 万 円 余 り 、 小 学 生 に お い て は 二 百 六 十 六 万 円 余 り 、 中 学 生 に お い て は 九 十 一 万 円 余 り で 、 追 加 と 思 わ れ る 医 療 費 の

合 計 は お よ そ 七 百 十 八 万 円 余 り で 、 さ ら に こ れ に 初 年 度 に お い て は シ ス テ ム の 改 修 が 必 要 と な り ま す の で 、 そ れ が 約 百

八十九万円ほど見込んでおります。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部祐己君。  
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○一番（阿部祐己君）  

  小学生の高学年、そしてさらには中学生ともなりますと、体もつくられてきており、病院にかかる回数も減ってくると

は 思 い ま す 。 先 ほ ど の 予 算 を 見 て も 、 就 学 前 、 小 学 校 、 中 学 校 と い く と だ ん だ ん 減 っ て き て い る の は 数 字 で 見 て も わ か

る と お り で あ り ま す 。 財 政 的 に も 厳 し い 状 況 で あ り ま す が 、 厳 し い 中 か ら で も 所 得 制 限 の 撤 廃 に つ い て は 、 こ れ は 前 向

き に 考 え て い た だ き た い と 。 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 で は 、 所 得 制 限 の 撤 廃 に つ い て は 前 向 き に 検 討 し て ま い り た い と い う お

答 え で し た が 、 町 長 、 こ の 所 得 制 限 の 撤 廃 、 こ れ を 進 め て い く の は 今 だ と 思 い ま す 。 他 町 村 で は 進 ん で い る と い う の は

事 実 で あ り ま す か ら 、 藤 崎 町 で の 少 子 化 問 題 そ し て 人 口 減 少 問 題 の 解 決 の 一 つ に な る か も し れ な い 、 子 育 て し や す い 環

境 づ く り 、 そ の 実 現 の た め に も 当 町 も で き る こ と な ら 来 年 度 か ら で も 実 施 で き る よ う に 進 め て い た だ き た い と 思 い ま す 。

いま一度お聞きしますが、当町での実施の検討はいつなのか、お尋ねいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  全国、今、千七百十八市町村があるんですね。ここで生まれてそういう窓口負担ゼロ、ここでは何もやっていないと、

私 は こ れ は 片 手 落 ち だ と 思 う ん で す よ 。 藤 崎 だ け の こ と を お っ し ゃ っ て い ま す け れ ど も 、 私 は 例 え ば 国 会 議 員 で の 全 体

の 重 点 要 望 の 会 議 、 あ る い は 県 へ の 重 点 要 望 の 会 議 の と き 、 淡 々 と そ の お 話 を し て い る ん で す ね 。 こ れ は 地 方 交 付 税 の

算 入 を 少 し 目 減 り さ せ て も 、 国 を 挙 げ て や る べ き だ と 。 そ れ が 公 平 な 行 政 と い う も の じ ゃ な い で す か と 。 ま ず そ れ を こ

れからも一旦、これからも継続していろいろ要望していきます。  

  ただ、我が町のことに限りましては、一期目、段階を踏んでやってきました。確かにその窓口負担ゼロ、恩恵を受けて

い る 子 育 て 支 援 の 家 庭 が 約 七 〇 ％ ち ょ っ と 超 え て い ま す け れ ど も 、 た だ 、 一 人 二 人 三 人 と 生 ん で い た だ き た い わ け で す
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よ ね 。 育 て て い た だ き た い わ け で す よ 。 万 が 一 の と き に け が が あ っ た り 病 気 に な っ た と き は 窓 口 負 担 ゼ ロ 、 所 得 撤 廃 す

る と い う こ と は 、 私 は 当 初 の 考 え 方 で あ り ま す の で 、 財 政 担 当 と 、 あ る い は 子 育 て 支 援 の 住 民 課 と か あ る い は 学 務 課 と

か、いろいろ検討して、次年度から対応できるような形で検討してまいりたいと考えております。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  国でそうやって決めていくというのは、もちろんそれは進んでもらいたいんですけれども、当町としては先に続いてい

く 人 口 減 少 な ど の た め に も 町 で 、 町 か ら は こ こ を 進 ん で や っ て い く ん だ と い う と こ ろ を や っ て い け れ ば と 私 は 思 っ て い

ますが、そこはなるたけ早い実施をしていただけたらと要望しまして、その質問についてはこれで終わります。  

  続きまして、幼保教育、そして認定こども園についての再質問といたしますが、先ほど第一の質問で幼児教育について

町 長 の 考 え を お 願 い す る と 言 っ た ん で す が 、 そ の こ と に つ い て ち ょ っ と 答 弁 な さ っ て い な か っ た の で 、 私 は 大 事 な こ と

だと思っていたんですが、町長のお考えを聞かせてください。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今はオギャーと生まれてゼロ歳児から保育所に預かったりする家庭、共稼ぎが多うございます。よって、国がこの認定

こ ど も 園 を 開 設 、 強 化 す る と い う の は ち ょ っ と 遅 か っ た の で な か ろ う か な と 思 っ て も い ま す 。 た だ 、 我 が 町 の 現 状 を 見

る と 、 七 つ の 保 育 所 、 そ し て 一 つ の 幼 稚 園 、 い わ ゆ る 運 動 会 や ら 入 園 式 や ら 卒 園 式 や ら 、 非 常 に 呼 ば れ て 私 欠 か さ ず 行

っ て い ま す け れ ど も 、 あ の 子 供 た ち の 児 童 生 徒 の 皆 さ ん の 発 表 を 見 れ ば 、 教 育 な さ れ て い ま す 。 ま さ し く な さ れ て い ま
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す 。 つ く し 会 で は も う 卒 園 式 に な れ ば 、 あ の 小 さ い 子 供 た ち が 鼓 笛 隊 や っ て 、 礼 儀 正 し く 入 場 し て き て 、 こ れ は 大 人 に

も 見 せ た い ぐ ら い 、 ま ね し て い た だ き た い ぐ ら い 、 そ の ぐ ら い 一 生 懸 命 教 育 な さ れ て い ま す 。 で す か ら 、 七 つ の 保 育 所 、

そ れ か ら 一 つ の 幼 稚 園 、 そ し て 我 が 町 の 子 育 て 支 援 す る 担 当 課 の 人 た ち の 横 の 連 携 を さ ら に 強 化 し て 、 少 し で も 早 い 時

期 に 各 法 人 が こ の 認 定 こ ど も 園 を 設 置 す る よ う な 形 で 働 き か け て い き た い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 た だ 、 基 本 は 私 は 子 育

て は 家 庭 に あ る と 思 っ て い ま す 。 家 庭 の 教 育 が お ろ そ か に な っ て 、 保 育 所 に 任 せ た り 、 学 校 に 任 せ た り と い う の は 、 こ

れ は い か が な も の か な と 。 で す か ら 、 家 庭 と 保 育 所 あ る い は 学 校 、 地 域 と 連 携 を 組 ん で 、 地 域 の 宝 で あ る 子 供 た ち を 育

むということをこれからさらに強化していきたいと思ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  町長の考えと私も同じ考えであります。家庭の教育、そこが一番大事なところだと私もそれは思っています。しかし、

二 点 目 の 認 定 こ ど も 園 の 設 置 に つ い て お 尋 ね し ま し た と こ ろ 、 各 法 人 の 意 向 を 尊 重 す る と い う 答 弁 で あ り ま し た 。 私 の

質 問 で も あ り ま し た よ う に 、 行 政 が か か わ り 合 い を 持 た な け れ ば 、 そ れ は 前 に 進 ん で い か な い と 申 し 上 げ て い る の に 、

や っ ぱ り そ こ は も っ と 行 政 か ら も 手 を 入 れ て 主 導 し て い く と い う こ と も で き る ん じ ゃ な い か と い う 思 い で あ り ま す 。 な

ので、この意向を尊重するという答弁には少し残念でありました。  

  平成二十四年八月の子ども・子育て関連法では、保護者が子育てについて第一義的責任を有するという基本的認識のも

と に 、 乳 児 の 学 校 教 育 、 保 育 、 地 域 の 子 育 て 支 援 を 総 合 的 に 推 進 す る と し て お り ま す 。 そ し て 、 市 町 村 は 地 域 の ニ ー ズ

に 基 づ き 、 計 画 を 策 定 し 、 国 、 県 は そ れ を 支 え る と な っ て い ま す 。 あ く ま で も 、 こ れ は 市 町 村 の 計 画 な の で あ り ま す 。

そ し て 、 も う 一 つ は 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 設 置 を し て 、 支 援 事 業 計 画 を 作 成 す る よ う に と の 要 請 が あ る は ず で す 。 子 ど
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も ・ 子 育 て 会 議 は 、 聞 い た と こ に よ れ ば 、 県 内 四 十 市 町 村 全 て で 設 置 さ れ て い る と 聞 い て お り ま す 。 で す か ら 、 当 然 我

が 町 に も あ る わ け で す 。 町 で で も 既 に 民 間 委 譲 し た か ら 法 人 の 問 題 で あ っ て も う 関 係 な い と い う こ と で は な く 、 先 ほ ど

も 言 い ま し た が 地 域 の ニ ー ズ を 受 け 入 れ 、 も ち ろ ん 町 長 も 幼 児 の 教 育 は 必 要 で あ る と 言 っ て い る の で す か ら 、 こ の 新 制

度 を 有 効 に 活 用 し て い く べ き か な と 考 え て い ま す 。 平 成 十 八 年 当 初 の 認 定 こ ど も 園 の 設 置 数 は や は り 余 り 芳 し く な か っ

た よ う で す が 、 現 在 の 新 制 度 に よ り 保 護 者 に も 使 い や す く 、 法 人 に も 利 点 が よ く な っ た と い う 点 で 全 国 で 認 定 こ ど も 園

が 増 加 し て い っ た と の こ と で あ り ま す 。 い ま 一 度 、 幼 児 教 育 に つ い て 慎 重 に 考 え な が ら も 、 行 政 の 意 見 を も 各 法 人 に 伝

え て い け れ ば な と 思 っ て い ま す 。 新 制 度 の 導 入 で 、 幼 児 を 育 て る 保 護 者 は 審 査 な ど な く 、 誰 で も 預 け る こ と が で き る よ

う に な る ん で す 、 こ の 認 定 こ ど も 園 は 。 今 す ぐ に 全 箇 所 で 設 置 と は い き ま せ ん け れ ど も 、 ま ず は モ デ ル と し て 一 カ 所 認

定 こ ど も 園 の 設 置 を 考 え て い く と い う こ と は で き る の で は な い か と 思 い ま す 。 せ っ か く 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 が 設 置 さ れ

ているわけですから、そのことについて町と各法人とで協議していただく場を設けると、それを強く要望いたします。  

  続きまして、通学路整備についての再質問となりますが、質問しました藤崎小学校正門前の信号機については、ことし

七 月 に 弘 前 警 察 署 と 合 同 で 通 学 路 の 危 険 箇 所 点 検 実 施 し て い た だ い た と の こ と で す が 、 町 と し て も 危 険 箇 所 で あ る と い

う こ と は 認 識 は し て い る わ け で す 。 た だ 、 こ の 信 号 機 設 置 に つ い て は い ろ い ろ な 条 件 が あ る と い う こ と は 承 知 い た し ま

し た 。 で す が 、 ド ラ イ バ ー 注 意 喚 起 の た め に 中 央 線 な ど に 引 い て い る 白 い ラ イ ン 、 白 線 な ど で 今 あ る 横 断 歩 道 の 手 前 に

少 し 凹 凸 を つ け た ラ イ ン や 、 ま た は 問 題 重 複 し ま す が 、 横 断 歩 道 の 前 後 に カ ラ ー 舗 装 及 び 塗 装 は で き る の で は な い で し

ょうか。  

  そして、続けて進みますけれども、通学路カラー舗装及びカラー塗装ですね、通学路の、縁石ブロックのない通学路に

お い て は 町 全 体 を 見 て の カ ラ ー 舗 装 及 び カ ラ ー 塗 装 の 設 置 に こ れ は 検 討 し て い た だ き た い な と 思 い ま す 。 実 際 、 板 柳 町

で は 事 故 の 多 い 交 差 点 内 を ド ラ イ バ ー 注 意 喚 起 の た め に 黄 色 で カ ラ ー 舗 装 し た と 、 何 日 か 前 の 新 聞 で 書 か れ て お り ま し
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た。こういったことも視野に入れて協議していただきたいと思うんですが、町長いかがでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  非常に今までいろんな議員いますけれども、このことを質問した議員は阿部議員が初めてでございまして、まさしくＰ

Ｔ Ａ の 現 職 の 会 長 を や っ て い る だ け あ る な と 、 そ う い う 思 い で 感 心 し て ご ざ い ま す 。 確 か に こ の 間 ま で 保 育 所 に い た 方

が 小 学 校 一 年 生 に な っ た り す れ ば 、 非 常 に 交 通 教 育 も ま た 必 要 で す け れ ど も 、 少 し で も ド ラ イ バ ー の 皆 さ ん に 注 意 喚 起

を 与 え る よ う な カ ラ ー 塗 装 と か は 全 国 的 に や っ て き て い る と い う 解 釈 を 私 は し て い ま す 。 で す か ら 、 早 速 、 防 災 上 の 総

務 課 あ る い は 学 務 課 、 そ し て ま た 年 配 の 方 も 生 涯 学 習 課 と か 福 祉 課 も 絡 み ま す の で 、 早 速 協 議 に 入 ら せ ま す 。 そ し て 、

次 年 度 の 予 算 で ど の ぐ ら い で き る か 、 ち ょ っ と 検 討 さ せ て み ま す 。 そ し て 、 少 し で も 早 い 機 会 に ド ラ イ バ ー の 安 全 意 識

を高めるための施策を少しずつ講じていきたいと、そういう思いでこれから鋭意努力してまいります。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  まことにありがたい答弁です。早速来年度から協議していくということをお答えいただき、うれしく思います。ありが

とうございます。  

  続いて、冬期間の通学路の確保についてですが、これにつきましては当町でも小型ローリー除雪機による歩道、通学路

の 除 雪 も 行 っ て い る と い う こ と を 答 弁 い た だ き ま し た 。 八 ・ 三 キ ロ と い う 結 構 な 距 離 で あ り ま す が 、 地 域 住 民 そ し て 児

童生徒の安全な歩行のために今後もこれを継続させていただきたいと、これをお願いいたします。  
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  続きまして、教育問題についてであります。先ほど町長の答弁で、学力向上だけではなく子供たちの成長を図るため総

合 的 に 取 り 組 ん で い る こ と は 伺 い ま し た が 、 そ の 中 で 町 の 指 針 を 具 現 化 す る た め に 学 習 教 室 の 開 催 、 幾 つ か の 施 策 を 挙

げ て お り ま し た 。 そ こ で 、 学 習 教 室 の 内 容 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 配 置 状 況 、 学 習 支 援 員 の 役 割 、 配 置 数 、 さ ら に は そ の ほ か 町

独自で行っている施策があればお聞かせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。ただいまの質問で学習教室の内容、それからＩＣＴ機器の配備状況、また学習支援員の役割と配置

数 、 そ の 他 町 独 自 の 施 策 と い う こ と で あ り ま し た け れ ど も 、 学 習 教 室 に つ き ま し て は 三 小 学 校 の 希 望 す る 児 童 を 対 象 と

い た し ま し て 、 町 文 化 セ ン タ ー と 常 盤 生 涯 学 習 文 化 会 館 を 会 場 と い た し ま し て 、 月 二 回 の 土 曜 日 、 ま た 長 期 休 業 期 間 は

休 み 当 初 の 四 日 間 で 開 催 し て お り ま す 。 実 績 と い た し ま し て は 、 こ れ ま で 二 十 回 開 催 い た し ま し て 、 延 べ 四 百 六 十 六 人

の 児 童 が 参 加 し て お り ま す 。 来 年 度 は 物 づ く り 等 の 体 験 活 動 も 交 え な が ら 、 子 供 た ち に 総 合 的 な 学 習 の 場 を 提 供 す る こ

とも計画しております。  

  次に、ＩＣＴ機器の配備についてでありますが、町では児童生徒の学習の興味や関心、理解力を高めるため、また将来

へ 向 け て の 情 報 活 用 能 力 の 育 成 の た め に 、 小 中 学 校 へ 電 子 黒 板 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー 、 タ ブ レ ッ ト 、 デ ジ タ ル 教 科 書 な

どを積極的に導入しているものであります。  

  次に、学習支援員についてでありますが、役割といたしましては学習面や行動面で特別な配慮を必要とする子供たちへ

の 支 援 で あ り ま し て 、 各 小 学 校 へ 三 名 、 中 学 校 へ は 二 名 配 置 し て お り ま し て 、 近 隣 の 市 町 村 に 比 べ ま す と 手 厚 く 配 置 し

ているような状況でございます。  
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  最後に、町独自に行っている施策ということでありますが、教師の姿勢が子供たちの成長度を左右することから、町事

業 改 善 の た め の 検 討 会 議 を 設 置 し て お り ま し て 、 教 師 み ず か ら 指 導 方 法 の 検 討 、 改 善 に 向 け 、 わ か る 授 業 の 展 開 に 努 め

る よ う 、 先 進 県 で あ り ま す 秋 田 県 の 授 業 の 視 察 研 修 を 行 っ て お り ま す 。 ま た 、 家 庭 学 習 の 習 慣 化 を 目 的 と い た し ま し て 、

住 民 課 と 連 携 い た し ま し て 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ で の 学 習 時 間 の 設 定 や 家 庭 に お け る 学 習 の 方 法 や 内 容 を 示 し た 家 庭 学 習

の手引きを作成いたしまして配布しているものであります。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  ありがとうございます。教育の充実を図るために、学校、家庭、地域と一体感を持って取り組んでいるということは大

変 あ り が た く 思 い ま す 。 私 も 質 問 の 中 で 言 っ て お り ま し た が 、 ま ち づ く り は 教 育 な ん だ と 。 町 長 の 目 指 す 町 民 が 主 役 の

活 力 あ る ま ち づ く り 、 こ れ を 実 現 さ せ る の も 人 で あ り 、 ま ち づ く り は 人 づ く り 、 人 づ く り は 教 育 で あ り ま す か ら 、 引 き

続き教育の充実にご尽力くださいますようお願い申し上げます。  

  続いて、町重点事業についてでございますが、町長が掲げる町民が主役の活力あるまちづくり、そのための強い産業を

育 て る 町 、 生 き 生 き と 暮 ら せ る 町 、 若 い 世 代 が 希 望 を か な え る 町 、 み ん な で 支 え 合 う 町 、 子 供 た ち が 輝 く 町 、 も ち ろ ん

我 々 町 民 一 同 も そ れ を 望 ん で い る わ け で す 。 町 民 一 人 一 人 が 手 を 取 り 合 っ て 、 新 生 藤 崎 町 実 現 の た め に と も に 進 ん で い

きたいと思っています。  

  そこで、平成二十八年度の町重点事業についてお答えいただきました。藤崎農産物拠点づくりの実施設計とありました

が 、 具 体 的 に ど う い う も の な の か 、 こ れ を お 尋 ね い た し ま す 。 ま た 、 文 化 セ ン タ ー の 大 規 模 な 改 修 計 画 と あ り ま し た が 、

大 規 模 な 改 修 と は ど の ぐ ら い の レ ベ ル な の で あ る か 、 閉 館 し て ま で 改 修 す る の か 、 そ う い う ど の ぐ ら い の レ ベ ル か と い
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うところをお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  まず、一点目の強い産業を育てるために、平成二十四年度からいろいろ商業のプロジェクトチームから立ち上げて検討

し て き た 農 産 物 拠 点 づ く り で ご ざ い ま す 。 こ れ は 七 号 線 に 面 し て い る 食 彩 と き わ 館 、 非 常 に あ の ス ペ ー ス で 青 森 と か 五

所 川 原 と か 、 あ る い は 黒 石 と か 弘 前 と か 、 郊 外 か ら 非 常 に 人 が 入 っ て 、 あ の ス ペ ー ス で 年 間 一 億 四 、 五 千 万 ぐ ら い の 農

産 物 を 中 心 に 販 売 し て い る と い う こ と で 、 残 念 な が ら 我 が 町 は 七 号 線 、 三 三 九 号 線 、 あ る い は 奥 羽 本 線 、 五 能 線 を 有 し

て い な が ら 、 ち ょ っ と 南 に は 弘 前 、 あ る い は 北 に は 県 都 青 森 と い う こ と で 、 交 通 の 要 所 で あ り な が ら ち ょ っ と 通 過 点 に

な っ て い る と い う こ と が ま ず 一 つ 。 そ れ か ら 、 四 年 前 の 就 任 し た 当 時 か ら 、 確 か に リ ン ゴ の ふ じ 発 祥 の 地 で も あ り ま す 。

あ る い は 常 盤 地 区 で は も う 有 機 米 と い う こ と で 、 年 間 、 首 都 圏 の 生 協 さ ん に 三 万 俵 供 給 し て い る ん で す が 、 そ れ で も ま

だ 足 り な い と い う ぐ ら い お い し い お 米 を つ く る 産 地 で も あ り ま す 。 あ る い は ま た 、 日 本 一 の 良 質 な と き わ に ん に く と か 、

あ る い は 赤 い た ま ご と か 、 非 常 に 優 秀 な 農 産 物 も た く さ ん あ る の も 事 実 で ご ざ い ま す 。 し か し 、 稲 作 農 家 が 非 常 に 先 行

き 不 透 明 だ と い う こ と で 、 私 は そ の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム に 将 来 の 稲 作 農 家 複 合 経 営 を 目 指 し な が ら も 拠 点 づ く り を し て 、

少 し で も 農 家 所 得 を ふ や す た め の 準 備 を 進 め て き た わ け で す 。 で す か ら 、 ス ペ ー ス の 拡 幅 は も ち ろ ん の こ と 、 藤 崎 町 を

発 信 す る よ う な ち ょ っ と し た テ ー マ 、 あ る い は 我 が 町 の 食 材 を 活 用 し た ち ょ っ と し た フ ー ズ 的 な こ と も ひ っ く る め て 、

今 基 本 構 想 案 が ま と ま り つ つ ご ざ い ま す 。 こ れ か ら 多 く の 町 民 、 あ る い は 議 員 各 位 の 皆 さ ん か ら も 貴 重 な ご 意 見 を 聞 き

な が ら 、 近 い 将 来 、 そ れ を 用 意 ド ン か か っ て 、 や っ て い が っ た な と 、 そ う い う よ う な 思 い で 今 、 鋭 意 努 力 し て い る と こ

ろでございます。  
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  それから、一期目四年間で非常に政治力の結集を図って、町民の皆さんのご支援のおかげで、五十歳にして七回目の当

選 し て い る 今 自 民 党 七 役 を 務 め て い る 、 広 報 本 部 長 を 務 め て い る 木 村 太 郎 先 生 、 あ る い は あ な た の お 父 さ ん で あ る 阿 部

広 悦 県 議 会 議 員 、 非 常 に 町 の 農 村 整 備 や ら 、 あ る い は 小 学 校 の 改 築 工 事 や ら 、 あ る い は 国 土 交 通 省 の 補 正 予 算 絡 み の 防

雪 具 や ら 、 こ の 四 年 間 で こ と ご と く そ の 政 治 力 の 結 集 を 図 っ て 整 備 し て き ま し た 。 そ れ で 平 成 二 十 五 年 、 平 成 二 十 六 年 、

二 カ 年 活 用 し て 、 い わ ゆ る 元 気 交 付 金 八 億 五 千 五 百 万 円 と い う の は 青 森 県 で 一 番 の 交 付 率 決 定 で す 。 こ れ で 常 盤 の 老 人

福 祉 セ ン タ ー の 全 面 改 修 、 あ る い は 隣 の ス ポ ー ツ プ ラ ザ 、 あ る い は 常 盤 地 区 の ト レ セ ン 、 あ す か 、 ず ー む 館 の 改 修 工 事

や り ま し た け れ ど も 、 こ の 隣 の 地 区 、 二 十 年 た つ 文 化 セ ン タ ー が 二 十 年 で 雨 漏 り 発 見 し た り 、 あ る い は 機 械 設 備 、 空 調

の 故 障 し た り 、 あ る い は 壁 の ゆ が み と か 、 あ る い は 音 響 と か 照 明 と か の 老 朽 化 も 進 ん で き て い る と い う こ と で 、 来 年 と

再 来 年 二 カ 年 か け て 全 面 改 修 を 図 っ て い き た い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 極 力 、 館 内 は 使 っ て ぎ り ぎ り の と こ ろ で 中 を 修 繕

か け る と き は 多 少 何 カ 月 か 休 む と い う 形 に な る と 思 い ま す け れ ど も 、 そ れ も 今 、 担 当 課 、 生 涯 学 習 課 を 中 心 に 、 余 り 休

館 し な い よ う な 方 向 で 進 め る た め の 準 備 段 階 に 入 っ て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 で す か ら 、 す な わ ち 来 年 度 の 予 算

にはその実施設計及び一部の建設補修工事の財源も計上して、その整備に当たっていきたいと思ってございます。  

  ただ、ハード事業はそういうのありますけれども、私は阿部議員がおっしゃったように、やっぱり人づくりこそが私は

ま ち づ く り の 基 本 だ と 思 っ て い ま す 。 で す か ら 、 産 業 、 子 供 た ち は も ち ろ ん の こ と 、 あ ら ゆ る 分 野 で 人 づ く り 形 成 の た

め の 教 室 あ る い は 勉 強 会 、 そ う い う こ と を 継 続 的 に や っ て 、 全 体 で 我 が 町 を つ く っ て い こ う と い う よ う な 機 運 を 盛 り 上

げ て 、 町 民 一 人 一 人 も 自 分 で 参 画 し て い た だ い て 、 そ の よ う な ソ フ ト 事 業 も も っ と さ ら に 強 化 し て 進 め て い き た い と 思

ってございます。ありがとうございました。  

○議長（野呂日出男君）  

  阿部祐己君。  
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○一番（阿部祐己君）  

  最初の農産物拠点づくりのための施設ということで、これは藤崎町をＰＲするための大事な施設になっていくと思いま

す 。 こ れ か ら 進 め て い く に 当 た り 、 慎 重 に 協 議 し て い た だ い て 進 め て い く よ う 要 望 い た し ま す 。 そ し て 、 文 化 セ ン タ ー

の 改 修 で す が 、 改 修 し な け れ ば な ら な い と こ ろ は 改 修 と な り ま す 。 補 修 で 済 む と こ ろ は 補 修 で と 、 そ こ の と こ ろ は し っ

かりと見きわめて、来ていただく町民の皆様にご迷惑のかからないように進めていただきたいなと思います。  

  その付随する答弁でありました予算についてですが、今年度より地方交付税の合併算定替え及び交付税全体の減額合わ

せ て 二 億 六 千 万 円 減 額 と の こ と で し た 。 こ う し た 厳 し い 財 政 下 で 進 め よ う と し て い る の で す か ら 、 先 ほ ど も 言 い ま し た

が慎重に協議していただいて、最善な方向に向かっていけるように強く要望を申し上げます。  

  二宮尊徳の言葉でこういう言葉があるんですが、入るをもって出るをはかる。これは財政学の基本中の基本とされるこ

とです。これをもちまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで一番阿部祐己君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、十三番浅利直志君に一般質問を許します。十三番浅利直志君。  

     〔十三番  浅利直志君  登壇〕  

○十三番（浅利直志君）  

  こんにちは。議長の許しを受けまして、一般質問を行います。日本共産党の浅利直志です。  

  傍聴の方、お疲れさまでございます。十月実施の町議選では、町議会に私も送り出していただきまして本当にありがと

う ご ざ い ま し た 。 今 後 と も 町 民 の 願 い 、 そ し て 初 心 を 、 私 自 身 の 初 心 も 大 切 に し な が ら 、 憲 法 が 生 き る 時 代 と 社 会 を 目

指して、改めて責任を痛感しているところでございます。  
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  さて、二〇一五年、平成二十七年九月十九日未明の安倍自公政権の安保法制の強行可決は、戦後の日本の歩みを大きく

転 換 す る も の で 、 私 と し て は 断 じ て 容 認 で き な い も の で あ り ま す 。 憲 法 九 条 を い わ ば 踏 み つ け に し 、 一 刻 た り と も 放 置

で き る 状 況 で は な い と 思 っ て お り ま す 。 ど の よ う な 政 権 で あ っ て も 、 国 民 か ら 負 託 さ れ て い る の は 憲 法 に 従 っ て 政 治 を

行 う こ と 、 つ ま り こ れ が 立 憲 主 義 と い う も の で は な い で し ょ う か 。 選 挙 で 多 数 を と れ ば 何 を や っ て も 許 さ れ る と か 、 あ

る い は ま た 何 を や っ て も よ い と い う の は 単 な る 多 数 決 主 義 で あ り 、 民 主 主 義 の 否 定 や 、 ひ い て は 独 裁 政 治 の 道 を 開 く も

の に な ら ざ る を 得 な い の で は な い で し ょ う か 。 国 民 主 権 、 こ れ か ら が 本 当 に 国 民 主 権 が 問 わ れ る も の だ と 思 っ て お り ま

す 。 最 終 的 に は 国 政 選 挙 で 決 着 を つ け な け れ ば な り ま せ ん が 、 権 力 者 の 憲 法 破 り は 国 民 が 裁 く ほ か 道 は あ り ま せ ん 。 日

本 共 産 党 は 来 年 実 施 さ れ る 参 議 院 選 挙 で の 野 党 の 選 挙 協 力 を 呼 び か け て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 必 ず 野 党 の 共 闘 と い

う 声 に 応 え て 誠 実 に 努 力 し て い く つ も り で ご ざ い ま す 。 共 産 党 自 身 も 変 わ ら な け れ ば い け な い と い う 思 い を 持 っ て も お

り ま す 。 戦 争 法 廃 止 、 立 憲 主 義 を 取 り 戻 す 新 し い 政 治 実 現 の た め に 力 を 合 わ せ て 今 後 と も 努 力 し て い き た い と 思 い ま す

が、最大の鍵は世論と運動の力だと思っております。  

  それでは、質問通告に沿いまして一般質問いたします。まず最初に、町長の政治姿勢と行政運営について質問いたしま

す 。 本 年 十 月 五 日 、 環 太 平 洋 連 携 協 定 、 Ｔ Ｐ Ｐ 交 渉 が 大 筋 合 意 し た と す る 閣 僚 声 明 が 発 表 さ れ ま し た 。 今 後 の 地 域 の 農

業 ば か り で な く 、 全 て の 産 業 に 大 き な 影 響 を 与 え る 協 定 の 内 容 に つ い て 、 そ の 影 響 に つ い て 町 長 に 質 問 い た し ま す 。 Ｔ

Ｐ Ｐ に つ い て 国 会 決 議 で は 、 農 産 品 重 要 五 品 目 に つ い て は 、 つ ま り 米 、 麦 、 牛 肉 、 豚 肉 、 乳 製 品 、 甘 味 資 源 に つ い て は 、

関 税 の 撤 廃 や 削 減 も 行 わ な い と い う 例 外 措 置 を 求 め 、 こ れ が 満 た さ れ な い 場 合 は 交 渉 か ら の 撤 退 も 明 記 し て お る と こ ろ

で あ り ま し た 。 し か し 、 大 筋 合 意 は 重 要 五 品 目 の 三 割 の 関 税 を 撤 廃 す る こ と に な り 、 国 内 米 消 費 量 が 毎 年 約 八 万 ト ン 以

上 減 少 す る 状 況 も 生 ま れ 、 ア メ リ カ 、 オ ー ス ト ラ リ ア 産 の 別 枠 の 主 食 用 米 の 米 の 輸 入 は さ ら な る 米 価 下 落 を 招 く お そ れ

が あ る の で は な い で し ょ う か 。 高 級 豚 肉 は 十 年 で 関 税 撤 廃 、 牛 肉 も 十 五 年 後 ま で に は 関 税 を 三 八 ・ 五 ％ か ら 九 ％ に な る
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と 、 交 渉 は 譲 歩 に 次 ぐ 譲 歩 で は な か っ た の か 。 ま た 、 生 果 の リ ン ゴ に つ い て も 現 行 一 七 ％ か ら 十 一 年 目 に 関 税 撤 廃 、 リ

ン ゴ 果 汁 は 現 在 も 輸 入 品 の 割 合 が 八 割 を 超 え て い る と さ れ て い ま す が 、 こ の 上 生 果 や 果 汁 と も に 課 税 が 撤 廃 さ れ た と い

う こ と を 十 年 後 に 考 え ま す と 、 地 域 の 特 産 品 の 影 響 や 打 撃 、 そ う い う も の が 大 き く 影 響 さ れ る と い う ふ う に 考 え て 取 り

組んでいかなければならないことではないでしょうか。  

  新聞報道によりますと、町長は貿易立国である日本にとってはＴＰＰ大筋合意は評価しているというふうにも報道され

て い る よ う で あ り ま す が 、 改 め て 町 長 に 質 問 い た し ま す 。 Ｔ Ｐ Ｐ 大 筋 合 意 に つ い て の 評 価 と 米 、 リ ン ゴ 産 業 な ど へ の 影

響についてどのような見解なのか、お聞きいたします。  

  次に、地域の雇用をつくり出していく、そして雇用を維持していく取り組みについて質問いたします。米づくり農家が

希望の持てる施策についてどのようにお考えなのか、お聞きいたします。  

  次に、リンゴ農家の後継者づくりの取り組みについてもあわせてお聞きいたします。  

  次に、まち・ひと・しごと事業においても産業を育てることが今後求められている重要な課題でございます。町の中小

企 業 及 び 小 規 模 事 業 所 も 町 の 働 く 場 を 確 保 す る こ と に と っ て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 現 在 の 既

存 の 商 店 街 の 、 頑 張 っ て は い る け れ ど も 、 商 店 街 と し て の 衰 退 、 後 継 者 不 在 な ど さ ま ざ ま な 課 題 を 抱 え て お り ま す 。 地

元 の 人 の 地 元 企 業 の 雇 用 を 企 業 会 な ど に お い て こ れ ま で も お 願 い し て い る と こ ろ で あ る と 聞 い て お り ま す け れ ど も 、 若

い 人 の 早 期 退 職 の 問 題 な ど 、 課 題 を 抱 え て い る 現 状 だ と も 聞 い て お り ま す 。 そ こ で 、 自 治 体 と し て も 仕 事 起 こ し が 必 要

な 時 代 に な っ て お り ま す が 、 そ こ で お 聞 き し た い 地 域 の 産 業 や リ ー ダ ー 、 後 継 者 育 成 も 大 き な 宿 題 で あ り 、 課 題 で あ る

と 思 い ま す 。 町 と し て ど の よ う な 基 本 姿 勢 で 臨 む の か 、 そ の た め の 、 特 に 地 元 中 小 企 業 の 技 術 者 研 修 、 あ る い は ま た 各

種資格取得に対する支援についてどのような取り組みが必要だと考えているのか、お聞きいたします。  

  次に、非核自治体宣言の町、藤崎町の取り組みについて質問いたします。藤崎町平和の町宣言は、平成二十四年三月、
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藤 崎 町 議 会 で 請 願 書 が 採 択 さ れ ま し た 。 藤 崎 町 で も 慎 重 に 検 討 し た 結 果 、 藤 崎 町 と し て も 必 要 な 取 り 組 み で あ る と 考 え 、

宣 言 案 の 原 案 を 作 成 し 、 平 成 二 十 四 年 九 月 六 日 、 九 月 定 例 会 で 宣 言 し た も の で あ り ま す 。 宣 言 の 最 後 の 文 言 で は 、 私 た

ち 藤 崎 町 民 は 世 界 の 恒 久 平 和 の 実 現 と 核 兵 器 の 廃 絶 を 目 指 し 、 幸 せ な 住 民 生 活 を 守 る 決 意 を 表 明 す る た め に 、 こ こ に 非

核 平 和 の 町 を 宣 言 し ま す と 、 い わ ば 高 ら か に 宣 言 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。 現 在 、 町 の ホ ー ム ペ ー ジ に も 紹 介 さ れ て

い る と こ ろ で あ り ま す が 、 今 な お 世 界 各 地 で 武 力 に よ る 戦 争 や 紛 争 、 そ し て テ ロ 攻 撃 な ど 尽 き な い 現 状 で あ り ま す 。 藤

崎町としての今後の取り組み、看板の設置や写真展などしていく用意があるのかどうか、町長に質問いたします。  

  次に、安全安心のまちづくり、特に除排雪充実に向けた今後の取り組みについて質問いたします。今年度は暖冬の予想

も あ り ま す が 、 そ し て 少 雪 で あ る こ と を 念 じ て お る と こ ろ で あ り ま す 。 し か し 、 温 暖 化 は 集 中 的 な 豪 雪 も 十 分 予 想 さ れ

る と こ ろ で あ り 、 除 排 雪 の 願 い は 私 ど も が ア ン ケ ー ト 調 査 を し た と こ ろ で も 町 に 対 す る 要 望 事 項 で は 第 二 番 目 に 多 い と

ころでありました。  

  除排雪の問題についてお聞きいたします。第一番目に、今年度の除排雪計画実施の重点事項についてお聞きいたします。

二 つ 目 は 、 十 字 路 道 路 、 丁 字 路 道 路 な ど の 交 差 点 付 近 が 除 雪 に よ っ て 高 く な り 、 歩 行 者 や 自 動 車 双 方 の 見 通 し が 悪 く な

る 危 険 を 減 少 さ せ る 取 り 組 み な ど を ど の よ う に 実 施 し て い く の か 、 お 聞 き い た し ま す 。 三 つ 目 は 、 通 学 路 の 確 保 の 取 り

組 み に つ い て お 聞 き い た し ま す 。 四 つ 目 は 、 高 齢 者 世 帯 な ど 、 屋 根 の 雪 お ろ し 事 業 の 現 状 と 今 後 の 取 り 組 み の 拡 充 に つ

いて質問いたします。  

  以上、登壇の上での一般質問とさせていただきます。理事者各位におかれましては、簡潔明瞭な答弁と回答を求めまし

て、私の一般質問とさせていただきます。  

○議長（野呂日出男君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁を求めます。町長平田博幸君。  
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〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  浅利直志議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、町長の政治姿勢、行政運営についてのイのＴＰＰ大筋合意についての評価と影響についてにお答えいたします。

環 太 平 洋 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 、 い わ ゆ る Ｔ Ｐ Ｐ 協 定 の 大 筋 合 意 に つ い て 、 国 は ア ジ ア 太 平 洋 世 紀 の 幕 あ け と な り 、 日 本 の

未 来 を 切 り 開 く 歴 史 的 第 一 歩 と し て お り ま す 。 そ の 一 方 で 、 Ｔ Ｐ Ｐ の 影 響 に 関 す る 懸 念 と 不 安 を 払 拭 す る こ と も 不 可 欠

で あ る と し 、 先 月 、 野 菜 、 果 樹 の 品 目 ご と の 影 響 に つ い て の 説 明 が あ り ま し た 。 そ の う ち リ ン ゴ に つ い て は 、 現 行 一

七 ％ の 関 税 が 十 一 年 目 に は 撤 廃 と な り ま す が 、 リ ン ゴ の 輸 入 量 は 端 境 期 に 二 千 ト ン 程 度 で 国 内 に 占 め る 割 合 も 〇 ・ 三 ％

と ご く わ ず か な 状 況 で あ り 、 し か も 国 産 リ ン ゴ は 主 要 な 輸 出 品 目 と し て 現 に 品 質 面 で 国 際 競 争 力 を 有 し て い る こ と か ら 、

そ の 影 響 は 限 定 的 で あ る と 見 込 ん で い ま す 。 ア ス パ ラ ガ ス に つ い て は 、 輸 入 品 の 二 倍 程 度 の 価 格 差 が あ る も の の 、 関 税

率 が 三 ％ と 低 率 な 上 、 食 味 、 鮮 度 、 安 全 安 心 感 か ら 消 費 者 に 選 択 さ れ て お り 、 し か も 輸 入 品 は 国 際 品 が 出 回 ら な い 時 期

が 中 心 と な っ て い る こ と か ら 、 そ の 影 響 も 限 定 的 で あ る と 見 込 ん で い ま す 。 ニ ン ニ ク に つ い て も 、 輸 入 相 手 国 が ほ ぼ 中

国 と い う こ と も あ り 、 そ の 影 響 も 限 定 的 で あ る と 見 込 ん で お り ま す 。 ま た 、 総 合 的 な Ｔ Ｐ Ｐ 政 策 大 綱 の 中 で 、 米 に つ い

て は 輸 入 増 加 分 を 政 府 が 備 蓄 米 と し て 買 い 入 れ る こ と で 、 主 食 用 米 の 需 要 、 価 格 を 維 持 す る こ と な ど と し て お り ま す 。

大 綱 の 具 体 的 内 容 は 来 年 秋 を 目 途 に 詰 め る と し て い る こ と か ら 、 町 と し て は さ ら な る 情 報 収 集 に 努 め 、 安 全 で 安 心 な 国

産農産物を安定的に供給できる体制の構築を目指し、これから関係各位と協力しながら努力していく所存であります。  

  次に、ロの地域の雇用をつくる取り組みについての米づくり農家が希望の持てる施策についてでありますが、米につい

て は 少 子 化 や 食 生 活 の 変 化 に 伴 う 消 費 の 減 少 や 生 産 者 農 家 の 高 齢 化 な ど 、 課 題 が 山 積 み し て い ま す 。 さ ら に 、 平 成 三 十

年 度 産 米 か ら の 減 反 政 策 の 廃 止 、 Ｔ Ｐ Ｐ 合 意 に よ る 外 国 産 米 の 輸 入 な ど 、 米 づ く り 農 家 に と っ て は ま す ま す 厳 し い 状 況
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に な り つ つ あ る と 考 え ま す 。 そ こ で 町 で は 現 在 、 国 が 策 定 を 義 務 づ け た 藤 崎 町 水 田 フ ル 活 用 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、 水 田 を

主 食 用 米 か ら 加 工 用 米 や 備 蓄 用 米 の 非 主 食 用 米 へ の 転 換 、 ま た 大 豆 や 野 菜 等 へ の 作 付 に 転 換 し て い く 取 り 組 み も 徐 々 に

進 め て お り ま す 。 ま た 、 現 在 策 定 中 の 藤 崎 町 地 域 水 田 ビ ジ ョ ン に お い て は 、 主 食 用 米 偏 重 か ら の 脱 却 を 図 る た め 、 圃 場

整 備 に よ り 水 田 を 大 区 画 化 、 汎 用 化 し た 上 で 、 農 業 法 人 等 へ の 農 地 の 集 積 、 集 約 化 と 複 合 経 営 生 産 構 造 へ の 転 換 を 図 っ

て い く こ と と し て お り ま す 。 今 後 、 こ の 藤 崎 町 地 域 水 田 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、 圃 場 整 備 を 希 望 す る 地 区 に は 具 体 的 な 内 容

を説明していきたいと考えております。  

  次に、リンゴ農家の後継者づくりの取り組みについてでありますが、日本の農業は今、農業従事者の高齢化に伴う後継

者 不 足 や 耕 作 放 棄 地 の 拡 大 が 大 き な 課 題 と な っ て お り ま す 。 農 業 の 担 い 手 の 確 保 に つ い て は 、 魅 力 あ ふ れ る 農 業 の 創 出

が 重 要 で あ る と 考 え ま す 。 平 成 二 十 四 年 度 か ら ス タ ー ト し た 青 年 就 農 給 付 金 事 業 に よ り 、 新 た に 就 農 し た 方 は 現 在 二 十

二 名 い ま す 。 こ の 新 規 就 農 者 を 中 心 と し た ワ ゲ モ ン ド の 会 が 結 成 さ れ 、 首 都 圏 で の 実 践 販 売 活 動 な ど を 行 っ て お り ま す

が 、 町 は こ う し た 六 次 産 業 化 へ の 取 り 組 み を 通 じ て 後 継 者 育 成 に こ れ か ら も 努 力 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。 平 成

二 十 八 年 度 か ら 、 国 は 農 業 労 働 者 不 足 対 策 と し て 農 業 労 働 力 最 適 活 用 支 援 総 合 対 策 事 業 を 予 定 し 、 産 地 に お け る 人 手 不

足 を 補 う た め の 仕 組 み づ く り に 着 手 す る と 聞 い て お り ま す 。 町 と い た し ま し て も 、 国 の 諸 施 策 と 連 動 し 、 リ ン ゴ 農 家 の

後継者づくりに地道に取り組んでいきたいと考えております。  

  次に、地域中小企業の技術者研修等支援についてでありますが、地域中小企業を支える技術者の技能、技術のレベルア

ッ プ を 図 る 支 援 は 大 変 重 要 な こ と と 考 え ま す 。 ま ず 、 支 援 の 一 つ と い た し ま し て は 物 づ く り 企 業 に お け る 基 盤 技 術 の 知

識 、 技 能 の 研 修 が あ り 、 多 種 多 様 な コ ー ス に よ り 幅 広 く 技 術 支 援 を 行 え る も の が あ り ま す 。 ま た 、 企 業 の 要 望 に 基 づ く

出 前 型 の 具 体 的 な 研 修 や 物 づ く り に か か わ る 経 営 者 、 管 理 者 を 育 成 す る 研 修 な ど 、 物 づ く り に 関 連 し た 支 援 事 業 も 充 実

し て お り ま す 。 さ ら に 、 物 づ く り 基 盤 技 術 を 支 え る す ぐ れ た 技 能 、 技 術 を 持 つ あ お も り マ イ ス タ ー に よ る 技 術 習 得 研 修
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事 業 を 実 施 す る な ど 、 地 域 全 体 で 物 づ く り 基 盤 の 技 術 力 強 化 が 図 ら れ る も の で あ り ま す 。 こ れ ら の 事 業 は 、 県 の 委 託 事

業などを活用するものであり、町では技術支援を必要とする方々に積極的に情報提供していきたいと考えております。  

  次に、ハの非核自治体宣言の町の取り組みについてでありますが、非核の自治体宣言については平成二十四年九月に藤

崎 町 非 核 平 和 の 町 宣 言 を 行 っ た と こ ろ で あ り 、 現 在 、 町 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し 、 情 報 を 発 信 し て い る と こ ろ で す 。 自 治

体 と し て 核 兵 器 の な い 平 和 な 社 会 の 実 現 に 向 け 、 発 信 し て い く こ と は 重 要 な こ と か ら 、 さ ら に ど う い っ た 発 信 方 法 が あ

るか検討してまいりたいと思います。  

  次に、安全安心のまちづくりについてのイの除排雪充実の今年度の取り組みについての今年度の除排雪計画実施の重点

事 項 に つ い て で あ り ま す が 、 除 雪 態 勢 を 充 実 さ せ る た め 、 除 雪 委 託 業 者 の 一 部 変 更 か ら 三 年 目 と な り 、 各 委 託 業 者 の 作

業 方 法 等 の 見 直 し や 路 線 状 況 の 把 握 も 態 勢 が 整 っ て き た も の と 感 じ て お り ま す 。 今 年 度 は 、 こ れ ま で に 委 託 期 間 の 前 後

に 急 な 降 雪 が あ っ た こ と か ら 、 委 託 期 間 を 見 直 し 、 業 者 と の 委 託 期 間 を 十 二 月 一 日 か ら 三 月 三 十 一 日 ま で と 、 こ れ ま で

よ り 延 長 し 、 柔 軟 に 対 応 す る と と も に 、 路 線 の 拡 幅 除 雪 を 基 本 と し つ つ 、 降 り 続 く 雪 や 地 吹 雪 等 に つ い て は 除 排 雪 作 業

もあわせた除雪態勢をこれまで以上に充実させ、安全安心な生活道の確保に努めてまいります。  

  次に、十字路道路、丁字路道路、交差点付近が除雪により高くなる危険を減少させる取り組みについてでありますが、

各 委 託 業 者 に 対 し 、 先 に 交 差 点 に 進 入 し た ほ う が 交 差 点 内 に 雪 を 残 さ な い よ う 、 作 業 方 法 の 見 直 し を 図 っ て お り ま す が 、

積 雪 量 に よ っ て は 丁 字 路 や 交 差 点 付 近 の 雪 が 高 く 、 歩 行 者 や 運 転 手 に と っ て 見 通 し が 悪 く な る こ と が あ り ま す 。 そ こ で 、

除 雪 後 の パ ト ロ ー ル に お い て 路 線 の 拡 幅 状 況 と あ わ せ 、 交 差 点 や 丁 字 路 点 付 近 の 状 況 を 把 握 し 、 ま た 国 道 、 県 道 と の 交

差点は関係機関と協議して、雪山部分の除排雪等の頻度をふやしながら、安全確保に努めてまいります。  

  次に、通学路の確保についてでありますが、このご質問については先ほど阿部議員のご質問にお答えしたとおり、各地

区 、 小 中 学 校 付 近 の 冬 期 間 の 通 学 路 歩 道 に つ い て は 町 小 型 ロ ー タ リ ー と ハ ン ド ガ イ ド 式 小 型 除 雪 機 を 合 わ せ 、 お お む ね
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八 ・ 三 キ ロ メ ー ト ル の 歩 道 除 雪 を 地 域 住 民 の 日 常 生 活 及 び 児 童 生 徒 の 通 学 路 確 保 を 目 的 と し て 行 っ て い る と こ ろ で あ り

ます。  

  次に、高齢者世帯などの雪おろし事業の現状と今後の拡充の取り組みについてでありますが、当町では高齢者世帯など

除 排 雪 が 困 難 な 方 が 冬 期 間 で も 安 心 安 全 に 生 活 で き る よ う 、 除 排 雪 困 難 世 帯 巡 回 等 事 業 と 高 齢 者 世 帯 等 除 雪 援 助 事 業 を

実 施 し て お り ま す 。 ま ず 、 除 排 雪 困 難 世 帯 巡 回 等 事 業 で あ り ま す が 、 高 齢 者 世 帯 な ど の 除 雪 困 難 世 帯 を 対 象 に 、 雪 で 生

活 に 支 障 が 生 じ な い よ う 家 屋 及 び そ の 周 辺 を 確 保 す る と い う も の で 、 定 期 的 な 巡 回 に よ り 家 屋 な ど に 雪 害 が 生 じ る と 思

わ れ る 箇 所 の 簡 易 的 な 防 雪 や 除 雪 、 そ し て 安 否 確 認 の た め の 声 が け を 行 い ま す 。 作 業 は 無 料 と な っ て お り 、 平 成 二 十 六

年 度 実 績 は 利 用 者 世 帯 数 九 十 三 軒 に 六 十 七 時 間 巡 回 し 、 除 雪 は 三 十 七 日 間 、 百 四 十 八 回 実 施 し て お り ま す 。 次 に 、 高 齢

者 世 帯 等 除 雪 援 助 事 業 で あ り ま す が 、 七 十 歳 以 上 の 高 齢 者 の み の 世 帯 を 対 象 に 、 玄 関 先 か ら 公 道 ま で の 通 路 の 確 保 を 目

的 に 、 五 回 を 限 度 に 無 料 で 実 施 す る も の で す 。 平 成 二 十 六 年 度 実 績 は 、 利 用 世 帯 数 六 十 七 軒 に 三 十 四 日 間 、 百 八 十 三 回

の 除 雪 を 行 っ て き て お り ま す 。 今 後 の 事 業 の 拡 充 、 改 善 に つ き ま し て は 、 町 民 の ご 意 見 や ご 要 望 を 伺 っ た 上 で 検 討 し て

まいる所存ですので、ご理解を賜りたいと思います。  

  以上、浅利議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより十三番浅利直志君に再質問を許します。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ＴＰＰの大筋合意についての評価と影響について、町長からも答弁もいただきました。それで、ＴＰＰ大筋合意の全国

首 長 ア ン ケ ー ト と い う の に 町 長 も 答 え て い た だ い た ん だ と 、 新 聞 報 道 の 記 事 は ち ょ っ と き ょ う 持 ち 合 わ せ て い な い ん で
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す け れ ど も 、 そ れ に よ り ま す と 、 大 筋 合 意 は 評 価 し て い る ん だ と い う ふ う に 、 黒 石 の 髙 樋 市 長 も そ う で し た と 思 い ま し

た け れ ど も 、 大 筋 合 意 を 評 価 し て い る と い う の は ど う い う こ と な ん で し ょ う か 。 全 体 と し て 評 価 し て い ら っ し ゃ る の か 、

そ し て リ ン ゴ や 米 、 農 業 を 主 力 と し て い る 自 治 体 に 対 す る 影 響 評 価 と い う の を 、 地 域 の 経 済 と い う か 、 そ れ に つ い て ど

のような評価をなさっているのか、改めてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  ただいまの質問にお答えします。日本は今、戦後七十年目の節目の年を迎えました。戦争当時はわからない世代に我々

生 ま れ て き ま し て 、 大 変 悲 惨 な 状 況 で あ っ た こ と は 映 像 と か 写 真 と か で し か 知 り 得 る 立 場 で は ご ざ い ま せ ん け れ ど も 、

そ れ か ら や っ ぱ り 国 民 の 人 柄 と か 勤 勉 さ と か 、 あ る い は こ う し て い ら れ な い と い う 意 識 と か 、 非 常 に 我 が 日 本 国 民 は 強

い と 思 い ま す 。 そ う い う 中 で 車 と か 電 化 製 品 と か つ く っ て 、 物 づ く り の 国 と し て 輸 出 を 繰 り 返 し な が ら い ろ い ろ 発 展 し

てきたのは、これは歴史の道のりで、皆さんもご存じだと思ってございます。  

  そういう中で、環太平洋のこのＴＰＰの交渉は非常に難航しました。特にアメリカ、日本とか、いろいろその関係の中

で い ろ い ろ 交 渉 し て き ま し た け れ ど も 、 私 自 身 、 農 業 者 の 立 場 で は 大 反 対 で あ り ま す 。 や ら な い ほ う が い い ん で す よ 。

た だ 、 日 本 全 体 の 経 済 を 考 え る と き に 、 こ れ は 断 り 切 れ な い 事 情 が あ る だ ろ う と い う こ と が 民 主 主 義 の 中 で 成 り 立 っ て

きた日本の国でもあると思ってございます。その点を私の所見としてお答えしたいと思ってございます。  

  それから、これをやることによってこの地域の、浅利議員は恐らく農業のことをどう思っているかということでお尋ね

し た と 思 っ て ご ざ い ま す 。 登 壇 で の お 答 え の と お り 、 リ ン ゴ は 輸 入 果 汁 が 相 当 八 割 以 上 も う 入 っ て い ま す の で 、 そ の 還

元 ジ ュ ー ス に 関 し て は 多 少 、 国 内 産 の リ ン ゴ 関 係 の 果 汁 に 関 す る と こ ろ は や っ ぱ り 若 干 へ づ な い の か な と 思 っ て ご ざ い
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ま す 。 た だ 、 日 本 の 栽 培 技 術 、 色 、 大 き さ 、 形 、 お い し さ 、 そ れ か ら 鮮 度 、 こ れ は 世 界 ど こ に 出 し て も 私 は 青 森 県 の リ

ン ゴ が 世 界 一 だ と 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ う い う 意 味 で 、 こ れ か ら こ の Ｔ Ｐ Ｐ に 対 し て も 、 リ ン ゴ は ど ん ど ん ど ん ど ん 平

成 二 十 六 年 度 産 で 三 万 ト ン 海 外 輸 出 が 超 え ま し た け れ ど も 、 こ れ か ら ま た ふ え る 土 壌 で あ る と 思 っ て ご ざ い ま す 、 こ の

リ ン ゴ に 関 し て は 。 た だ 、 一 番 懸 念 さ れ る の が や っ ぱ り 稲 作 で ご ざ い ま す 。 こ の 辺 は 政 府 の 見 解 も 、 こ れ の 被 害 を 最 小

限 に と ど め る た め に 、 今 い ろ ん な 施 策 を 講 じ て い る 、 予 算 化 も し て い る 、 そ う い う 中 で 我 が 町 は そ れ で は ど う い っ た 水

田 活 用 を し て い け ば い い の か と い う こ と で 、 今 農 家 の 皆 さ ん か ら ア ン ケ ー ト も と り ま し て 、 弘 大 の ア ン ケ ー ト の 調 査 も

ま と ま っ て 提 言 も 間 も な く 私 の と こ ろ に い た だ く こ と に な っ て ご ざ い ま す 。 そ う い う も ろ も ろ も 意 見 と か 、 あ る い は 今

ま で こ の 地 域 の 農 業 を 支 え て き た 農 家 の 皆 さ ん 、 あ る い は Ｊ Ａ さ ん の 皆 さ ん と い ろ い ろ 協 議 を し な が ら 最 小 限 被 害 の な

いよう、いろいろ鋭意、関係各位との話し合いをしていきたいと思ってございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  大筋合意も、農業者としての町長は個人としては反対なんだと。その前に大反対の大までついていましたけれども、稲

作 は さ ら に 厳 し く な る だ ろ う と い う よ う な こ と な ん で す け れ ど も 、 私 が お 聞 き し た い の は 、 確 か に そ の 影 響 は 限 定 的 だ

と 、 当 面 は 限 定 的 だ と い う ふ う に 理 解 し た ほ う が い い ん だ ろ う と 思 い ま す 。 そ れ で 、 も う 一 つ お 聞 き し た い の は 、 国 会

決 議 と い う の は 登 壇 し て で も 述 べ た ん で す け れ ど も 、 い ず れ に し て も 重 要 五 品 目 に つ い て は 約 三 割 の 関 税 の 撤 廃 で あ り

ま す し 、 国 会 決 議 が 守 ら れ て い る か ど う か 、 非 常 に 現 場 の 農 家 の 人 も そ ん な 声 を 、 こ れ で 守 ら れ た の か 、 譲 歩 に 次 ぐ 譲

歩 で な い か と い う よ う な 声 も あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 点 に つ い て は 町 長 は ど ん な お 考 え な ん で す か 。 改 め て お 聞 き し

ます。  
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○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  確かに国会決議の五品目に関しては、多少押されたような感を私は感じてございます。ただ、外交上の折衝でございま

す の で 、 そ こ に 私 が ど う の こ う の 口 を 出 す わ け に は い き ま せ ん け れ ど も 、 ち ょ っ と 押 さ れ て い る よ う な 感 じ は 受 け て い

ま す 。 そ こ に お い て 、 大 筋 合 意 を し た 中 で 、 今 後 、 防 衛 、 貿 易 を 進 め て い く 中 に お い て 、 や っ ぱ り 政 府 も 最 小 限 の 被 害

に と ど め る 、 あ る い は 攻 め の 農 業 と 、 青 森 県 の パ ク リ ア を や っ て 今 、 国 が 攻 め の 農 業 と 言 っ て い ま す け れ ど も 、 そ う い

う こ と も い ろ い ろ 考 え な が ら 、 今 度 は 海 外 に も 我 が 国 の 農 産 物 を ば ん ば ん 輸 出 し て い く ん だ と い う よ う な シ フ ト も ま た

や っ て い ま す の で 、 そ の 辺 も 慎 重 に 見 詰 め た い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 時 に は そ う い う 中 で 国 会 議 員 に 大 き な 意 見 を す る

こともあるかもしれません。そういうような感触を得ています。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  一つ、甘い評価、悲観的になるというふうな、ならざるを得ないという事情もわかりますけれども、甘過ぎる評価で、

当面限定的だということで流されないように、政策を十分注視していきたいものだと思っております。  

  それらとも関係するんですけれども、ＴＰＰ以前からも政府の減反に対する直接補償だとかなくなるからどうすればい

い ん だ と い う ふ う な 農 家 ア ン ケ ー ト も と っ て い た ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど の 答 弁 の 中 で も ま た ま と ま っ て 提 言 も あ る は

ず で す よ と い う ふ う な 話 だ っ た ん で す け れ ど も 、 そ の 中 で 農 家 に 対 す る ア ン ケ ー ト 、 リ ン ゴ 農 家 に 対 し て も 含 め て や っ

た は ず で す よ ね 。 そ の ア ン ケ ー ト で 町 に 対 し て や っ て ほ し い と い う 要 望 、 ワ ン ツ ー ス リ ー と か と い う ふ う に す れ ば 何 が
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多かったんですか。その辺捉えていますでしょうか。農政課長、どうでしょう。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（幸田信雄君）  

  お答えいたします。水田ビジョンにかかわるアンケートでしたので、リンゴ農家についてのアンケートは含まれており

ま せ ん 。 あ す の 午 後 、 弘 大 の 泉 谷 先 生 が 来 て 、 そ の 調 査 結 果 、 中 間 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 報 告 す る と い う 内 容 に な っ

ております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  そのアンケートの中でワンツースリーの要望、どういうのがあったか。町に対する要望という項目があったじゃな。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（幸田信雄君）  

  アンケートの中を見ますと、助成金をふやしていただきたいとか、町と要するに生産者、そういうのの距離を縮めてい

ただきたいと、そういった要望が多々ございました。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  地域の後継者づくりの点でも、大変農家そのものが苦労しているというのが現状だと思っております。それで、お答え

の 中 で 二 十 二 名 ほ ど 年 間 百 五 十 万 円 で す か 、 そ う い う 助 成 金 を も ら っ て 後 継 者 に 名 乗 り を 上 げ て い る と お 答 え に な っ て

い た だ い た ん で す け れ ど も 、 こ れ は 今 後 と も 継 続 し て 途 中 で ダ ウ ン す る よ う な こ と が な い よ う に し て い き た い も の だ な

と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 こ の 二 十 二 名 の 方 の 内 訳 と い い ま す か 、 つ ま り 私 の 予 想 で は 親 元 の 後 継 者 と い う か 、 そ

う い う の が 多 い の か な と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 そ の 後 継 者 の 内 訳 で す ね 、 そ の 辺 中 身 は ど う い う ふ う に な っ て い

ますでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（幸田信雄君）  

  お答えいたします。二十二人中、ほぼＩターン、Ｕターンはおりませんで、ほぼ親元就農になっております。以上でご

ざいます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  準新規といいますか、そういうのではなくて、ほとんど親元の後継者といいますか、親もやっていると、子供もやって

い る と い う よ う な こ と に 理 解 い た し ま し た 。 こ の 点 を も う ち ょ っ と さ ら に 深 め て い く 必 要 、 深 め て と い う か 、 今 後 と も

継 続 し て や っ て い く 必 要 が あ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど ア ン ケ ー ト も 水 田 農 業 に つ い て 主 に 聞 い て い る ん で す よ

ね 。 い ず れ に し て も 、 一 つ の 柱 で あ る 藤 崎 の 特 産 品 と い い ま す か 、 リ ン ゴ 農 家 、 そ し て そ れ か ら ニ ン ニ ク 、 花 卉 も 入 れ

れ ば 入 れ て も い い ん だ ろ う と 思 い ま す け れ ど も 、 そ う い う 農 家 の 特 産 品 、 リ ン ゴ 農 家 を 中 心 と し た そ う い う 農 家 だ け の
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実 態 的 な 希 望 把 握 や そ う い う も の を さ ら に や っ て い く 必 要 、 調 査 と い い ま す か 、 要 望 調 査 と い い ま す か 、 そ う い う も の

を や っ て い く 必 要 性 が あ る ん で は な い か な と 私 は 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 町 の 担 当 課 と し て は ど う い う 思 い で い ま

すでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（幸田信雄君）  

  お答えいたします。今、先ほどの答弁の中にもありましたように、農地集積というところが一番大きな問題になってお

り ま す 。 農 地 集 積 の 中 で 、 今 、 国 の ほ う は 現 在 五 割 の 担 い 手 を 将 来 的 に は 八 割 ま で 高 め て い き た い と い う よ う な 政 策 を

持 っ て お り ま し て 、 調 査 と い う 点 で 言 え ば 、 今 、 一 ヘ ク タ ー ル 未 満 の 農 家 の 方 、 こ れ は リ ン ゴ 農 家 も 水 田 農 家 も み ん な

含 め て で す け れ ど も 、 一 ヘ ク タ ー ル 未 満 の 人 の 希 望 調 査 と い う か 意 向 調 査 を 今 後 や っ て い き た い と 思 い ま す 。 そ の 中 に 、

どういったものを作付していきたいのかといった要望もとっていきたいと思っております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  何か今聞けば、一ヘクタール未満と言ったんじゃないですか。一ヘクタール未満も必要だし、一ヘクタール以上も両方

や ら な い と い か ん の で は な い か な と 思 っ て い ま す け れ ど も 、 そ の 辺 は 私 の 理 解 不 足 で す か 。 ち ょ っ と も う 一 回 説 明 し て

ください。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  
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○農政課長（幸田信雄君）  

  この調査は、あくまでも今後農地集積を進めていく上で農家の皆様の意向を調査するものでございますので、一ヘクタ

ー ル 以 上 の 方 に つ い て は ほ ぼ 現 状 ど お り で あ ろ う と 考 え て お り ま す の で 、 一 ヘ ク タ ー ル 未 満 と し て お り ま す 。 以 上 で ご

ざいます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  農地集積をして大規模化を図ると、そこに支援を集中するという考え方なのでありましょうけれども、その辺、米づく

り に し て も 大 規 模 化 を 進 め た 人 ほ ど 大 変 だ と い う 現 実 も あ る わ け で す の で 、 そ う い う 後 継 者 が そ こ で や る 気 の あ る 農 業

者 が 困 っ て い る と い う 事 態 だ け は 生 ま な い よ う に 、 た だ 集 積 を 進 め れ ば い い と い う こ と で も な い わ け で あ り ま す の で 、

その辺配慮して要望調査をやっていただきたいと思います。  

  三つ目の地域の中小企業の技術者研修等の支援というふうに書いていたんですけれども、これは商業については大きく

商 店 街 と い う か 、 そ う い う 点 で は 残 念 な が ら 大 規 模 店 舗 に 押 さ れ て 、 一 部 の と い う か 、 駅 前 の と こ ろ だ と か 木 挽 町 の あ

の 通 り だ と か 、 そ う い う 商 店 街 に つ い て は 元 気 で 頑 張 っ て い る と 。 イ ベ ン ト は 応 援 す る と い う よ う な こ と も 商 業 者 に つ

い て は や っ て い ら っ し ゃ る わ け で あ り ま す 、 町 と し て も で す ね 。 た だ 、 い ず れ に し て も 建 設 関 係 や あ る い は そ の 他 の 業

種 に つ い て も 、 地 元 で 働 け る 場 が あ る と い う こ と は 最 大 の こ れ か ら の 大 き な ま ち ・ ひ と ・ し ご と で す か 、 そ う い う 事 業

に と っ て も 大 事 な わ け で あ り ま す の で 、 そ の 辺 、 研 修 や 資 格 取 得 に 対 す る 町 と し て の 助 成 と い う も の ま で 今 後 は や ら な

け れ ば い け な い の か な と い う 思 い が あ っ て 今 回 質 問 し た ん で す け れ ど も 、 そ れ に し ま し て も 、 地 元 の 中 小 事 業 所 と い い

ま す か 、 そ の 辺 の 、 こ れ も 要 望 実 態 調 査 を や っ た の か ど う か 、 や る こ と が ぜ ひ と も 必 要 な の か な と 思 っ て お り ま す 。 も
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ち ろ ん 東 和 電 機 の よ う に 大 規 模 的 な 中 堅 の 企 業 も あ り ま す け れ ど も 、 そ の 企 業 の 要 望 調 査 な り と い う も の を ど う い う ふ

う に 、 要 望 調 査 を し っ か り 位 置 づ け て 取 り 組 ん で い く こ と が 必 要 で は な い か な と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 今 後 の ま

ち ・ ひ と ・ し ご と 事 業 な ど で そ う い う 中 小 事 業 者 の 要 望 と い い ま す か 、 そ う い う も の に つ い て は ど の よ う に 現 状 把 握 し

て捉えていこうとしていらっしゃるんでしょうか、その点についてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  毎年七月、時には九月もありましたけれども、誘致企業または町内の工場等を経営している方に町長と行って情報交換

あ る い は 求 人 の 依 頼 、 こ う い っ た と こ ろ の 訪 問 を さ せ て い た だ い て お り ま す 。 そ の 中 に は 、 非 常 に 地 元 に あ り な が ら 、

地 元 の 人 が 来 て く れ な い と い っ た 声 も 聞 こ え る こ と は 事 実 で す 。 と こ ろ が 、 町 民 の 方 に 言 わ せ る と 、 働 く 場 が な い ん だ

よ な と い う ふ う な 意 見 も あ り ま す 。 こ う い っ た と こ ろ も よ く す り 合 わ せ て 今 後 発 信 し て い く 必 要 が あ ろ う か と 思 い ま す 。

こ う い っ た こ と か ら 、 常 盤 企 業 会 と 先 般 会 議 を 開 い た と き に 、 町 の 広 報 に 企 業 情 報 を 載 せ て く れ な い か と い う よ う な こ

と で 、 町 の 広 報 の 下 の 広 告 を 利 用 し て 、 そ れ ぞ れ の 企 業 の 求 人 情 報 で あ る と か 、 ま た こ う い っ た 事 業 、 製 品 を つ く っ て

い る ん だ と か 、 そ う い っ た 情 報 を 提 供 し な が ら 、 町 民 の 方 に こ う い う 職 場 が あ る ん だ と い う こ と を 認 識 し て い た だ い て 、

雇用につなげていきたいなと考えてございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  私も広報を見たんです。そしたら、常盤企業会って載っていましたね。私はうれしかったですけれども。常盤の田舎の
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出 身 な も の で 、 常 盤 と い う 名 前 が 上 っ て 、 そ し て 企 業 会 が 存 続 し て い る と 、 名 前 を よ く 変 え な い で い た な と 私 は 思 っ た

ん で す け れ ど も 、 そ れ は 余 談 だ と し て 、 実 際 、 有 力 企 業 が 参 加 し て い る わ け で す よ ね 。 企 業 の 状 況 を 広 報 紙 な ど に ア ッ

プ す る と い い ま す か 載 せ る と い い ま す か 、 そ う い う こ と も 含 め て 、 こ れ は 町 の 広 報 だ け じ ゃ な く て ホ ー ム ペ ー ジ で す ね 、

そ れ も 有 効 活 用 す る こ と が 十 分 で き る の じ ゃ な い か な と 思 っ て い る ん で す 。 つ ま り 、 雇 用 や そ の 技 術 の 取 得 、 資 格 取 得

に 助 成 す る こ と が 必 要 な 場 合 も そ う い う 中 で 取 り 組 み の 中 で 出 て く る ん じ ゃ な い か な と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 い

ず れ に し て も ホ ー ム ペ ー ジ な ど に も 助 成 の 要 綱 だ と か 、 国 、 県 の 要 綱 が あ り ま す よ ね 。 そ う い う も の を ダ ウ ン ロ ー ド で

き る よ う に 、 接 近 で き る よ う な 町 の 取 り 組 み 自 体 も も っ と も っ と 必 要 な の か な と 。 今 ま で は そ の 辺 は 民 間 の 仕 事 だ と い

う ふ う に 、 は っ き り 言 え ば す み 分 け 、 割 り 切 っ て い た ん で す け れ ど も 、 ま ち ・ ひ と ・ し ご と を 起 こ し て い く 上 で は そ れ

ぐ ら い ま で は も っ と 接 近 し て や っ て い く 必 要 が あ る ん じ ゃ な い か な と 。 そ れ ぐ ら い と い う の は ホ ー ム ペ ー ジ な ど も 生 か

してやっていく必要があるんじゃないかなと思っておりますけれども、その点はどういうお考えなんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  非常に有効な手段だと思いますし、今のようなことを連結して、町のホームページからリンクを張るといったことを活

用して町民の皆さんに情報を提供していきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  引き続き取り組みを強化して、ぜひ津軽の仕事もあるし安全安心もあると。Ｕターン、先ほど前に質問したことにもＵ
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タ ー ン や Ｉ タ ー ン の 方 に 家 賃 の 補 助 や 家 を 建 て た と き に は 助 成 す る と か 、 そ し て ま た 地 元 に 就 職 し た 人 に は 奨 学 金 の 低

減 と か 、 そ う い う も の も 含 め て 、 奨 学 金 の 低 減 っ て 、 無 利 子 が 当 た り 前 な ん で す 。 利 子 を 取 ら な い と か 。 さ ま ざ ま な 施

策 を 講 じ て い っ て 、 地 元 の 企 業 に 定 着 し や す い 環 境 を つ く っ て い く 、 そ の 一 つ と し て ぜ ひ こ の 技 術 者 の 資 格 取 得 や 研 修

に対する助成も一つの検討課題としていただきたいということを強く要望しておきたいと思います。  

  次に、除排雪の問題に移る前に、非核平和宣言の提言でございます。答えでは、今後どういうことが可能か検討してみ

た い と い う こ と だ っ た ん で す け れ ど も 、 こ の 間 、 早 い 話 、 町 の 姿 と い う ホ ー ム ペ ー ジ は 載 っ て い る ん で す け れ ど も 、 実

際 は 何 も や っ て こ な か っ た の か な と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 私 と し て は 旧 常 盤 の 時 代 に は 駅 前 に も 看 板 あ り ま し た

ね 。 そ う い う よ う な こ と も あ り ま す の で 、 ぜ ひ 、 こ れ 非 核 平 和 の 町 な ん だ と い う よ う な こ と が は っ き り わ か る 看 板 そ の

他の展示、写真展などをやるということまでは踏み込んでいけないものなんでしょうか。その辺はどうでしょう。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  非核自治体宣言の今後の取り組みということでございますが、確かに私ども非核の町の宣言をしております。それこそ

日 本 は 世 界 で 唯 一 の 被 爆 国 で あ り ま す 。 そ し て 、 広 島 、 長 崎 は 被 爆 地 で ご ざ い ま す 。 広 島 、 長 崎 の 立 場 も 当 然 あ る か と

思 い ま す 。 そ の 日 本 の 一 自 治 体 と し て の 藤 崎 町 の 立 場 も 当 然 あ る わ け で 、 そ う い っ た 中 で 今 後 、 浅 利 議 員 の 提 案 も 含 め

まして検討してまいりたいと考えております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  次に、要望の強い除排雪をきちんと充実、しっかりやってくれないかというようなことで、一つ、十字路、丁字路の除

雪 の 問 題 で す け れ ど も 、 い ろ い ろ 答 え に は な っ た ん で す け れ ど も 、 何 か 一 般 的 だ な と 思 っ た り し て い る ん で す け れ ど も 、

い ず れ に し て も 従 来 で あ れ ば 排 雪 や に ゃ あ ま い と き に そ れ も 一 緒 に 業 者 に 、 つ ま り 丁 字 路 、 十 字 路 、 あ と 押 し て い く と

こ ろ 、 寄 せ る 雪 の と こ ろ が な い も の だ か ら 、 排 雪 の と き や る じ ゃ と い う 対 応 が 当 た り 前 で あ っ た ん で す ね 。 普 通 で あ っ

た ん で す ね 。 で す か ら 、 こ の 点 で は や っ ぱ り こ れ を や ろ う と す れ ば 直 営 の 機 械 な り 、 あ る い は ま た 人 員 な り 、 こ れ を ふ

や し て 豪 雪 時 に は 対 応 す る と 。 普 通 の と き は ま あ ま あ い い ん だ ろ う と 思 い ま す 。 い ず れ に し て も 、 機 械 や ド ー ザ ー 、 ダ

ン プ な ど の 増 設 、 あ る い は ロ ー タ リ ー も 増 設 す る こ と が 歩 道 除 雪 だ け じ ゃ な く て そ の 辺 に も か か る と い う よ う な 機 械 、

人 員 の 増 設 が 結 局 ポ イ ン ト で は な い か な と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 認 識 は 、 一 気 に 全 部 そ ろ え る わ け に は

いかないでしょうけれども、どういうふうな認識なんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。豪雪問わず、通常の場合においても、各工区、業者が入っている路線においてその雪の状況を見きわめ

た 上 で 、 民 地 を 利 用 し な が ら 押 し て い る と こ ろ も ご ざ い ま す 。 そ う い う 押 し て い る と こ ろ に お い て も 、 い っ ぱ い に な れ

ば 排 雪 も 必 要 に な る と い う こ と か ら 、 そ の 際 、 交 差 点 内 の 雪 も 一 緒 に 排 雪 し て い る 状 況 で は あ り ま す 。 こ と し も 引 き 続

きそういう対応をしてまいりたいと考えております。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  雪が少ないことを願っているんですけれども、いずれにしても集中的に降る場合もありますし、その辺はパトロールは

強 化 す る ん だ と 、 十 字 路 、 交 差 点 の 問 題 だ と い う よ う な 箇 所 を 早 期 発 見 し て 対 応 し て い た だ き た い と 。 必 要 な ら ば 住 民

に 対 す る 協 力 も 、 そ う い う 隊 も つ く る と い う こ と も 含 め て 必 要 な の か な と 思 っ て お り ま す の で 、 と に か く 十 分 な 対 応 を

していただきたいと思います。  

  通学路の歩道の除雪のことなんですけれども、これは一つだけ要望というか、常盤の小学校通りありますよね。これも

小 型 ロ ー タ リ ー で や っ て い る ん で す け れ ど も 、 防 雪 柵 が あ る ん で す よ 。 あ る ん だ け れ ど も 、 そ の 間 が 農 業 者 を 余 り 大 事

に し た も の だ か ら 、 す き 間 が あ い て い る ん で す よ 。 防 雪 柵 と 防 雪 柵 の 間 、 あ い て い る と こ ろ が 何 カ 所 か あ る ん で す よ 。

そ こ が 吹 き だ ま り に な る と い う 、 暴 風 雪 時 な ん で す け れ ど も 、 そ の 解 消 も ぜ ひ 現 場 を 見 て い た だ い て 検 討 し て い た だ き

たいと思っておりますけれども、どうでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  常盤小学校通り、防雪柵が設置されております。そのほかにも防雪柵が設置されているところが多々ありますけれども、

一 連 に ず っ と つ な が っ た 状 態 で の 防 雪 柵 は 非 常 に 厳 し い と い う こ と か ら 、 間 、 間 、 あ い て 設 置 は さ れ て お り ま す け れ ど

も 、 そ れ も 含 め て 通 学 路 の 歩 道 の 除 雪 を す る 際 に 小 型 ロ ー タ リ ー で 対 応 す る 部 分 は す る と 。 状 況 を 見 な が ら 適 宜 対 応 し

てまいりたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  固定式でなくても簡易の防雪柵もあるんじゃないかなと思っておりますので、その辺、状況を見ながらぜひ検討してい

ただきたいと思います。  

  最後に、高齢者世帯の除排雪が困難な人、私も改めて担当課にお聞きして、除排雪困難世帯の巡回事業もやっておって、

三 十 万 円 の 三 カ 月 分 、 九 十 万 円 ほ ど 実 際 は 予 算 計 上 し て い る ん だ と い う よ う な こ と も お 聞 き い た し ま し た 。 そ れ で 、 こ

の 中 で 関 連 し て 、 要 望 が あ っ た ら ぜ ひ 今 後 と も 、 歓 迎 は さ れ て い る 事 業 だ と 思 い ま す の で 、 そ の 中 で 対 象 要 件 に 二 親 等

以 内 の 親 族 、 子 供 や 、 子 供 ま で わ か る ん で す け れ ど も 、 孫 が い る 家 庭 は だ め で す よ と 、 対 象 外 で す よ と い う の が あ る ん

で す け れ ど も 、 こ の 辺 は 直 系 が 二 親 等 で す け れ ど も 、 孫 が い て も 実 際 そ の 世 帯 が 困 っ て い る の で あ れ ば 支 援 す る と い う

方向でやれないものなんでしょうか。その点をお伺いしておきます。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  浅利議員のご質問にお答えを申し上げます。現状の今年度の実施要綱につきましては、もう既に実施済みでございます

の で 、 今 年 度 に つ い て は ま ず は 現 状 の ま ま で 事 業 を 進 め た い と 思 っ て お り ま す 。 し か し な が ら 、 今 ご 質 問 の 中 に も ご ざ

い ま し た が 、 そ の 中 で そ う い う 実 態 が あ れ ば こ れ か ら は そ う い う こ と も 含 め て 来 年 度 検 討 し て ま い り た い と 思 っ て お り

ます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ことしは雪が少ないので、雪の現状についてまだぴんと来ないというか、そういうようなところもあるんでしょうけれ
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ど も 、 い ず れ に し て も 本 当 の 豪 雪 は 二 週 間 か 三 週 間 に な っ て で も そ う い う も の だ と 思 い ま す の で 、 ぜ ひ 町 長 を 初 め 担 当

課において住民の要望に十分応える方向で対処していただきたいということを要望して質問を終わりたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで十三番浅利直志君の一般質問は終了いたしました。  

  以上で一般質問を終わります。  

  これをもって本日の日程は終了いたしました。  

  本日はこれにて散会いたします。  

  ご苦労さまでした。  

     散  会  午後三時二十八分  

                                                    


